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富士見ファンタジア文庫








本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　地の底から響ひびいてくるような銅ど鑼らの音が、ライスの耳を三度、震ふるわした。心と魂たましいまでもが揺ゆさぶられたような気がした。それは、はじまりを告げる銅鑼の音だった。愚おろかな冒ぼう険けん者しやたちが演じる三さん文もん芝しば居いのはじまりを……

　後ろから、ひとりの衛兵が槍スピアの柄えでライスの肩を強く叩たたいた。振ふり返れば、下げ卑びた笑いを浮うかべた顔があり、顎あごをしゃくって歩けと合あい図ずしてきた。

　ライスは衛兵を睨にらみつけただけで、薄うす暗ぐらい石の廊ろう下かを黙だまって歩きはじめた。

　ハーフエルフのリーライナ、魔術師ソーサラーのチェペル、そしてドワーフのオスター。三人の仲間もライスと並ぶように歩きはじめる。全員、無言だった。緊きん張ちようした様子が、ありありとうかがえる。

　チェペルは流れる汗あせを手の甲で拭ぬぐっていた。

　オスターは短い顎あご髭ひげをせわしなく整えていた。

　リーライナは胸の前に手を組んで、目をきつく閉じていた。血の気を失った唇くちびるが、震えるように動いている。彼女の無言のつぶやきに、髪かみに刺ささっている鵡オウムの羽根も小こ刻きざみに揺れていた。

　神にでも祈いのっているのだろうか、とライスは思った。しかし、エルフの村で生まれた彼女は信しん仰こうとは無む縁えんのはずなのだ。

　廊下を進んでいくと、行く手を遮さえぎっていた巨大な鉄の扉とびらがわざとらしく軋きしみながら、ゆっくりと外側に開きはじめた。

　とたんにまぶしい陽光が、最初は針のように廊下を貫つらぬき、飛びたとうとする竜ドラゴンのようにゆっくりと光の翼つばさを広げていった。

　ライスはまともに太陽の姿を見てしまい、痛いほどのまぶしさに思わず顔をそむけた。吸血鬼バンパイアの気持ちが理解できたように思った。しかし、さいわいなことにライスは灰はいにはならなかった。

　日の光の他ほかに、もうひとつ頭上から降りそそいでくるものがあった。割れるような喚かん声せいだった。しかし、はたして自分たちを歓かん迎げいしたものだろうか。

「慈じ悲ひ深ぶかき神チャ・ザよ、わたしたちに幸運を授さずけたまえ」

　ライスは口の中で自らが信仰する幸運の神に祈りを捧ささげた。もちろん、本物の幸運を祈き願がんする魔ま法ほうの祈りは、朝の礼拝時にすませてある。もっとも、今日きようばかりは、いったいいくつの幸運が必要なのか、見当もつかなかった。

　ようやく明るさに慣れたライスの目の前に、円形の空間が広がっていた。乾かわいた赤土が思いだしたように吹く春風に巻きあげられている。土の粒つぶはずいぶんと細かいようで、いったん舞まいあがると地面にはなかなか降りてこず、そのまま土つち煙けむりとなって空中に漂ただよっていた。

「大地と風の力は働いているようね」

　それを見た、リーライナが独ひとり言ごとのようにつぶやく。精霊使いシヤーマンである彼女には見えるのだ。大地に宿るノームの姿と風の中で戯たわむれるシルフの姿が。

　円形の空間は背の高さの倍ほどの壁かべで仕切られていた。壁の外側には、階段状に座ざ席せきが設けられ、ぎっしりと人が埋うまっている。すでに喚声は途と絶だえていて、近くの者と雑談をかわす観客たちのざわめきが、うねるように場内を駆かけめぐっていた。

「ここは闘とう技ぎ場じようなんだ、それも大陸に名高いロマールの闘技場……」

　自分に言い聞かせるように、ライスは心の中でつぶやいた。そして、自分たちが観客ではなく闘技者としてこの場にいることを。

「さぁて、お集まりの皆々さま、まずまず冒険者なるものは……」

　闘技場の真ん中に立っていたひとりの道どう化けが、高らかな声で口こう上じようを述べはじめた。観客たちを笑いに誘さそうようなひとり芝居をまじえながら、今日の前ぜん座ざの主役であるライスたちの紹しよう介かいをはじめていく。それから、冒険者という者たちのことを。

　おもしろおかしく聞こえてはいるが、道化の口上はあきらかに冒険者を嘲ちよう笑しようしていた。曰いわく、世間からのはみだし者である。曰いわく、一いつ獲かく千せん金きんを狙ねらう山やま師しである。

　観客席には冒険者らしい一団の姿もそこかしこに見られる。彼らがこの口上をどう聞き、これからはじまる芝居をどう見るのか、ライスには予想できるような気がした。できれば今すぐに帰ってほしい、ライスはそう願った。

「右手には剣けん、左手には楯たて、身体からだには鎧よろい……」

　道化の声を聞きながら、ライスは頭の中で何かがぐるぐる回るような不快感を覚えはじめた。今が夢ゆめなのか現実なのか、疑わしくなってくる。夢ならばよいと思う。しかし、不幸なことに、これは間ま違ちがいなく現実なのだ。

「なぜ、こんなことになったのだろう？」

　ライスは自問せずにはいられなかった。

　原因は分かっていた。すべては、あの晩の事件のゆえなのだ。五日前のあの晩の……

　ちょうどその日に、ライスたちはここロマールの街まちに到とう着ちやくしたのだ。




　浮うかれ気分で酒さか場ばに着いたとき、すでに日は傾かたむきかけていた。

　まだ日も暮くれていないというのに、店の中はずいぶんにぎわっていた。やっとのことで空あいたテーブルを見つけると、ライスたち四人は背もたれのない粗そ末まつな丸まる椅い子すに、どっかりと腰を落ち着けた。

　ライスの隣となりで、ハーフエルフのリーライナが嬉うれしそうに自分の全身を眺ながめている。彼女が身に着けている鎧や武器、それに背せ負おい袋ぶくろや水袋までが真新しい物に変わっていた。いかにも、精せい霊れい使つかいらしく、金属はまったく帯びていない。硬革鎧ハードレザーの止め具も丈じよう夫ぶな組くみ紐ひもに代えてあるし、ベルトではなく麻あさ布ぬのを巻いて、淡あわい緑の服の胴どうのところを細くしぼっている。腰にさげた細剣レイピアだけはさすがに金属製だったが、刀身は革かわ製せいの鞘さやにしっかりと収おさめられ、柄つかにも白布をきれいに巻いて金属地が見えないようにしていた。

　精霊たちが金物を嫌きらうがゆえの配はい慮りよだ。

　リーライナばかりではない、全員の装そう備びがすべて新品に代わっていた。古代遺い跡せきで手に入れた宝物のおかげである。

　先日、〝争いの森〟ターシャスを抜ぬけようとしたとき、ライスたちは道に迷ったあげくに、古代王国の遺跡に偶ぐう然ぜん、出くわしたのだ。その遺跡で体験した出来事は、悲しい記き憶おくとしてライスの心の奥おく底そこに沈しずんでいる。

　しかし、古代王国時代の宝物も、いくつか手に入れていた。遺跡での事件で現実家としての自分を自覚しなおした魔術師のチェペルが、その本ほん領りようを発揮してもっとも価値のありそうなものを選んで、袋に詰つめて持ちだしてきた。ロマールの闇やみ市いちでそれらの宝物を処分してみると、ライスが予想もしなかったような高値で売れた。

　おかげで、ライスたちはくたびれてきた武器や防具を残らず買いかえることができた。不足していた備品も補ほ充じゆうして、それでもまだかなりの余よ裕ゆうがあった。

　人間、正直なもので身に着けている物が新しくなると、気分まで新しくなるようだ。ライスも仲間も皆みな、機き嫌げんがよかった。いつもより豪ごう華かな食事を取ろうと、この酒場に流れてきたのだ。

〝雄お羊ひつじの角つの亭てい〟という看かん板ばんがかかったこの酒場は、宿屋も兼ねている豪華な造りの店だ。好都合とばかり、ライスは今夜の宿をこの店に決めた。さいわい空いている部屋が、ひとつだけあった。

「幸運と富の神に感謝しなくちゃね」

　隣となりの席から、リーライナが明るい声をかけてきた。

「オレはいつだって感謝してるさ」

　幸運と富を司つかさどるチャ・ザの神しん官かん戦士であるライスにとっては、信しん仰こうは生きていくうえでの支えであった。ささやかでもいいから他た人にんに幸福をもたらせればと、ライスは冒険者になったのだ。

「そうよね、当たり前よね」

　不思議なことに、リーライナはにっこりと微笑ほほえんで、ライスの言葉に同意した。いつもは素直という言葉とは縁えん遠どおい娘むすめなのである。かえって不ぶ気き味みなぐらいだったが、別に他意はないようだった。よほど、機嫌がよいのだろう。

「今日はとことん飲のみましょ」

　リーライナは、自分がいつもとことんまで飲んでいることなど忘れているようだ。

　向かいに腰を下ろしているチェペルが、リーライナに気付かれないようにため息をついたのは、彼女の酒さけ癖ぐせがあまりよろしくないからである。

　一方、オスターの表情は喜びに輝いている。他のドワーフの例にもれず、彼も酒を飲むのが大好きだし、もちろん底なしである。リーライナがいるおかげで、彼もとことんまで飲むことができる。そのこともあってか、エルフの血が混ざったリーライナに対しても、好意的である。もっとも、この気のいいドワーフは、おそらく誰だれに対しても悪感情を抱いだくということはないのだろう。

　かたわらには、彼の背せ丈たけほどもあろうかという大斧グレートアツクスが立てかけられている。彼が戦士フアイターであることの証あかしだった。

　テーブルを埋うめるほどに豪華な食事をあらかた終えると、リーライナは店員を呼びよせ、酒を運んでくるように言った。吟遊詩人バードをひとり呼んできてくれないか、と頼たのんでもいる。

「吟遊詩人だなんて、もったいない」

　チェペルが非ひ難なんの目をリーライナに向ける。

「今日ぐらいはいいじゃないか。お金を使うということは、他人に幸運をもたらす行こう為いなんだから」

「逆に考えれば、お金を使わなければ自分が幸せになれるという理り屈くつになりますよ」

　ライスの言葉に、得意げな顔でチェペルが反論してきた。

　痛いところをつかれて、ライスは思わず口ごもってしまった。誰しもが、富を持っている人間のほうが幸せだ、と考えている。幸運の神チャ・ザが富を司つかさどると考えられるようになったのも、やはり両者が近い関係だと考えられたためではなかろうか。

　ちょうど、リーライナが頼たのんでいた吟遊詩人がやってきたので、話はそこで打ち切りになった。チェペルにしても、冒険の成功を祝おうという気持ちは同じなのだ。

　吟遊詩人は、リュートを片手に抱いた端たん正せいな顔の男だった。鼻の下に細い髭ひげをたくわえて、同じく細い瞳ひとみがライスたちを値ね踏ぶみするように向けられている。

　人を物みたいに見ているようだ。ライスはこの吟遊詩人に心なしか不安を覚えた。

「恋歌を唄うたってよ」

　リーライナが吟遊詩人に注文をする。

「おや、珍めずしい。愛だの恋だのは、苦手ではなかったですか」

　チェペルがすかさず横よこ槍やりを入れる。

「ここふたつばかり、仕事で首を突つっ込こんでしまったもの。苦手なんて言ってられないじゃない。だったら、慣れておかないとね」

　チェペルは曖あい昧まいな返事をして、運ばれてきた盃さかずきに口をつけはじめた。ライスも食後の祈りを簡単にすませてから、葡ぶ萄どう酒しゆを飲のみはじめた。オスターは運ばれてきたエール酒を一気にあおって、すぐに次を注文している。

「ついでに、肴さかなになるようなものも運んできてくれんかの」

　そんなオスターの声を合あい図ずに、吟遊詩人がリュートを巧たくみに演奏しはじめた。弾ひかれた弦げんが奏かなでる音がしばらく響ひびき、やがて甘あまったるい低音が加わった。





２






　曲が続くあいだ、吟ぎん遊ゆう詩し人じんはライスたちのテーブルをせわしなく歩きまわっていた。動きながらも、リーライナに向かって、たっぷりと色目を使うことを忘れない。この吟遊詩人が男だん娼しようでもあることを、ライスはそれとなく理解した。女性であるリーライナが吟遊詩人を頼たのんだものだから、店の者が気を利きかせたのだろう。

　しかし、リーライナは男の視線など一向に気にした様子もない。それどころか、うっとりとした表情を作っていた顔が、退たい屈くつさをかみころしたものに変わりはじめていた。

　どうやら、恋歌を聞くのに飽あきてきたようだ。いくら慣れるためといっても、好みが急に変わるはずがないのである。お愛あい想そうのように、首をうなずかせながら、グラスに入ったワインに口をつけている。みるみるグラスが空になっていく。

　しばらくして、一曲目が終わった。

「ありがと、素す晴ばらしかったわ」リーライナは吟遊詩人に向かって、乾かわいた声で言うと、宝石を一個、握にぎらせた。

「もう行ってくれていいわよ」

「それはあまりではありませんか、美しいお方」

　若い吟遊詩人は、流りゆう暢ちような言葉使いでリーライナに抗こう議ぎした。当たり前だ。一曲だけで帰されたのでは、元など取れたものではない。彼にしてみれば、今夜一晩、雇やとわれたぐらいのつもりでやってきたのだ。

　吟遊詩人は哀あい願がんの言葉を並べて、リーライナを翻ほん意いさせようとする。みごとな論ろん旨しであり、人の同情を誘う話しぶりなのだが、あいにくリーライナには逆効果だったようだ。

　表情が変わったなと思った瞬しゆん間かん、彼女の口からはいつものように、理屈の通っていない反論が飛びだしてきた。彼女の舌の回転は吟遊詩人にも負けていなかったし、迫はく力りよくという点では問題にもならなかった。

「わ、分かりましたよ」

　ほとんどやけになったように、吟遊詩人は店じまいの準備をはじめた。リュートの紐ひもを肩にかけて、リーライナから差し出された宝石を腰の革かわ袋ぶくろに投げこむ。そして、出口の方へと振ふり返った。

　と、リーライナの椅子に足をつまずかせたものか、吟遊詩人はよろよろとよろめいて、チェペルの足元にまで転げていった。

　そこに、彼の背負い袋が置かれていた。

「気をつけてください。荷物の中には、壊こわれ物も入っているんです」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、何かが壊れた感かん触しよくはありませんでしたから」

　吟遊詩人は身体についたほこりを払はらうように立ち上がって、ライスたち全員にうやうやしいお辞じ儀ぎをした。

「すまないな」ライスにはそう声をかけるしかなかった。

「お気になさらずに、幸運の神の神官殿。いい仕事をさせていただいたと思っております」

　吟遊詩人は軽かろやかに身体の向きを変えると、ゆっくりと歩みさっていった。

「ずいぶん思わせぶりじゃの」

　オスターが吟遊詩人の背中を見送りながら、つぶやく。

「なあに負まけ惜おしみよ」

　リーライナは、勝ち誇ほこったように言う。

　さすがに彼女を諭さとさねばなるまいと思って、ライスが口を開きかけたときだ。

「やあ、まったくですねぇ、お見事でしたよ」

　背後から軽い拍はく手しゆの音とともに、同じく軽い調子の声がとんできた。

　振り返ると、ずいぶんと瘦やせた感じのする若者がいた。いや、若者というのは正しくないかもしれない。なぜなら、その男は、先せん端たんのとがった長い耳をしていたから。

　エルフだった。エルフといえば、もっと高貴な、言い方を変えれば高こう慢まんな感じだと聞いていたが、目の前にいるエルフはずいぶんと親しみやすい印象を覚えた。あきらかに冒険者と分かる服ふく装そうで、おそらくはリーライナと同じ精霊使いだろう、とライスは目め星ぼしをつけた。

「お嬢じようさんのみごとな勝利を祝って、僕に一いつ杯ぱいおごらせてもらえませんか？」

　エルフの言葉に気をよくしたリーライナが空いていた右隣の席を引いて、彼に腰を下ろすよう勧すすめる。

「ご好意に甘あまえまして……」

　エルフは勧められるままに腰を下ろして、店員を呼んで全員の分の酒を持ってこさせる。

「気を遣つかわせるの」

　オスターが自分も酒をおごってもらえると知って、手にしていたエール酒をふたたび一気に飲のみほした。

「さすがにいい飲みっぷりですねぇ」

　エルフの若者がまたかるく手を叩たたく。お世せ辞じめいた感じはしない。変わってはいるが、悪い男ではなさそうだ、とライスは感じた。

　ライスは彼に名を尋たずね、そして自らも名乗った。

「僕の名前はシラルムっていいます。ごらんのとおりの旅人です。あなたがたとも同業ですよ」

「ひとりで旅を？」

　ライスを押おし退のけるように、リーライナが会話に割って入った。

「ええ、もっとも、このあいだまで故こ郷きように里さと帰がえりしてたんですよ。でも、村は退たい屈くつだし、友達が呼ぶもんで、この街まちにやってきたんです」

　シラルムと名乗ったエルフは、ちょっと言葉を濁にごしぎみにそう答えた。こめかみのあたりを指でぽりぽりとかくような仕し草ぐさをしている。

　リーライナが同意をあらわす言葉をかえした。彼女もあまりの退屈さに生まれたエルフの村を飛びでてきたのだ、とライスは聞いたことがある。ハーフエルフだからという理由で、迫はく害がいされたためではない。彼女の奔ほん放ぽうさは天性のものなのだ。

「確かにこんな街は退屈だけはしないでしょうね。まさかここでエルフの男性に出会えるなんてね」

　それから、リーライナは人間男性の悪口をさかんに並べはじめた。洗練されてない、欲望がみえすいているなどと、シラルムに同意を求める。

「そんなもんですかぁ」

「そんなものよ」

　リーライナは力強く断定した。

「さっきの吟遊詩人はずいぶんと洗練されていたように思えましたがね」

　テーブルの向かい側から、チェペルが異論をはさんだ。当然、リーライナの耳にも入って、彼女は甲かん高だかい声で反論をはじめる。

　その声は、早くもろれつがまわっていない。リーライナは酒好きなのだが、あまり強いほうではないのだ。

「この前、あたしの裸はだかを嬉うれしそうに見ていたくせに」

　石になれとばかり、リーライナは魔ま術じゆつ師しを睨にらみつけた。

「まじまじと見ちゃいませんよ」

　さしものチェペルも困った顔で、乱暴に羽根付き帽ぼう子しを脱ぬぐと、テーブルに投げすてるように置く。

　リーライナは先日、マナール湖こで水浴びをしたときの話をしているのだった。あのときは、全員が勝手に裸になって、長ちよう寿じゆの薬との噂うわさも高い神しん秘ぴの湖みずうみの水を全身に浴び、心ゆくまで飲のんだ。それから、湖岸で死んだように眠った。

　あのときなら、ライスもリーライナの裸を見るには見た。一緒に旅をしているし、一緒の部へ屋やに泊とまるのである。着き替がえのときなど、裸に近い格好はいつも見ているのだ。王族や貴族、騎き士し階級の者ならばしらず、ふつうの人は異性に裸を見られることをさほど気にするものではない。

　しかし、こんな場所であからさまに指し摘てきされれば、たしかに恥はずかしいものだ。チェペルが困るのも当然だった。

「羨うらやましいなぁ。機会があれば、僕にも見せてくださいね」

　シラルムの口く調ちようはあくまで軽い。この軽さは、今度はリーライナの気に入らなかったようだ。

「あなた、それでもエルフ？」という言葉にはじまって、リーライナは攻こう撃げきの鋒ほこ先さきをシラルムに転じていった。彼女によれば、エルフとは皆、高貴で知的でなければならないらしい。粗そ野やで下品なのは人間やドワーフにふさわしい性格であって、エルフやハーフエルフがそんな態度を見せるのは、最低なのだと力説する。

　チェペルがほっとした表情になっていた。リーライナはだいぶ酔よってきた様子で、これからますます手に負えなくなってくるだろう。エルフの若者には悪いが、ここはしばらくリーライナの攻こう撃げきを一身に受けていてほしい、と願っているに違ちがいない。

「あわわわ」

　当然のことながら、はじめて見るリーライナの酒さけ癖くせの悪さに、さすがのシラルムも当とう惑わくしている様子だった。しかし、その顔にはまだ笑みさえ浮かんでおり、本気になって嫌いやがっている感じではない。

「立派な若者だの」
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　オスターが感心したように唸うなって、またエール酒を一気にあおった。そして、間かん髪はつを入れず、店員に次を頼たのんでいる。

「やめておけよ、リーライナ」

　リーライナのろれつはますます怪あやしくなっていたが、口の方は片かた時ときも休むことを知らなかった。シラルムにエルフとしてのあるべき態度を教えきかすか、ワインを飲のみほすかのどちらかだった。彼女の態度がハーフエルフとしての正しい態度なのだろうか、とライスは疑問を感じないではいられなかった。

「お客さまに失礼だろ」

　さすがにシラルムが哀あわれになって、ライスはリーライナの肩を引くように、こちらに振ふり向かせた。

「何よぉ」

　リーライナは抗こう議ぎの声をあげるが、抵抗する力もあまりないようだった。崩くずれるようにライスにもたれかかると、意味もなくケラケラと笑う。

「こんなところにいたのね！」

　咎とがめるような声がしたかと思うと、ひとりの女性が姿を現わした。人間の女性。見覚えのない女性だった。きっと、このエルフ青年が話していた友達なのだろう。

　思ったとおり、女性はまっすぐにシラルムに向かって歩いていった。成せい熟じゆくした猫ねこのような歩き方だった。

「いやぁ、ジーン。お久しぶり。あいかわらず元気そうで何よりですねぇ」

　のけぞるように顎あごをそらしながら、シラルムは女性の方に視線を向ける。エルフらしい上品さに欠けているのは、リーライナの指し摘てきどおりのようだ。

「何吞のん気きなことをいってんのよ。あいかわらずなのは、あんたの調子のよさと、女の子への愛あい想そうでしょ」

　ジーンと呼ばれた女性は、愛想笑いを浮かべるシラルムのとがった耳をひっぱりあげる。たまらず悲鳴をあげながら、シラルムは椅子から立ち上がった。

「まったく締しまりがないんだから。あっ、あんた懐ふところは大だい丈じよう夫ぶでしょうね？」

「は？　大丈夫だけど何か？」

「さっき、同業者とすれちがってね。あんたはぼーっとしてっから、真っ先に狙ねらわれたんじゃないかと心配したのよ」

「同業者って、盗賊シーフ？　別に怪あやしい奴やつはいなかったと思うけど……」

　そうつぶやきながら、シラルムは首を傾かしげようとした。しかし、あいかわらず耳をつかまれたままなので、身体からだの方が曲がったように見える。

　ふたりの会話を聞くとはなしに聞いて、ライスは思わず眉まゆをひそめた。盗とう賊ぞくがこの酒場にいるというのだろうか。ならば、気をつけねばならない。

「みなさん、お騒さわがせしてごめんなさいね」

　ジーンという女性はライスたちに愛想よく会え釈しやくすると、シラルムの耳をつかんだまま、出口へと歩きだした。

「じゃあ、みなさん、機会があったらまた会いましょうね」

　シラルムはされるがまま、片手をあげてごきげんようと挨あい拶さつする。

　ふたりの姿は酒場の雑ざつ踏とうにまぎれこんで、すぐに見えなくなった。

「……そろそろ、二階にあがろうか」

　毒気を抜かれたような気分で、ライスは自分にもたれかかったままのリーライナに声をかけた。さすがにリーライナはとろんとした目をしていて、彼の誘さそいの言葉にこくりと首をうなずかせた。そんな仕草は愛らしくもあるのだが、立ち上がって、ふらふらと歩きはじめる姿は、どう見てもただの酔よっ払ぱらいである。

「勘かん定じようを頼たのむ。部へ屋やの準備はできてるだろうな」

　ライスは近くにいた若い店員に声をかけた。

「お泊とまりでしたね」

　若者は代金の額と二階の様子を確かめるために、一度、奥の方へ行ってから戻ってきた。部屋の準備はできているとのことだった。二階に上がれば、すぐに休めるだろう。

「勘定は銀貨で八百です。それから、宿の方も前払いになっておりますので、こちらも一しつ緒しよにお支払いください。特に冒険者の方々はどこからでも、出入りできますからね」

「余計なことは言わないの！」

　リーライナが聞き捨てならぬとばかり店員に食ってかかる。

「お金なら、ちゃーんとあるんだから」

　リーライナはぼんやりとチェペルの方を指差した。いや、本人はそのつもりなのだろうが、指はあさっての方向を向いている。もっとも、彼女の指し摘てきは間違っていない。チェペルが前の冒険で得た財産をまとめて持っているのだった。

「はいはい」

　申し訳ていどに相あい槌づちをうつと、チェペルは背負い袋の口をあけて、手を突っ込ませた。そして、中の物をかきまわすように、宝石や銀貨の入った小袋を探りまわる。魔術師の手が、三回ほどむなしく円を描えがいた。そして、今度は顔をつっこむように袋の中を覗のぞく。

　おかしいな、とライスが思った瞬しゆん間かん、はじけるように顔をあげたチェペルと目があった。蒼あおざめた顔で首を横に振ふる彼の表情は、真実をあますことなく語っていた。

「やられました……」

　遅おそかったか、とライスは絶望的な思いにかられた。いつ、盗賊に襲おそわれたのだろう。この酒場に来るまでは、間違いなく袋はあったはずなのだ。

「あの吟遊詩人か」

　すこし考えてから、ライスは声をあげた。

　思いかえせば、よろけて倒たおれたときの動作はやけに不自然だった。わざわざチェペルの方に倒れていったのも怪あやしい。

　驚おどろくほどの目め利ききで、鮮あざやかな腕うで前まえの盗賊だった。金かね目めの物を持っているのがチェペルであることを一瞬で見ぬいて、倒れてから立ち上がるほんのわずかなあいだに、背負い袋の中から宝石袋を抜きとったのだ。

　試練だな、とライスは心の中でつぶやいた。

　幸運の神が自分に与あたえたもうた試練なのだ。かような試練を与えられたことを、感謝しなければならない。

　ライスは気を静めて、店員に向きなおった。

　若いとはいえ、さすがに商売である。何があったのか、彼にも分かったようだ。しばらくお待ちを、と口く調ちようこそ丁てい寧ねいながら、険けん悪あくな表情で店の奥へと走っていった。やがて、奥の方から屈くつ強きような感じの男とともに、頭頂部がはげた中年男が姿を現わした。おそらく、この店の主人なのだろう。

「ちょっと、こちらまで来てほしいんだが……」

　店の主人は、愛あい想そう笑わらいを満まん面めんに浮うかべていた。それがかえって不ぶ気き味みだった。

「何よぉ、何があったのぉ」

　眠たげに目をこすりながら、リーライナがにじりよってきた。ライスの首に両腕を回すと、肩にもたれかかるようにぐったりとなる。

　仕方なくライスは、リーライナの身体を抱かかえあげた。彼女はなすがままで、短く息をもらしながら、母猫に甘あまえる子猫のように身体を丸める。

　こんなときには、リーライナの華きや奢しやな身体がありがたい。

「困った娘だの」

　そう言いながらも、リーライナを見るオスターの視線は穏おだやかだった。

　ライスはチェペルとオスターに合あい図ずするようにうなずくと、店の主人の後ろについて、喧けん噪そううずまく酒場を後に奥の部屋へと入っていった。

　薄うす暗ぐらい通路を抜けると開け放たれたままの扉とびらがあり、裏庭へと続いていた。高い塀へいで囲まれたちょっとした広さの庭だった。塀の上には一匹の猫が先客としていたが、主人の姿を見ると悪戯いたずらをしていた子供のように、一声甲かん高だかく鳴いて逃にげていった。

「てめぇら、いい度胸をしてるじゃねぇか」

　主人は店の中にいたときとはうってかわった態度で、腕まくりしながら罵ば倒とうしてきた。

「申し訳ない」ライスは素直に謝あやまった。

「銀貨や宝石が入った袋を盗ぬすまれたんだ。店に来る前までには確かにあったんだが……」

　全員で小分けに持っておけばよかったな、と思う。宿に入ったらそうするつもりだったのだが、その前に災さい難なんにあってしまった。

「オレの店で盗まれたって言いたいんだな。難なん癖くせつけたいんなら、城へ差し出すぜ。ロマールの貴族は、他よ所そ者ものには厳しい刑けいを課すって有名なんだ」

　それは困る、とさすがにチェペルもあわてた様子だった。

「そんなつもりで言ったんじゃないんだが……」

　だが、ライスは自分の非礼を詫わびることにした。相手を不快にさせたのは、自分の責任である。自分の気持ちが相手に伝わらないのは、まだ修しゆ業ぎようが足りないせいだ、とライスは心の中で懺ざん悔げの祈いのりをあげた。

「で、どうするつもりなんだ」

　店の主人は意地悪そうに、ライスたちひとりひとりを睨ねめつけていった。

「半はん妖よう精せいの娘に客を取らせるっていうなら、紹しよう介かいしてやるぜ。そんな身体つきじゃあ、たいした価値もなさそうだがよ」

「この娘は、まだ恋も知らないぐらいなんだ。客なんか取らせるわけにはいかない」

　さすがに頭にきて、ライスはむっとした表情になった。

「それよりも、この店で働かせてくれないか。オレたちは冒険者だし、手伝えることも多いと思うんだが……」

「あいにくと人手は足りてるんだ」主人はにべもなかった。

「だが、働きたいというんなら、当てがないこともない」

　どんな仕事だ、とライスは尋たずねてみた。当てがある、と言ったときの主人の態度がみょうに思わせぶりで、嫌いやな予感がするが、悪いのは金を払えない自分たちだ。強く言える立場ではないのだ。

「なあに、簡単な仕事さ。このロマールの街に闘とう技ぎ場じようがあることはあんたらも知っているだろ。ここで今、冒険者を求めている。その口くち利ききがオレのところにも回ってきているというわけよ」

「闘技場って、わたしたちに剣けん闘とう士しになれというのですか？」

　チェペルが口の中に溜たまった唾つばを飲のみこみながら言う。

「まさか、そんな無茶は言わんさ。何でも、近く開かれる前ぜん座ざの芝しば居いに、冒険者が必要らしい。もちろん、闘技場だ。戦いも見せなきゃならんだろ。しかし、聞いた話じゃ、相手はゴブリンらしい。妖よう魔まなら、殺したとて何も気にすることはあるまい」

「あまり気持ちのいいものじゃない」

「嫌なら、衛兵に突き出すまでのこった。それとも、その娘に客を取らせるかい？」

　ライスは腕の中で気持ちよさそうに寝息を立てているリーライナの顔を見つめた。

「……分かった、引き受けよう」

　選せん択たくの余地はなかった。

「そうこないとな。なら、手付けがわりに今晩はうちで泊とまらせてやるよ。その娘には睡すい眠みんが必要みたいだしな。ゆっくりと静養して、力をたくわえておくこったな」

　店の主人はあからさまな作り笑いを浮かべながら、巨きよ漢かんの男にライスたちを部屋まで案内するよう命じている。そして、賊ぞくが入らぬように、部屋の外で見張ってさしあげろ、と付け加えた。

　疑いたくはない。しかし、店の主人と吟遊詩人がぐるで、自分たちははめられたのではなかろうか。そんな思いがライスの胸の中でわだかまりとなっていた。
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　あの晩から、すでに五日が過ぎている。しかし、わだかまりは闘とう技ぎ場じように立っている今でも、ライスの心の中でくすぶりつづけている。

　道どう化けの口こう上じようはひとしきり終わっていて、代わって、呼びだしが観客に対して、本日の主しゆ賓ひんを紹しよう介かいしている。隼はやぶさ騎き士し団長ラロール伯はく爵しやくという声が、ライスの耳に飛びこんできた。

　呼びだしの声に応じるように、正面に設けられた賓ひん客きやく席せきから、騎士団長にふさわしい精せい悍かんな容よう貌ぼうの男が立ち上がった。客席に向かって右手をかるく上げて、挨あい拶さつを送っている。

　ライスたちは、儀ぎ礼れいに従って、この主賓に向かって深々と頭を下げた。賓客席の上段に戦いくさの神マイリーの祭さい壇だんが設けられているのが見えた。戦鎚ウオーハンマーを握にぎった男神像が据すえられていて、その前には巨大な盃さかずきのようなものが置かれていた。盃の中では油が燃やされていて、赤い炎ほのおを吐はきだしている。

　伯爵の挨拶に対し、客席からの反応は微び妙みようなものだった。儀礼的な拍はく手しゆが満場にあふれたが、甲かん高だかい拍手の音に隠かくれるように、低いどよめきが同時に起こっていた。

　そのどよめきの意味が気になって、ライスは挨拶もそこそこに顔を上げ、主賓の顔を見つめた。

　一瞬だけだが、視線がからみあったように思う。たった、それだけでライスの背筋に冷たいものが走りぬけた。悲ひ嘆たんの精せい霊れいバンシーの泣き声を間ま近ぢかで聞いたような悪お寒かんだった。

　ライスは知っている。主賓にはひとつだけ特権が与あたえられているのだ。

　それは、闘技者に対して裁さい定ていを下すという特権だ。敗者に死を、ときには勝者にも死が与えられる。

　もしかして、最悪の裁定者がやってきたのかもしれない。最悪といっても、闘技者にとってはだ。血を求めて来場した観客にとっては、最高なのかもしれない。

　ライスが見つめるなか、ラロール伯はく爵しやくは側そつ近きんの者を呼んで、何やら小声で話しあっている。しばらくして、その側近は一礼してから走りさっていった。知らないところで、自分の運命が決定されていくような、そんな不安をライスは覚えた。

　ふと気がつけば、呼びだしの姿が消えて、ふたたび道化が場内に姿を現わしていた。

「さてさて、冒険者なるものは……」

　道化の口上がふたたびはじまった。今度は冒険とはいかなるものかを説明していた。街道を旅し、荒こう野やに踏ふみこみ、そして木こ陰かげで夜営をする。

　まったくその通りなのだが、道化はいかにもそれが滑こつ稽けいな暮くらしであるかのような調子で語っている。ひとり芝居も、軽かる技わざをまじえるなど、どんどん派手さを増している。

　観客の中にいる冒険者たちの反はん応のうが気になる。ライスは観客席のいちばん前に陣じん取どった、五人組の冒険者たちに視線を走らせた。彼らとの距きよ離りはだいぶあるが、憮ぶ然ぜんとした表情が見えたように思った。

　感情的なリーライナは、怒いかりのあまり顔を真っ赤にしていた。

「あんまりな紹介じゃない」

　リーライナな腹立たしそうに、地面を蹴けった。

　あわてて、チェペルがリーライナを黙だまらせようとする。リーライナは魔術師を憎にく々にくしげに睨にらみかえしたものの、何も語らずむっつりと黙りこんだ。怒ど鳴なりたいのはやまやまなのだろうが、さすがのリーライナも時と場所を考えたようだ。

　やがて、ライスたちの出で番ばんがやってきた。

「……荒野は危険に満ちておりまする。たとえば、ゴブリンと呼ばれる妖よう魔まどもは……」

　道化は緊きん迫ぱくした声を作って、入場門のひとつを指差した。ライスたちが入ってきた門のちょうど反対側に設けられている門である。

　その門が、道化の合図とともにゆっくりと開きはじめた。

「さあ、くるぞい！」オスターがグレートアックスを構えて一歩前に進みでた。

　ライスも買いかえたばかりの戦斧バトルアツクスをかまえ、戦う態勢を整える。チェペルが古代語魔法の呪じゆ文もんを唱となえはじめるのと、リーライナがレイピアを抜くのも、ほとんど同時だった。

　そして、門から醜みにくい妖魔どもが十匹あまり姿を現わした。とたんに観客席が騒がしくなる。

　日向ひなたに出ると、ゴブリンは日の光がさもまぶしそうに、頭を抱かかえたり、地面に転がったりしている。

　彼らの背後には、完全武ぶ装そうの衛兵たちの姿がうかがえた。衛兵は廊ろう下かの暗くら闇やみへと逃げもどろうとする妖魔たちを脅おどして、闘技場の中央に追いたてる。

「十匹もいるなんて！　話より、数が多いじゃないの」

　リーライナが悲鳴をあげる。事前の打ち合わせでは、ゴブリンの数は五匹と聞いていた。

「どうやら、筋書が変わったようだな」

　誰だれが変えたものやら、とライスは緊きん張ちようした面おも持もちでバトルアックスを握にぎりなおした。おそらく、賓ひん客きやく席せきでほくそ笑えんでいる騎き士し団長だろう。冒険者と五匹のゴブリンでは、勝負が面おも白しろくないとでも思ったのか。

　ライスたちが見守るなか、入場門が閉ざされた。その直前に、ゴブリンたちのために、武器が場内に投げこまれた。切れ味も鋭するどそうな小剣シヨートソードと小型の楯たてである。ゴブリンたちは、鼻息も荒あらく武器と楯に飛びついていった。よく見ると、彼らは使いふるされた革鎧ソフトレザーを、身につけている。

　荒野に棲すんでいるときの彼らでは、考えられないような武装である。

　そのとき、銅ど鑼らが大きく一回打ち鳴らされた。戦いの合図を告げたのだ。

　銅鑼の音の大きさにゴブリンたちは恐きよう慌こうをきたしたようだった。目を血走らせながら、ライスたちに向かって突っ込んでくる。

「空気よ変われ、マナの力で。眠りをもたらす見えざる雲に」

　チェペルが魔術師の杖つえを真横に振ふるいながらそうつぶやくと、呪文を完成させた。

　駆かけよってくるゴブリンたちのうち、五匹がまとめて地面に倒れた。しかし、そのうちの一匹は地面に倒れた衝しよう撃げきで呪文が破れたらしく、ふたたび起きあがってきて、怒いかりの叫さけび声とともに向かってきた。

「早く片付けないと、眠った奴やつらも起きてきますからね！」

　チェペルは自分の仕事は終わったとばかり、後ろにさがった。

「あまり離はなれすぎると、かえって危ないぞ」

　ライスはチェペルに声をかけてから、自分からも走ってゴブリンたちと刃やいばをまじえた。

　先頭のゴブリンだけに狙ねらいをしぼって、ライスはバトルアックスを力いっぱい叩たたきつけた。ゴブリンは楯を構えて、攻撃を受けとめようとした。

　だが、ライスの一撃は小型の楯などものともせず、相手の肩口に致ち命めい傷しようを与えていた。

　ゴブリンの悲鳴と観客の喚かん声せいとが同時に湧わきあがった。ライスは、自分たちが見せ物にされているのだ、ということを苦々しく意識した。

　殺したゴブリンに向かって、冥めい福ふくの祈いのりを送ってから次の相手と対する。そのとき、喚声がもうひとつ起こった。不安になって仲間を振ふり返ったら、オスターが一匹目を仕留めたところだった。

　ゴブリン相手ならば、何とかなりそうだった。数は多いが、重い武装がかえって彼らの動きを鈍にぶらせている。しかし、愚おろかなゴブリンどもは、そのことにさえ気付いていなかった。

　剣けん闘とう士したちのように洗練された動きではなかったが、ライスとオスターは一匹、また一匹とゴブリンどもを屠ほふっていった。

　観客たちにとって、ライスたちの無ぶ様ざまともいえる戦いは、むしろ新しん鮮せんに映っているみたいだった。ゴブリンが一匹倒れるたびに、観客の熱ねつ狂きようは膨ふくれあがっていくようだ。命の奪うばいあいを、まるで楽しい遊ゆう戯ぎのように見ているのだ。

「殺せ！　殺せ！」

　観客たちが総立ちになって、連呼している。

　驚くべきことに、ライスは自分の中にもどす黒い感情がこみあげてくるのを意識していた。観客の熱気にあてられたように、この殺さつ戮りくを楽しもうとする、もうひとりの自分がいることを。

　ライスは愕がく然ぜんとなった。幸運の神の神しん官かんとして、許されざる感情である。激はげしく頭を振って、自分の内に潜ひそむ邪じや悪あくな感情を追い払おうとした。

　そのときである。

「ライス、危ない！」

　リーライナの声が飛んだ。そして、同時に不思議な力が自分の身体を包むのを、ライスは感じた。

　いつのまにか、一匹のゴブリンに背中に回られていたのだ。

　斧おので払いのけようとしたが、間に合うはずがなかった。脇わき腹ばらに激痛が走る。金属の刃が肉に食いこみ、かきまわされる感かん触しよくがそれに続く。

　ライスは振り返りざま、そのゴブリンを切りつけた。この攻撃ははずれたが、ゴブリンは大あわてで、後ろに飛びすさった。

　その隙すきをついて、走りよってきたリーライナが、狙ねらいすましたレイピアの一撃をゴブリンの背中から見み舞まった。

「早く血止めを！」

「大丈夫だ」

　悲痛な声をあげるリーライナに、ライスは答えた。鎧よろいをハードレザーからチェインメイルに変えていたことを神に感謝しなければならないだろう。そして、自分を包んだ不思議な力に。〈楯シールド〉の呪じゆ文もんに間違いなかった。

　ライスはチェペルに視線を走らせた。彼が呪文をかけてくれたに違いないのだ。彼にしては、ずいぶん的てき確かくな判断であり、迅じん速そくな行動だった。

　しかし、チェペルはライスの方など見向きもしていなかった。オスターが複数のゴブリンを食い止めているのを、そわそわしながら見つめているだけだ。魔法をかけたばかりにはまるで見えない。では、誰が魔法をかけてくれたのだろう。

　ゴブリンの一撃は激しいものだったが、脇腹の傷きずは浅いように思えた。ライスはこの血を流れるままにしておくことにした。ゴブリンたちに与える痛みを自分の身体にも刻きざんでおくために。そして、殺戮を楽しもうとした醜しゆう悪あくな自分を、血とともに身体から洗いながすために。

「神よ、わたしに罰ばつを与えたもうた慈じ悲ひに感謝いたします」

　ライスがそう感謝の祈いのりを捧ささげるのを、リーライナが不思議そうな顔で見つめていた。

　と、そのとき新たな喚かん声せいが観客席から巻き起こった。今度の喚声には、笑いもまじっている。何事かと思い、ライスは周囲を確かめた。

「チェペル！」

　先に事態を把は握あくしたのは、リーライナであった。彼女の視線を追いかけて、ライスもようやく飲のみこめた。

　二匹のゴブリンが小剣を振りかざしながら、チェペルを追いかけまわしているのである。魔法で眠らされていたのが、観客の喚声で目を覚ましたのだ。チェペルは何事か叫びながら、塀へいにそって必死になって逃げている。チェペルはお世せ辞じにも足が早くない、今にも追い付かれてしまいそうな感じだった。そのあわてぶりを観客は笑っているのだった。

「あいつ、喜劇役者になればいいのよ」

　そうつぶやくリーライナの顔は、しかし真しん剣けんそのものだった。こちらは軽かろやかな動きで、チェペルを助けに走る。

「二匹相手で大だい丈じよう夫ぶか？」

「まかせて！」

　リーライナは戦士の訓練も受けている。ゴブリン相手なら、何とかしてくれるだろう。それに、いざとなれば彼女は精せい霊れいたちの力も借りることができる。

　ライスは残る三匹を相手に奮ふん戦せんしているオスターの援えん護ごに走った。

　戦いは、どうやら決着がつきそうだった。リーライナとオスターがもう一匹ずつを倒すと、ゴブリンたちは武器もすてて逃げはじめ、自分たちが入ってきた門のところで一固まりになって身をすくませる。

　すぐに入場門が開き、きらびやかな衣い裳しようをつけた網あみ闘とう士しが現われ、たちまちゴブリンたちを投網ネツトで捕とらえていった。

　観客は喚かん声せいと拍はく手しゆで、ライスたちの健けん闘とうを讃たたえている。そんな祝しゆく福ふくなど、嬉うれしくもなかった。

　やがて、リーライナがチェペルを急せきたてるように、ライスの所まで戻ってきた。魔術師はいかにも苦しそうで、荒い息をしていた。オスターもやってきたが、こちらはいつもとあまり変わらぬ様子だった。

「嫌いやな戦いだった」

　全員の無事を確かめてから、吐はき捨てるようにライスはつぶやいた。それから、ライスは軽けい傷しようを負っていたオスターとリーライナに対して治ち癒ゆの呪じゆ文もんをかけた。

　哀あわれなゴブリンたちは、すでに入場門の中に引き込まれている。また、何かの余よ興きようのときに引き出されるのだろうか。それとも、用済みと殺されてしまうのだろうか。

　とにかく、自分たちの芝居は終わったはずだった。後は、冒険の終わりを告げる道化の口上があって、ゴブリンたちが入ってきた入場門から出ていけばいいだけだ。

　だが、なかなか道化は姿を現わさなかった。観客が、手て際ぎわの悪さに文句を言いはじめる。

　不自然な間があいて、ようやく道化が姿を現わした。軽快にとんぼを切りながら、闘技場の中央までやってくる。そして、お定まりのとおり最後の着地に失敗し、道化はみごとに尻しりから落ちた。

　観客たちがどっと笑い声を上げる。

　道化はおおげさに尻をさすりながら立ち上がった。そのとき、一瞬だけではあったが道化の視線が自分たちに向けられたような気がした。

「さぁて、皆々さま。かくして冒険者なるものは……」

　道化は妖よう魔まを倒し、冒険者がみごと妖魔に囚とらわれた姫ひめ君ぎみを取り返したことを口上しはじめる。

　この後、その姫君はとんでもない醜女しこめで、いかにも妖魔好みであった、と締しめくくられるのだ。そして、ライスたちが出てきた門から、醜みにくい姫君に扮ふんしたもうひとりの道化が姿を現わし、ライスたちを追いかけてくる。それが合図で、ライスたちは反対側の門に向かって走りさればよいのだ。

　これで、ライスたちの三文芝居は幕まくとなるはずだった。

　しかし──

「……ところが、姫君の口から語られるは、驚くべき真実。すなわち、冒険者なるものは、妖魔を操あやつることもあり」

「何だって！」

　ライスは思わず叫んでいた。

　道化の口上は、予定とはまるで違っていた。そして、自分たちが退たい場じようするはずの門から、やはり四人組の冒険者が姿を現わしたのだ。

　彼らの背後には、衛兵の姿が見えた。ゴブリンたちと同様、まるで追いたてられるように、闘技場に姿を現わしたのだ。

　予想もしていなかったこの展開に、観客たちは騒そう然ぜんとしはじめた。冒険者対冒険者という初めて見る戦いに、興きよう味みを覚えたようだった。

　拍はく手しゆと喚かん声せいがいっせいに上がる。

「どういうことなの！」

　リーライナは金かな切きり声を上げていた。

「あいつらと戦え、ということではないかの」

　オスターが他ひ人と事ごとのように言う。

「そんな、約やく束そくとぜんぜん違う。冒険者は、ゴブリンなんかと比べものにもなりませんよ。あれだけの報ほう酬しゆうじゃあ、割りにあわない」

「報酬の問題じゃないでしょ」リーライナが、チェペルにくってかかる。

「何で、同じ冒険者同士で戦わねばならないの。それも、見せ物でよ」

「それが、今日の主しゆ賓ひんの趣しゆ向こうなのだろうさ」

　ライスは賓客席から身を乗りだすように見ている騎き士し団長を睨にらみつけた。

「どうしたものかの？」

　オスターがライスに意見を求めてきた。

「戦わなければ、オレたちも彼らも皆殺しにされるだろう。全力で戦うしかない。だが、絶対に傷きず付つけちゃならない」

「全力で、しかも傷付けないように戦えですって？　そんなの無理に決まっているじゃない。彼らは、わたしたちを殺すつもりでいるかもしれないのよ」

「いや、彼らも脅おどされて出てきたに決まっている。オレたちと同じ考えのはずだ」

「そうだといいけど……」

　リーライナは疑わしそうに言いながら、相手の様子をうかがおうと目をこらした。彼らも何やら相談しているみたいだが、何を話しているのかは見当もつかなかった。

「直接、交こう渉しようしてみたほうがいいかしら」

　リーライナはつぶやくと、空を見上げてそこに吹く風を確かめるように右手を上げた。

「そうか、シルフを使えば、相手と話ができる。やってくれ、リーライナ」

　その言葉が終わるより先に、リーライナはすでに呪文の動作に移っていた。

「自由なる乙おと女め、風の精せい霊れい……」

　リーライナが〈風の声〉の呪文を使おうとした、そのときだった。

「聞こえるか？　冒険の魔力に魅み了りようされた遠き友人よ」

　ライスたちのすぐそばで、耳慣れぬ声がしたのだ。美しい響ひびきをもつ男性の声だった。突とつ然ぜんの出来事に、ライスたちは何が起こったのか、まるで理解ができなかった。当とう惑わくしたように、周囲をきょろきょろ見回す。

「ライス、あなたの言ったとおりだわ」

　リーライナだけが事態を把は握あくして、嬉うれしそうにライスの背中を叩たたいた。

「話しているのは、あちらの精霊使いさんよ」

「そうか」ライスも安あん堵どの息を深く吐はいた。

　相手の精霊使いからの声が、ふたたびライスたちの近くで響く。

「騙だまされたのは、お互たがいだと信じている。同じ冒険者同士、殺しあうのは愚おろかなことだ。時間がないから、手て短みじかに話す。よく聞いてくれ。わたしは炎ほのおの魔法を使って、そちらのドワーフを攻撃する。そちらの魔術師は、わたしを魔法で眠らせてくれ。それから、精霊使いがいるなら、こちらの女性を大地の魔法で動きを封ふうじるんだ。戦士たちは全力で戦うしかないと思う。しかし、致ち命めい傷しようだけは与あたえないよう気をつけてくれ。戦士たちの戦いの結果でどちらが勝者になるか決しよう。了りよう解かいしたなら、ひとりが武器を構えてくれ」

　ライスは言われたとおり、バトルアックスを正面に構えた。

「……ありがとう。それでは、お互いの無事を祈いのろうではないか。しょせんは前ぜん座ざだ。魔法でも見せれば、観客たちは満足するだろう」

　主しゆ賓ひんの騎き士し団長もそうだといい、ライスはそう願わずにはいられなかった。

　そのとき、戦いの開始を告げる銅ど鑼らの音が非情にも響ひびきわたった。

　喚かん声せいがとたんに満場を埋うめつくす。

　ライスたちは、すぐに散開した。お互いの役割を果たしやすいように。

　相手も同じような動きをした。

　ライスとオスターは、ふたりの戦士に向かって全力で走った。

　最初に動いたのは、相手のエルフだった。約束どおり、〈炎の矢フアイアボルト〉をドワーフに向かって飛ばす。賓客席の上段に設けられた祭さい壇だんの聖火から、真っ赤な炎の舌が伸のびた。

　観客が驚きの声をあげる。

　いちばん驚いたのは、主賓のラロール伯はく爵しやくだっただろう。何しろ、彼の頭上すれすれに炎が駆かけぬけたのだから。

　炎の矢はまっすぐに宙を走り、小こ柄がらなオスターの脇わき腹ばらに炸さく裂れつした。

「むおっ！」

　オスターは魔法に抵てい抗こうしようと、気合いの声をあげた。もとより、強きよう靭じんな精神力をもつドワーフである。魔法の炎はオスターを傷付けたに違いない。だが、彼の動きが鈍にぶった様子はなかった。

　次はリーライナの番で、言われたとおり女性の神官戦士に対し、精霊魔法の呪じゆ文もんを唱となえた。

「大地の精霊よ、戒いましめの手を！」

　リーライナの声に応じて、相手の足元の地面が螺ら旋せん状じように盛もりあがった。そして、女性神官の足のくるぶしをがっちりと捕つかまえた。戦いくさの神の神官戦士は、この束そく縛ばくから逃のがれようとあがくのだが、大地の精霊はその戒めの手を離しはしなかった。

　いいぞ、とライスは心の中で叫んだ。そして、彼自身は長剣使いの戦士を相手と決めて、走りよっていく。自然、短槍シヨートスピアの戦士とオスターとが戦うことになった。
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　いちばん遅れて、チェペルの〈眠りの雲スリープクラウド〉の呪文が飛んだ。相手のエルフは呪文に抵抗する様子もみせず、地面に倒れこむ。ゴブリン相手に同じ呪文を見ていたので、これには、目の肥こえた観客たちから不満の声があがった。

　チェペルとリーライナは魔法で動きを封ふうじた相手に向かって走りはじめた。武器を突きつけさえすれば、彼らは勝利したことになる。自分とオスターがそれぞれ相手を圧あつ倒とうすれば、勝敗はついたと判定されるだろう。

　ライスは挨あい拶さつがわりに一回、武器を打ち合わせてから、猛もう然ぜんと攻こう撃げきをはじめた。

　体力ではライスの方に分がありそうだった。大型の戦斧バトルアツクスを操あやつり、矢や継つぎ早ばやに攻撃をしかけた。しかし、長剣バスタードソードの戦士は怯ひるまない。反撃の隙すきをうかがいながら、楯たてでライスの攻撃を受け止める。動きも俊しゆん敏びんで、ライスはなかなか捕つかまえることができなかった。

　それどころか、戦斧を空から振ぶりしてライスが隙を見せたとたんに、左手に攻撃を受けてしまった。鎖かたびらチエインメイルが火花を散らす。傷きずは負わなかったようだが、腕が痺しびれて、左手が使えなくなってしまった。

　やむなく、ライスは右手だけで戦斧を構えた。

　相手は一気に攻勢にでた。ライスは楯たてがないので、避よけるか、武器で受け流す以外に防御の方法がない。

　たちまち、じりじりと後こう退たいしはじめた。

　相手は本気のようだった。もちろん、ライスとて手を抜いている余よ裕ゆうはない。必死になって防戦する。

　腕と足、そして傷きず付ついた脇わき腹ばらをふたたび剣で打たれた。鎧よろいが弱っていたところなので、脇腹からは新たな血が流れた。激げき痛つうに、ライスは思わず膝ひざを落としてしまった。

「悪いな！」

　相手の戦士から声がかけられた。そして、狙ねらいすました一いち撃げきをライスの右腕に対して、放ってきた。

　白はく刃じんがきらめき、ライスに迫せまってきた。

　ライスは地面に転がって、その攻撃をかろうじてかわした。長剣が地面を打ち、激はげしい音と土ぼこりを上げる。

　ようやく、反撃の余裕ができた。ライスは立ち上がると、傷付いた脇腹に手を当て、高らかに治ち癒ゆの呪じゆ文もんを唱となえた。

「幸運を司つかさどるチャ・ザ神よ、我が傷を癒いやしたまえ！」

　慈じ悲ひ深ぶかき神は、まだまだ未み熟じゆくな従じゆう僕ぼくの願いを聞きとどけてくれた。痛みは去り、ライスは武器を両手に持ち替かえた。左手の痺しびれも、すでに収おさまっている。

「いい根こん性じようだな。機会があったら、一いつ緒しよに冒ぼう険けんしようぜ」

　相手の戦士がニヤリと笑って、声をかけてくる。

「オレたちと冒険しても金にはならないぞ」

「面おも白しろければいいさ」

　そして、気合いの声とともに切りかかってきた。勝負を決するつもりのようだった。

　ライスも相手の動きを見み逃のがすまいと、すべての神経を集中させた。

　相手は、ライスの肩口に向かって、真上から切りこんできた。容よう赦しやのない攻撃だった。まともに受ければ鎧よろいも断ち切り、致ち命めい傷しようとなるかもしれない。

　ライスは渾こん身しんの力をこめて、振ふり下ろされてくる長剣に向かって、横からバトルアックスの刃はを叩たたきつけようとした。

　当たらなければ自分の負けだ。それは、覚かく悟ごしていた。負けが死につながるかもしれないことも……

　火花が飛び、激はげしい金属音が響ひびいた。

　ライスの鎧よろいではなく、戦せん斧ぷが鳴った音だった。そして、相手の長剣が弾はじけとんで、宙を舞っていた。

　一瞬の差だったに違いない。しかし、ライスは勝ったのだ。

　相手は痺しびれる両手を抱かかえるように、地面に膝を落とした。

「負けだ、負けだ」

　投げやりな言い方ではあったが、戦士はさっぱりした顔をしていた。

　ようやく、ライスは観客たちの上げる喚かん声せいやら拍はく手しゆの音やらに気がついた。オスターの方を振ふり向けば、彼は身体の何箇所から血を流していたが、まるで平気な顔で相手の戦士にグレートアックスの先せん端たんを向けていた。相手のショートスピアは、真ん中あたりから真っ二つに折れていて、地面にむなしく投げだされている。

「勝負あり」

　どこからともなく、声が飛んだ。そして、観客から両者の健けん闘とうを讃たたえる声せい援えんが次々とかけられた。その声援は勝者であるライスだけでなく、敗者にもかけられていた。

「どうやら、お互い助かりそうだな」

　相手の戦士が、地面にひざまづいたまま安あん堵どの息を洩もらす。

　確かに観客は満足しているようだった。魔法の援えん護ごを受けた集団戦闘を見たのは、目の肥こえた観客たちにしてみても、おそらく初めてなのだろう。

　戦いが決したことを告げる銅ど鑼らの音が、鳴りやまない拍手の音を打ち消さんと、響きわたった。

　そして、もったいぶった表情で、主しゆ賓ひんが立ち上がる。裁さい定てい者しやとしての役目を果たすためだ。

　ライスは顔を上げて、騎き士し団長の言葉を待った。

　隼はやぶさ騎士団長ラロールは、ライスたちひとりひとりを見回した。

　そして、親指を地面に向かって、一度、突きおろした。

　敗者には死を、その合図である。

　それを見た観客から、一いつ斉せいに不満の声が飛んだ。

　ライスは怒りに燃えて、賓客席の前まで駆かけよった。チェペルがライスを制止しようと悲鳴にも似た声をあげたが、ライスの耳にはまるで入っていなかった。

「異議があるぞ！」賓客席の目の前にくると、ライスはあらんかぎりの声で叫んだ。

「異議など認めん！」

　ラロール伯はく爵しやくは、あまりの無礼さに声を震ふるわせて、怒ど鳴なりかえしてきた。

　闘とう技ぎ場じようがふたりの男の対決を見守ろうと、しーんと静まりかえった。息を飲のむ音までもが聞こえてきそうな静せい寂じやくだった。

　一いち陣じんの風が吹きぬけ、無言で見つめ合うふたりのあいだに、砂すな煙けむりを舞まいあがらせる。

「貴様たちの戦いは、いかに無ぶ様ざまであったことか。しかし、それは許そう。貴様たちは名めい誉よある騎士でもなく、選ばれた剣けん闘とう士しでもない、卑いやしい冒険者なのだから。しかし、許されないのは、貴様たちの戦いが命を賭かけた真剣勝負ではなかったことだ。相手の命を奪うばおうとの気き迫はくがまるで感じられん。剣術の訓練のほうが、よほど迫力があるわ。貴様たちの行為は、神しん聖せいなる闘技に対する冒ぼう瀆とくだ。魔法などでは、わしの目はごまかされんぞ！」

　裁定者は大声でそう宣せん言げんした。そして、今度は二度、親指を地面に向かって突きおろす。

　勝者にも死を、裁定者はあらためてそう裁定したのだ。

「異議があるぞ！」ライスはもう一度、声をあげた。

「オレたちは剣闘士ではない。雇やとわれた冒険者だ。生死の裁定など決められてたまるものか。オレたちは、真剣に戦った。たしかに、相手を殺したくはないと思った。それは認めよう。だが、はじめて出会った者でも冒険者ならば皆、仲間だ。仲間を助けるためなら命もかけるが、仲間を殺すために尽つくす力などオレたちは持ってはいない。だから、オレたちは誰も命を落とす者がないよう、しかし間違いなく全力で戦ったんだ。それがまがいものだったかを決めるのはあなたではない！」

「決めるのは、わたしだ。わたしは裁定者なのだからな！」

　そして、ラロール伯爵は彼を警けい護ごする衛兵に向かって激しい声で命令を飛ばした。

「衛兵よ！　この無礼な男を即そつ刻こく、討うちとれ。仲間も残らず、皆殺しだ」

　衛兵たちは無言でうなずくと、武器を構えて、賓客席から飛びだしてきた。

　と、その目の前に巨大な爆ばく発はつが起こった。

　衛兵たちはその熱気に打たれ、思わず後ずさっていた。

　何事か、とライス自身も戸と惑まどっていた。すると──

「異議があるぞ！」という声が、場内のあちらこちらから聞こえてきた。そして、観客席の中から次々と立ち上がってくる者たち。

　すべて、冒険者だった。彼らは押おさえていた怒いかりをぶつける機会を待っていたに違いない。自分たちのことを嘲ちよう笑しようされて、気持ちがよいはずがないのだ。

　そのうちのひとりが魔術師の杖つえを正面に向けて立っていた。〈火球フアイアボール〉の呪じゆ文もんを使ったに違いない。かなり高位の魔術師と見えた。

　もしかしたら、とライスは思った。ゴブリンに殺されそうになったとき、〈楯シールド〉の呪文をかけてくれたのは、チェペルではなくあの魔術師なのではなかろうか。

「その男の言うとおりだ」

　魔術師は静かだが迫はく力りよくのある声で、そう言った。それから、何やら口が動いたかと思うと、その姿はすっとかき消えて、ライスの目の前に瞬間移動してきた。

「おまえたちは、逃にげるがいい」

　魔術師はライスをちらりと振ふり返って、声をかけてきた。

「しかし……」

「相手が悪い。あのラロールという男。冷れい酷こくなること無む比ひとの噂うわさだ。ロマールに留とどまっては、命を失うことになるぞ」

「ですが、あなたたちは……」

「わたしたちのことは心配するな。衛兵ごとき、たとえ百人おっても問題ではないわ。わたしと、わたしの仲間。それに、ほうら、心強い友がいっぱいおるではないか」

　言われるままに、ライスは観客席を見渡した。魔術師の言葉どおり、何十人もの冒険者たちが、戦う態勢を整えて観客席から次々と飛びおりてくるところだった。

　ちょうどそのとき、入場門がふたつとも開き、闘技場警備の衛兵たちが飛びだしてきた。

「なぜ、わたしたちを？」

　ライスはそう問わずにはおられなかった。

「はて、おまえが言ったのではなかったかな。冒険者は仲間を救うためなら、命をもかけると。初めて出会った人間でも、冒険者ならば皆、仲間なのだろう」

　胸が熱くなるような思いがした。ライスは魔術師に、深々と頭を下げて、礼を言った。

「礼などいらん。それより、早く行け！　まごまごしていると、街中の衛兵がやってくるぞ」

　ライスは仲間のところに駆かけもどると、すばやく事情を説明して、ここから脱だつ出しゆつすることを伝えた。

　リーライナたちは素直にうなずいて、すぐに行動に移る。

「東の門が手て薄うすのようじゃの」

　身体から流れる血を気にした様子もなく、オスターが先頭をきって、走りはじめた。すでに、闘技場の中では冒険者と衛兵たちとのあいだで大乱戦が繰くり広げられている。観客たちは、飛び道具や魔法さえ飛びかう本物の戦いに恐きよう慌こうをきたしており、出口に向かって我先にと殺さつ到とうしている。

　この混乱の隙すきをうまくつけば、脱出は難むずかしそうではなかった。

　ライスとオスターは疲つかれる身体に鞭むち打うって、衛兵たちと切りむすび、彼らを突とつ破ぱしていった。闘とう技ぎの対戦相手だった冒険者たちともいつの間にか合流し、今度は肩を並べて武器を振ふるった。

「なるほど、おまえと一いつ緒しよにいても、金にはならんな」長剣使いの戦士が、ライスに声をかけてきた。

「だが、面おも白しろいぜ。こんな楽しい冒険ははじめてだ」

　ライスたちは、入場門から暗い通路を突き進み、闘技場の裏口から表に出た。

　外は闘技場から逃げてきた観客たちで溢あふれている。

　ライスは三人の仲間を振り返った。

「あの人ごみに飛びこむぞ。はぐれないよう、気をつけてくれ」

「大だい丈じよう夫ぶ、あなたにくっついていくから」リーライナが冗じよう談だんめかした声で、ライスの背中に抱だきついてきた。

「冒険者って最高！」

　リーライナは快かい哉さいの叫さけび声をあげると、ライスを抱く腕に力をこめた。

「これから、どこに行くの？」

　そして、彼女は尋たずねてきた。

　ライスには、当てがあるはずもなかったのだが、まるで神の啓けい示じのように、ひとつの王国の名が脳のう裏りに浮かんできた。

「街道を東に行く。目的地はオランだ」

　ライスは力強い声で、リーライナに答えた。

　オラン、冒険者の王国。今のライスにとって、その言葉は幸運の扉とびらを開ける鍵かぎのように思えるのだった。

　ライスたちは、人ごみの中を泳ぐように進んだ。頭の羽根がどこにもいかぬよう気をつけながら。

　羽根はすぐに空を飛びたがるのだ。気き紛まぐれな冒険者の心のように。
















サラマンダーの憂ゆう鬱うつ


高井　信
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　アレクラスト大陸最大級の都市オラン。その北方に連なるエストン山脈の山中には、いくつもの小さな集落がある。ピムラもそのひとつである。

　少し前までピムラは純然たるドワーフの集落だったが、現い在まは違ちがう。つい最近、リュークというエルフの若者が仲間に加わったのだ。

　リュークはエストン山脈の麓ふもと、ミード湖のほとりに住むエルフ一家のひとり息むす子こである。ピムラが最も近くにある集落ということもあって、リュークは幼おさないころからしょっちゅうピムラに顔を出していた。もともとエルフは閉へい鎖さ的てきな種族で、ほかの種族との接せつ触しよくをあまり好まないが、リュークは特別だった。変わり者と言ってもいいかも知れない。

　人なつっこいリュークは、ごく自然にピムラの住人たちに受け入れられた。（リュークが精霊使いシヤーマンにして魔術師ソーサラーという、素す晴ばらしい能力の持ち主であるという事実も見み逃のがせない。そういった魔法が使いこなせないドワーフたちにとって、リュークは実に重ちよう宝ほうな存在なのだ）

　知的好こう奇き心しんの塊かたまりのようなリュークがピムラに来る主な目的は、デュダ──ピムラに住む唯ゆい一いつの賢者セージと会うことだった。賢者セージとは言っても、もともと知性に乏しいドワーフのことだから、さして聡明でも博はく識しきでもないが、ほかに賢者セージの知り合いのいないリュークには、比べようもなかった。

　賢者セージは賢かしこい。デュダは賢者セージだ。ゆえに、デュダは賢い。──という簡単な三段論法が、幼いリュークの頭のなかで、しっかりと根を下ろしていた。ひと言でも誰だれかが、

「何事にも例外はあるんだよ」

　と教えていれば、ここまで思い込むこともなかっただろうが、今さら蒸むし返しても仕方がない話だ。リュークは、「賢者セージ」のデュダを信じこんでいたのだった。

　リュークは十歳さいくらいになるまでは、夕方には自分の家へ戻もどっていったが、成長するにつれ、だんだんとピムラに滞たい在ざいする期間が長くなり、いつの間にかデュダの家に半ば居い候そうろうのような形で住みつくようになっていた。いや、居候と言ってはリュークに失礼だ。どちらかと言えば、恩おん恵けいを被こうむっているのは、居候をされているデュダの方なのだから……。ここはひとつ、「共同生活」と表現しておくことにしよう。

　デュダ、二十八歳。ドワーフの賢者セージ。

　リューク、十六歳（？）。エルフの精霊使いシヤーマン、魔術師ソーサラー。

　リュークはデュダを心の底から尊敬しているし、デュダも年下のリュークを、まるで本当の弟のように可か愛わいがっている。──理想的な関係のコンビと言えるだろう。

　ふたりが「共同生活」を始めてから、半年ほどが過ぎ去った……。
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「ゲランはいいよなあ」

　デュダは言った。

「またその話ですか」

　リューク、うんざりしたように言う。

　ゲランというのは、やはりピムラに住むドワーフで、デュダの幼おさな馴な染じみである。村でも有数の剣の使い手で働き者でハンサムで……とまるで絵に描かいたような好青年。むろん、村人たちの人望も厚い。立派な賢けん者じやになるための勉強と称しようしてロクに働きもせず、毎日ノタノタと暮らしているデュダ（当然、お荷物扱あつかいされている）とは、いかにも好対照だった。

　そのゲランが、二か月前に結婚したのだった。新にい妻づまのライラは、好青年のゲランにふさわしく、ピムラ一の誉ほまれ高い美女である。ピムラの青年団主しゆ催さいの〈ミス・だんご鼻〉コンテストで、三年連続グランプリの栄えい冠かんに輝いていることからも、その美しさは察せられよう。ピムラの若者すべて（リュークを除く）がライラに憧あこがれていたと言っても、過言ではあるまい。今回の結けつ婚こんで、いったい何人のドワーフの若者たちが失恋の苦い思いを味わったことだろうか……。

　ま、それはともかく。好青年と美女という、まさに理想的なカップルの誕たん生じように、ピムラは沸わき返った。ドワーフが喜びを表現する手段と言えば、酒さか盛もりと決まっている。ピムラにある唯ゆい一いつの酒さか場ば〝ガッシュ亭てい〟は、ふだんにも増して大賑にぎわいを見せ、二か月経たった現い在まも、

「ゲランとライラに、乾かん杯ぱい！」

　などとやっているグループもあるほどだ。

　デュダとて、ゲランの結婚を祝福したい気持ちはあった。まるっきり正反対とも言えるふたりなのに、なぜかデュダとゲランは昔むかしから気が合うのだ。不思議な気もするが、事実なのだから仕方がない。デュダとゲランはお互たがいに、良き飲のみ仲間であり、良き相談相手なのだった。（ついでに言うならば、ゲランの双ふた子ごの弟バルンとも）

　仲のよいゲランの倖しあわせを嬉うれしいとは思う。しかし、羨せん望ぼうやら嫉しつ妬とやらが胸中を駆かけ巡めぐり、どうにも抑おさえられないのも事実だった。実はデュダも、あわよくばライラと……と密ひそかに思っていたクチなのである。

「ゲランはいいよなあ。きれいな嫁よめさんもらって。ふうう……」

　とデュダが深々と溜ため息をついたときだった。突とつ然ぜん、ドンドンと家の扉とびらを叩たたく音がした。と同時に、

「デュダ。いるかあ？」

　という声が耳に飛びこんでくる。デュダの返事も待たず、

「はいるぞお」

　大声とともに家の扉が開き、ひとりのドワーフの若者が姿を現わした。バルン──たった今話題に上っていたゲランの、双子の弟であった。

　バルンは、テーブルを挟はさんで坐すわっているデュダとリュークの姿に目を止め、

「お、いたいた」

　笑みを浮うかべて言った。

「やあ」

　と右手を上げ、ふたりの方へ近づいてくる。

「なんの用だ？」

　デュダが尋たずねると、いきなりバルンは、

「デュダ、ロマールって知ってるかい？」

　と切り出した。

「ロマール？」

　デュダ、思わず鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやく。

　ロマールというのは、アレクラスト大陸の中原南部地方の南に栄える王国の名前である。実際に足を踏ふみ入れたことはないが、デュダもいささかの知識を持ち合わせている。わからないのは、なぜバルンが唐突にロマールなどと言い出したのか、ということだった。何しろロマールは、ピムラから遥か西──「悪意の砂さ漠ばく」として知られるカーン砂漠や、アレクラスト最大の湖みずうみ・エア湖こ、さらにはユセリアス山脈を越こえた、その向こうにある国なのだ。ピムラからロマールまで一直線に、なんの障害もなく歩けたとしても、ひと月やそこらでは辿たどり着けない。むろん実際には街道を行くことになるから、それ以上の期間を要するわけだ。ま、二か月は覚かく悟ごしておく必要があろう。

「知ってるけど、それが何か……？」

　デュダが訝いぶかしげに問い返すと、

「知っているなら、話は早い」

　バルンは嬉うれしそうな顔をした。

「実はね、兄貴たちが突とつ然ぜんロマールに行くと言い出したんだ」

　と続ける。

「兄貴たちって、ゲランとライラさんが……？」

　問うデュダに、

「そうさ」

　とバルンは答えた。

　デュダの脳のう裡りに、美しいライラの顔が浮かんだ。ついでに、ニヤニヤと脂やに下さがっているゲランの顔。またも胸中に嫉しつ妬との炎ほのおが燃え上がったが、それを必死に抑おさえて、

「でもまた、どうしてロマールなんかに？」

　と訊きく。

「うん、それなんだ」

　バルンは頷うなずいた。さらに、

「ロマールを知っているなら、闘とう技ぎ場じようのことも知ってるだろ？」

　とデュダの顔を見る。

「あ、ああ、もちろんだ」

　デュダは答え、バルンの顔を見返した。

　名高いロマールの闘技場のことを、賢者セージたる者、知らないわけがなかった。それどころか、かねがね一度でいいからナマで観戦してみたいと思っていたくらいである。

「ねえ、デュダさん。闘技場って、なんのことですか？」

　リュークが口を挟はさむが、デュダは無視して言った。

「まさか、闘技場見物に？」

　すると、

「その、まさかなのさ」

　バルンは大きく頷いた。

「結婚の記念にどこかへ行こうってことになって、ふたりで相談した結果、ロマールの闘技場に決めたんだってさ。デュダも知ってるように、うちの兄貴はなかなかの剣の使い手だしね。前から興味きようみを持っていたって言ってた。もっとも真相は……」

　ここで言葉を切ったバルン、

「義ね姉えさんが兄貴に、ぜひ闘技場が見たいって、ねだったらしいんだけどね。何しろ義ね姉えさん、強い男が大好きと来ているからね」

　と言って、舌をチロッと出す。悪戯いたずらっ子このような表情になっていた。

「そうかあ、闘技場かあ、いいなあ」

　デュダは思わず呟つぶやき、遠くを見つめるような目をした。ふだんのデュダなら、バルンの言葉に何らかの（おそらく下げ品ひんな）リアクションを見せるところだが、それどころではなかった。頭のなかは、未知なる闘技場のことでいっぱいだったのである。

　いささか拍ひよう子し抜ぬけしたバルン。しかし、予想した反応が返って来なかったからと言って、困る筋合いのものでもない。バルンは話を進めることにした。

「そうか、やっぱりいいと思うか」

　ウンウンと頷いたバルン、

「なあ、デュダ。おれもふたりについて行くんだけど、よかったら、おまえも一いつ緒しよに行かないか」

　とデュダの肩に手をかける。

「え？　おれも一緒に？」

　思いもかけない展開に、デュダはまじまじとバルンの顔を見つめた。

「そうさ。今日おれがここへ来たのは、おまえを誘さそうためなんだよ」

　とバルン。

「ほ、ほんとかよ」

　デュダは喜びの声を上げるデュダに、

「もちろんさ」

　バルン、深々と頷く。

「でも、どうしておれを？」

　デュダが訊きくと、

「そ、それはだなあ……」

　言い渋しぶったバルンだったが、

「ロマールまでの長旅を、ずーっと新しん婚こんさんと顔を突き合わせていられるか」

　ボソボソッと恥はずかしそうに答えた。思いっ切り実感がこもっている。ふだんから、新婚夫婦のノロケに辟へき易えきしているのだろう。

「なーるほど」

　バルンの言葉を聞き、デュダは納なつ得とくした。

　バルンの気持ちはよくわかる。そりゃ新婚のふたりは故こ郷きようを離はなれ、心おきなくイチャイチャできて楽しいだろうが、それを見せつけられる方はたまったものじゃないのだ。バルンもデュダと同じく、いまだ独り身なのである。

　バルンを見つめて、ヒヒヒと下げ卑びた笑みを漏もらすデュダ。照れ臭くさそうな笑みを浮かべ、デュダの視線に耐たえるバルン。

　と。それまで黙だまってふたりの遣やり取りを聞いていたリュークが口を開いた。

「ねえ、ぼくも行っていいの？」

　わけがわからないながらも、ちゃっかりと自分をアピールすることは忘れないリューク。さすがデュダを師しと仰あおぐだけあって、こういうことにかけては、なかなか抜け目ないのだった。

　リュークのひと言で、バルンはハッと呪じゆ縛ばくから解とけたように顔を上げ、

「も、もちろんさ」

　と言い、今度はリュークに向かって、力強く頷いた。

「やったあ！」

　リューク、歓声を上げる。ロマールの場所も、闘技場の何たるかも知らないが、リュークも旅は大好きなのだった。

「出発は明日だ。早朝には村を出るから、今日のうちに仕度をしておくように。おれも準備があるから、今日はこれで」

　バルンは言い残し、帰って行った。

　バルンの姿が見えなくなった途と端たん、デュダとリュークは立ち上がり、どちらからともなく歩み寄った。

「リューク」

「デュダさん」

　お互いの顔を見つめ合う。一いつ瞬しゆんのち、

「ばんざーい!!」

　破は顔がん一いつ笑しよう。ふたりは手を取り合って踊おどり上がった。

「行こう、行こう、ロマールへ」

「行こうよ、行こうよ、闘技場」

　軽くメロディをつけて口々に言いながら、部屋のなかをスキップして回るふたり。腕を組みたい心境だったが、あまりに身長の差があり過ぎるため、それは無理だった。ふたりは思い思いの場所で、タラッタラタラタと踊りまくった。

　ホント、悲しくなるほどに単純なコンビなのであった。




　その夜。

　旅の準備を終えたデュダは久しぶりに、座ざ右ゆうの書『アレクラストの博物学』を繙ひもといた。ロマールに関する記述を貪むさぼるようにして読む。

〈ロマールは、都市国家として古くからある、伝統ある王国だ。交通の要所にあり、商業が盛さかんな豊かな国ではあるが、その代わりに近きん隣りんの諸国から常に侵しん略りやくの危機にさらされていた。……〉

　本を読み耽ふけっているうちに、いつしかデュダは深い眠りに落ちていった……。





２






　翌朝早く、四人のドワーフにエルフひとりを加えた五人の一行は、ロマールへと旅立った。

　戦士フアイターのゲラン。

　盗賊シーフ、司祭プリーストのバルン。

　司祭プリーストのライラ。

　精霊使いシヤーマン、魔術師ソーサラーのリューク。

　そして、賢者セージのデュダ。

　それなりにバランスの取れたパーティではある。

　エストン山脈を下った一行はひとまず、オランとエレミアを結ぶ街道に出た。アレクラスト大陸の南部を東西に横断する、いわゆる「自由人たちの街道」である。さまざまな脅きよう威いに満ちたアレクラスト大陸ではあるが、この街道を進む限り、さほど危険な目に遭あうことはない。アレクラストの発展のためにと、この街道を建設することを発案した賢けん者じやパルマー・ローリに感謝しながら、一行は一路エレミアへと向かった。

　エレミアはアレクラスト中部に位置する大国のひとつで、「職人たちの王国」の名で知られている。

「せっかくエレミアに来たんだから、カーン砂さ漠ばくを見物して行こう」

　などと提案する愚おろか者もの（もちろんデュダだ）もいたが、皆に反対された。ま、当然だろう。エレミアの北に広がるカーン砂漠は、「悪意の砂漠」という異い名みようを持っているくらいで、決して快かい適てきな土地ではないのに加えて、〝砂漠の民〟と呼ばれる遊牧民たちは、よそ者の侵しん入にゆうを極きよく端たんに嫌きらっている。しかも彼らの暗殺技術の恐おそろしさはアレクラスト全土に鳴り響ひびいているのだから……。物もの見み遊ゆ山さんで足を踏ふみ入れようなんて、とんでもない話なのである。

　エレミアで充じゆう分ぶんな休息を取り、また、今後の旅に必要な品物を調達した一行は、今度はザインに向けて出発した。

　エレミアと並ぶもうひとつの大国ザインは、エア湖のほとりに広がる国だ。ザインまで来れば、全行程の三分の二は踏とう破はしたことになるだろう。目的のロマールまで、もう少しだ。ここでもまた、

「せっかくザインに来たんだから、エア湖で泳いで行こう」

　などと提案する愚か者（やはりデュダだ）がいたが、皆に無視された。これまた当然だろう。街のなかは安全だが、水のなかにはどんな凶きよう悪あくなモンスターが潜ひそんでいるか、知れたものではないのである。

　旅の疲つかれを癒いやした一行は、早々にザインをあとにした。さらに西へ進み、ユセリアス山脈を越えれば、ロマールは目と鼻の先である。

　ここまでの旅は順調だった。モンスターの襲しゆう撃げきに遭うこともなければ、たまに街道沿いに出しゆつ没ぼつすると言われている山さん賊ぞくに襲おそわれることもなかった。ゲラン夫婦は思う存分イチャイチャを満まん喫きつしているし、デュダやリューク、そしてバルンも、初めて目にする異国の風景や、道連れになった旅の商人たちとの会話を、充分に楽しんでいた。順調すぎるくらい順調な旅だったと言えるだろう。ところが……。




　ザインを発たって、十四日めの夜だった。明日の夕方には、待望のロマールの街まちに到とう着ちやくする。

　その日も例によって、一行は街道沿いに空き地を見つけ、キャンプをしていた。夜目の効きくドワーフ四人、そしてインフラビジョン（暗くら闇やみのなかでも、おぼろげにものが見える）の能力を持つ精霊使いシヤーマンのリュークという面々だから、夜間に旅を続けてもさほど不自由はしないが、やはり夜中に動き回るのは剣けん吞のんだということで、日が暮れると休むことにしているのだ。

　テントはふたつである。ドワーフ四人にエルフひとりくらい、ひとつのテントで余裕をもって眠れるし、安全のためにも一いつ緒しよにいた方がいいのだが、そこはそれ、新しん婚こんさんを配はい慮りよしてのことだった。

　予期せぬ事態が発生したのは、夜明けも間近いころだった。突然、

「みんな、起きてくれっ」

　大声とともに、そのとき見張りに立っていたゲランが、デュダたちの眠っているテントに飛びこんで来た。

　すわ、モンスターの襲撃か。

　慌あわてて跳とび起きるバルンとリュークに続き、寝起きの悪いデュダも、少し遅おくれて起き上がる。

「こちらへ来てくれ」

　ゲランは言った。心なしか、声が震ふるえているようだ。

「兄貴、どうしたんだ？」

　バルンが問うが、ゲランは、

「いいから、来てくれ」

　と手て招まねきするだけ。
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　どうもモンスターの襲撃ではないらしい。では、いったい何が起こったのか？

　わけがわからないながらも、ゲランに請われるまま、隣となりのテントへ向かった三人だったが、テントにはいった途と端たん、ほとんど同時に、

「ラ、ライラさん……」

　と声を上げた。

　ひと目見て、ライラの様子がおかしいとわかったのだ。額に大おお粒つぶの汗あせを浮うかべ、引っ切りなしに呻うめき声を漏もらしている。呼い吸きをするのも苦しそうだった。

　三人が呆ぼう然ぜんと突っ立っていると、

「見ての通りだ」

　ゲランが低い声で言った。

「あ、兄貴……。義ね姉えさん、どうしちゃったんだい？」

　バルンが訊きくが、

「わからんのだ」

　ゲランは悲しげに頭を振ふった。

「二時間前、見張りを交代したときは、変わりなかった。ついさっき、なんだか声がしたような気がして、テントを覗のぞいてみたら……」

　と言って、ライラの方に顎あごをしゃくる。

　それきり、皆は押おし黙だまった。まるで得体の知れない魔物に取り憑つかれたように苦しみ悶もだえているライラの方を、沈ちん痛つうな面おも持もちで見やっている。

　こういうとき、立ち直りの早いのは、何と言ってもデュダである。

「なるほど、おれの出番だな」

　デュダは頷うなずき、ライラのもとへ歩み寄った。

「ふむ、どれどれ」

　医師ヒーラーを気取り、おもむろにライラの額に右手を伸のばすが、額に触ふれるや否いなや、

「こ、こんなにひどい熱が……」

　驚おどろきの声を発し、ビクッと手を引っ込めた。自分の手とライラの顔を交こう互ごに見つめている。そんなデュダに、

「そうなんだ。デュダ、病名がわかるか？」

　ゲランは心の底から心配そうに訊きいた。藁わらにも縋すがりたい心境とは、まさに今のゲランのためにある言葉であろう。

「うーむ……」

　デュダは腕を組んで考え込んだ。左腕に残された傷きず（つい最近のものと思われる）を、じっと観察している。ほとんど気にならないくらいの小さな傷だが、それでも充分に病気の原因になり得るのである。

　デュダは頭のなかで、傷によって生じる病気のうち発熱を伴ともなうものをリスト・アップし、そのそれぞれについて検けん討とうしていった。

　バット・フィーバーか？　コウモリに嚙かまれたことが原因で起こる病気だが、これは違う。ピムラを出てから今まで、一度もコウモリなんてお目にかかってないからだ。

　では、ラット・ディジーズか？　ネズミに嚙まれたことが原因で起こる病気だが、これも違う。ラット・ディジーズ特有の症状──関節の異様な腫はれが見受けられないからだ。

　だいたいライラの傷は、何者かに嚙まれたものには見えなかった。おそらく、木の枝か何かで傷つけられたもの。となると……？

「破は傷しよう風ふうだな……」

　デュダはボソリと呟つぶやいた。その途端、

「は、破傷風だって!?」

　ゲランは大声で叫び、それきり絶句した。全身がわなわなと痙けい攣れんしている。戦士フアイターとはいえ、ゲランも破傷風という病気の名前くらいは聞いたことがあり、その恐おそろしさも承知していたのだった。




　破傷風。

　傷を受けたことによって体内の精せい霊れい力りよくバランスが大きく乱れ、特にサラマンダーの力が強くなって起こる病気である（アレクラストでは、病気とは体内の精霊力のバランスが崩くずれている状態と考えられている）。破傷風に罹かかった患かん者じやは、激はげしい発熱が生じ、ほとんど行動不能になってしまう。幸いにして伝でん染せん力は非常に弱いが、治ち癒ゆするのは極めて困こん難なんだし、もちろん放っておくと死に至ることもある。

（しかし……）

　デュダは疑問に思った。

　どう見てもこの症しよう状じようは、発病して何日かは経たっている。いきなりこんなひどい状態になるなんて、考えられないのだ。

　デュダが疑問を口にすると、

「みんなに心配をかけたくなくて、黙だまっていたのだが……」

　と前置きをし、ゲランは話し始めた。

　実は──

　ライラの体調不良は、今にして始まったものではなかった。数日前から、

「からだがだるい」

　と訴うつたえていたのだ。新にい妻づまの身を案じたゲランが、

「二、三日、このあたりで休んでいこうか」

　と言ったが、

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと疲つかれただけよ。もう少しで目的地のロマールなんだから、あちらに着いてから、ゆっくり休むわ」

　健けな気げにも笑みを浮かべて、ライラは言った。さらに、

「それに、いざとなったら、あたし、自分で治なおしちゃうわ」

　と自信たっぷりに言う。ライラは司祭プリースト──治癒魔法の専門家なのである。

「本当に大丈夫なのかい」

　何度も念を押したが、

「大丈夫よ」

　とライラは言い張る。──結局ゲランは、とりあえず妻の言葉に従うことにしたのだった。

「……というわけなんだよ。隠かくしていて、申しわけない」

　話し終えたゲランは、深々と頭を下げた。

「なるほど、そうだったのか……」

　と頷うなずくデュダ。

「そう言えばライラさん、疲れたような顔してたね」

　リュークが言う。

「兄貴、水みず臭くさいぜ。ひと言相談してくれたら……」

　バルンは怒おこったような声を上げた。

「済すまん」

　今一度、弟に向かって頭を下げたゲランだが、

「ゲランさん、謝あやまっている場合じゃないよ。ライラさんを助けなくっちゃ」

　というリュークの声で、ハッとしたように顔を上げた。デュダに視線を移し、悲痛な声を出す。

「デュダ、どうすればいい？」

　ふだんの冷静沈ちん着ちやくなゲランからは想像できないほどオロオロしていた。モンスターが相手ならば、いくらでも豪ごう胆たんになれるゲランだが、こと病気に対しては、からきし臆おく病びようなのだ。しかも病気に罹かかっているのが、最愛の新妻となれば、なおさらだった。

「そうだな……」

　しばらく考えたのち、

「熟じゆく達たつした司祭プリーストがいれば、施療キユアー・デイジースの魔法が使えるのだが」

　デュダは言い、バルンに目をやった。

　バルン、悲しげに首を横に振る。バルンも司祭プリーストだが、施療キユアー・デイジースの魔法が使えるまでには修しゆ業ぎようを積んでいないのだ。だいたい、もし施療キユアー・デイジースの魔法を修しゆう得とくしているのであれば、デュダに言われるまでもなく、とっくに呪じゆ文もんを唱となえていたことだろう。

　デュダは続いて、苦しげに呻うめいているライラの方に視線を向けた。バルンより高位の司祭プリーストであるライラならば、施療キユアー・デイジースの魔法が使えるはずだ。しかし、当の本人がこの有り様では、どうしようもなかった。

「それに、医師ヒーラーもいないし……。ふう……」

　と溜ため息をつく。と、そのとき、

「デュダさん、ぼくがやってみます」

　リュークが口を開いた。例によって早合点したデュダ、

「お、そうだ。全快レストア・ヘルスの魔法があったな。いやあ、すっかり忘れてたよ」

　と嬉うれしそうに言う。だが、

「違いますよ、デュダさん」

　リュークは首を横に振ふった。

「全快レストア・ヘルスは、女性専用の魔法です。いくら修業を積んでも、男のぼくには使えません」

「そうだっけ。じゃあ、どうするつもりだ？」

　首を傾かしげるデュダに、

「直接、破傷風の原因であるサラマンダーに話しかけるのです」

　とリュークは答えた。

「あ、なるほど。〝定まらないサラマンダー〟を定まらせるわけだな。サダマルンダーなんちゃって」

　デュダが下らない冗じよう談だんを飛ばすが、誰も反はん応のうを見せなかった。当然である。

　なんか言ってくれよ、とばかりにリュークを見つめるデュダ。しかしリュークはデュダを無視し、ライラの枕まくらもとにかしずいた。両手をライラの胸の上にかざし、

「炎ほのおの精せい霊れいサラマンダーよ、その怒いかりを鎮しずめたまえ」

　低いが、はっきりした声で言う。精霊使いシヤーマンであるリュークは、病気の根こん源げんであるサラマンダーに直接話しかけることができる。うまくいけば、その症状（発熱）を緩かん和わすることができるのだ。

「サラマンダーよ、心を落ち着けて、わが言葉に耳を傾かたむけるのだ」

　なおも頑がん張ばってサラマンダーへの説得を続けるリューク。しかしサラマンダーは憂ゆう鬱うつそうに、ジロッと物もの憂うげな視線をリュークに向けただけで、耳を貸そうともしない。まだまだ未熟な精霊使いシヤーマンであるリュークを、ほとんど無視しているのだ。当然、いつまで経たっても、ライラの様子に変化はない。やがて、

「駄だ目めでした。サラマンダーは、ぼくの手には負えません。全く相手にしてくれないのです」

　リュークはがっくりと肩を落とした。

　それまで黙だまってデュダとリュークの遣やり取りを見ていたゲランだったが、なんの進展も見られないと知り、

「ほかに手段はないのか。薬を使うとか!?」

　苛いら立だたしげな声を上げた。別に、デュダとリュークを責めているわけではない。強しいて言うならば、無力な自分に対する怒り。最愛の妻が苦しんでいるのに何もできない自分が、無む性しように情けなかったのである。

「ン？　薬……？」

　デュダは首を傾かしげた。ゲランに言われて、初めて薬という存在を思い出したのだ。

「発熱に効きくのは……アルニカの花……」

　ボソリと呟つぶやく。デュダの言葉に、ゲランは素早く反応した。

「アルニカだって？　それは何だ？」

　ゲラン、問いつめるような口く調ちようで言う。アルニカなんて名前は、聞いたこともないのだった。

「高山に生えている多年草だよ。その花には解熱作用があるんだ」

　答えるデュダに、ゲランは訊きいた。

「デュダ。おまえ、持っているのか？」

「いや、アルニカを持ち歩くなんてできない。とても弱い植物で、摘つんじゃうと二、三日しか保もたないんだ。だから、薬屋にも置いてないと思うよ」

　デュダの説明を聞いても、ゲランは諦あきらめなかった。

「高山に生はえていると言ったな？　じゃあ、ユセリアス山脈にも生えているのか？」

「ああ。そんなに珍めずらしい植物ではないから、捜さがせば、たぶん見つかるだろう」

　デュダの言葉を聞き、最初に行動を起こしたのは、バルンだった。

「よーし、わかった。兄貴、おれが採とって来てやるよ」

　と言うや否いなや、早くもテントから飛び出しかかっている。しかし、

「待てよ、バルン」

　とデュダが制した。

「な、なんだよ」

　不満そうに口を尖とがらせるバルンだったが、

「おまえ、アルニカがどんな花なのか知っているのか？」

　とデュダに言われ、言葉に詰つまった。

「どんな花なんだ？　教えてくれ」

　と訊きく。だがデュダはバルンの質問に答えず、代わりに、

「高山に生えているといっても、必ず見つかるという保証はない。それに、もし見つけたとしても、戻もどって来るまでに枯からしてしまったら、元も子もないんだ。それより、もっと確実な方法がある」

　と言った。

「もっと確実な方法？」

　訝いぶかるバルンに、デュダが、

「そう。ユニコーンの角つのを使うんだ」

　きっぱりと答えた途と端たん、

「ユ、ユニコーンの角だって!?」

　ゲランとバルンは、同時に驚きの声を発した。

　ユニコーンの角に高い治ち癒ゆ能力が秘ひめられていることは、ふたりともよく知っていた。確かにユニコーンの角ならば、破傷風を治なおすことも可能だろう。

「そりゃユニコーンの角なら……。でも、そんなものが、いったいどこで手にはいるって言うんだ？」ゲランが言う。もっともな疑問だったが、デュダは平然と言った。

「決まってるじゃないか。買うのさ」

「か、買うう!?」

　ゲランは、またも驚きの声を上げた。

「デュダ。おまえ、気が変になったんじゃないか？　ユニコーンの角が売られているなんて、本気で思っているのか？」

　まじまじとデュダの顔を見つめる。そんなゲランの視線にも全く動じることなく、

「本気さ」

　デュダは答えた。さらに、

「ロマールだよ。ロマールに売っているんだよ」

　と続ける。

「ロマールに……？」

　ゲランは驚きよう愕がくの表情も露あらわに反復した。こともあろうに、自分たちが今向かっているロマールとは……あまりにもできすぎた話だからだ。半信半疑で、

「間ま違ちがいないのか？」

　と訊くゲランに、

「もちろんだ」

　デュダは力強く頷うなずいた。

「ロマールには闇やみ市いちがあって、何でも売っているんだ。確かユニコーンの角も売られているはずだ」

　むろんデュダもロマールへ行くのは初めてで、ユニコーンの角が店先に並べられているのを、実際に自分の目で確かめたわけではない。例によって、今回の旅に出る前にザッと目を通した『アレクラストの博物学』からの受け売りに過ぎないが、まるでその現場を見てきたように、自信たっぷりに言う。──知ったかぶりは、デュダが最も得意とするところなのだった。

　そのとき、まさに抜ばつ群ぐんのタイミングで、

「へええ。デュダさん、凄すごい。何でも知っているんだね」

　リュークが感かん嘆たんの声を上げた。

「それくらい当然さ。おれは賢者セージだからな。えっへん」

　威い張ばって、ふんぞり返るデュダ。

「凄すごい凄い」

　とリューク。

「えっへん」

　とデュダ。

　放っておいたら、いつまででも「えっへん」「凄い凄い」を続けていたことだろう。──毎度のことながら、本当に仕方のないふたりなのだった。

「よーし、わかった」

　こんなコンビに構っちゃいられない、とばかりに、バルンが言った。

「ロマールにユニコーンの角が売ってるんだな。おれが行って、買ってくる」

　と兄のゲランを見やる。

「行ってくれるか？」

　熱い眼まな差ざしで弟を見つめるゲランに、

「ああ。兄貴は、義ね姉えさんを看みててくれ」

　バルンもまた、情愛のこもった眼差しで応こたえた。

「頼たのむぞ、バルン」

「おお、任せておけ」

　固く手を握にぎり合う双ふた子ごのドワーフ。その傍かたわらではデュダとリュークが、

「バルン、ひとりで大だい丈じよう夫ぶかなあ？」

「そうですよねえ。闇市って、何だか恐こわい雰ふん囲い気きがありますよねえ。あんまり健全な場所ではないんでしょう？」

「そうそう。それに、ロマールまでの道中も決して安全とは限らない」

「心配ですよねえ」

「心配だよなあ」

　などと、間ま延のびした声で話している。自分たちの立場を、全く理解していないようだった。

（こいつら、なに考えてるんだ？）

　バルンはキッと視線をデュダとリュークに向け、ピシャリと言った。

「おまえらも一いつ緒しよに行くんだよっ」

「え？　おれたちも行くの？」

　デュダ、さも意外そうな声を出す。

「当たり前だろう。おまえらがここに残っていたって、どうせ何の役にも立たないんだからな」

　バルンに厳きびしい口調で決めつけられ、

「ひどいなあ。何もそこまで言わなくても……」

　デュダはエヘラエヘラと頭を搔かいた。──煮にても焼いても食えない、心の底から能のう天気なドワーフなのであった……。




　数分後──

　まだ陽ひも昇らない暗い街道を、一路ロマールへと向かう三人の旅人の姿があった。

　西へ、西へ。ユニコーンの角を求めて、ひたすら西へ急ぐ。しかし彼らは、重大な事実を忘れていた。

　確かに、ユニコーンの角がロマールの闇市の店先に並ぶことはある。だが、世にも貴き重ちようなユニコーンの角を手に入れるためには、貧乏村のドワーフには一生縁えんがないほどの大金が必要という事実を……。





３






　三人がロマールに着いたのは、ゲランと別れた日の午後だった。

　ロマールの街まちは、「自由人たちの街道」を境にして、北と南では性格が大きく異なっている。簡単に言えば、街の北側には貴族の館やかたや商しよう館かんが建ち並ぶ山の手、南側は市民たちの住む下町になっているのである。

　デュダたちが足を踏ふみ入れたのは、むろん街の南側だった。闇市のある場所は捜さがすまでもなかった。ゴチャゴチャと入り組んだ路ろ地じを歩いていくうちに、いつの間にか辿たどり着いていたのだ。

「ここが名高い闇市か……」

　感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやくデュダ。しかし、じっくりと感動を味わう余裕はなかった。闇市見物に来たわけではないのである。

　三人は、目についた店の主人に片かたっ端ぱしから声をかけて歩いた。

「ユニコーンの角は置いているか？」

　だが、どの店に尋たずねても、

「悪いな。今は品切れだ。またあとで来るがよい」
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　という返事が返って来るだけ。

「いつ入荷するのか？」

　と訊きいても、

「はいってみないことには、わからん」

　と素そっ気けない。

　闇市をほぼ一周し終わったところで、

「こんなに捜し回っても見つからないなんて、ちょっと変じゃないか？　本当に売っているのかよ？」

　バルンがイラついたように言った。デュダに対する不信感が表情に表われている。

「おかしいなあ。確かに売ってるはずなんだけどなあ」

　首を傾かしげたデュダ、

「ひょっとすると……」

　と呟く。低い声だが、バルンは聞き逃のがさなかった。すかさず訊く。

「ひょっとすると、なんだ？」

「うん。ひょっとすると、本当は売っているのかも知れないと思ってさ」

「本当は売っている？　どういうことだ？」

「ああ」

　デュダは頷き、答えた。

「どうやらおれたちの考えは甘あまかったようだ。ユニコーンの角は、言わばご禁制の品みたいなものだから、堂々と店先に並べられているわけがない。それに、そんな貴重なものを、おれたちみたいなよそ者に、簡単に譲ゆずってくれるわけがないと思うんだ」

　わけ知り顔に言う。

「なるほど、それも一理あるな」

　とバルン。

「そうだよ。きっとそうに違いないよ」

　リュークも言った。

　一見、的まとを射ているようだが、実はデュダの意見は、全くの見当外れだった。もし本当にデュダの言うことが正しいのなら、店の主人は「品切れだ」などという言いわけをする必要はない。「そんなものは売っていない」とでも答えれば済むのだ。

　しかし単純な三人は、そこまで考えが及およばなかった。「よそ者だから、売ってもらえないのだ」と思いこんでしまったのである。

「さあ、困ったぞ」

　デュダは腕を組んだ。「困ったぞ」と言いつつも、顔は笑っている。自分の意見が皆に認められたので、嬉うれしくて仕方がないのだった。

「このままでは、いつまで待ったってユニコーンの角は手にはいらない」

　とバルンの顔を覗のぞきこむデュダ。

「そうだなあ。早く手に入れないと、義ね姉えさんの生命が……」

　下した唇くちびるを嚙かんだバルンだったが、突然、

「あ、そうだ」

　ポンと手を打った。

「おれにいい考えがある」

　それまでとは一転、明るい表情で言う。

「いい考え？」

　尋ねるデュダに、

「ロマールの盗とう賊ぞくギルドは有名だ。せっかくロマールに来たんだから、ちょっと挨あい拶さつしてくるよ。うまくいけば、ユニコーンの角に関する情報を得られるかも知れない」

　バルンは得とく意い満まん面めんに答えた。

「それはいい考えだ」

　デュダも同意を示すと、

「じゃ、おれはちょっくら行ってくらあ。おまえらは闇やみ市いちの見物でもしてな。用が済んだら、すぐ戻る」

　バルンは身を翻ひるがえしながら言い、脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。

「あ、バルン。ギルドの場所はわかってるのか？」

　デュダ、慌あわてて言う。だが、バルンの姿は既すでに雑ざつ踏とうのなかに消えていた。さすがは盗賊シーフ、素早い身のこなしだった。

　残されたデュダとリュークは、バルンに言われるまでもなく、闇市の見物を始めた。

　先ほどまではユニコーンの角のことで頭がいっぱいで気づかなかったが、初めて訪おとずれた闇市は、まさに驚異の世界だった。──アレクラストじゅうの品物を一堂に集めたような巨大な市。各地の特産品が小さな路地の脇わきにズラリと並べられ、驚くほど安い値段で取り引きされている。なかには毒性を秘ひめた薬草や暗殺用の武器もある。さらには人間の奴ど隷れいすら売り買いされているのだった。

「ホント、なんでも揃そろっているんですねえ」

　リュークが感心したように言う。

「でも、〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉は売ってないだろう」

　デュダは言って、ニヤリと笑った。

〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉というのは、覗きこむ者すべてをドワーフ並みの身長に縮めてしまうという、恐るべき魔力が封ふうじ込こめられた鏡である。八年前、ほとんど偶ぐう然ぜんによるものだが、ともかくデュダは、この鏡の謎なぞを解とき明かしたのだった。

　初めての大だい殊しゆ勲くんに有う頂ちよう天てんになったデュダは、この鏡を常に背負い袋に忍しのばせておき、目にするモンスターを片っ端から縮めて歩いた。ムチャは止めるよう忠告する者もいた（ゲランも、そのひとりだ）が、そんな言葉に耳を貸すデュダではない。──結果、魔力を使い果たした〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉は、ただの鏡と化してしまったのである。（なんともったいないことよ……）

　とまれ、〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉の謎の解明は、今までのところ、デュダが賢者セージとして上げた唯ゆい一いつの功績と言える。あのときの感激が忘れられないデュダは、八年も経った現在も、ことあるごとに〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉の話を引っ張り出すのだった。

「ひゃっひゃっひゃ」

　奇き怪かいな笑い声を発するデュダ。

（デュダさん、〈小人の鏡ミゼツト・ミラー〉の話をすると、いつも変になってしまう……）

　呆あつ気けに取られて、デュダの狂きよう態たいを眺ながめているリューク。──あの快挙（怪挙？）によって、リュークのデュダに対する尊敬は決定的なものとなったわけだが、いまだにそれだけが心の支えというデュダには、さしものリュークも閉口してしまうのだった。

　と──

「お、リューク、見ろよ」

　いきなりデュダが嬉うれしそうな声を出し、道みち端ばたを指差した。

「え？」

　と、そちらの方に顔を向けたリュークの目に、一枚の立て看かん板ばんが飛びこんできた。

〈闘たたかいは男の美学だ!!　来たれ、闘とう技ぎ場じようへ！〉

　と大きく銘めい打うたれ、その下に小さな文字で、

〈近いうちに、冒険者登場か!?〉

　と書かれている。

「闘技場って、ぼくたちが行くところですか？」

　目を輝かせて訊きくリュークに、

「そうだよ。おれたちは、これを観みるためにロマールまで来たんだ」

　デュダは大きく頷うなずいた。さらに、

「どうせなら、捕ほ虜りよや剣けん闘とう士し奴隷より、冒険者の闘たたかいぶりが観たいよな」

　と同意を求めるようにリュークの方を見る。

「そうですねえ」

　リュークは期待を込めて答えた。捕虜や剣闘士奴隷と冒険者の闘い方の違いなんて、さっぱりわからないが、デュダがそう言うのなら、そうなのだろう。リュークはデュダを信じこんでいるのだ。

「そうだろ、そうだろ」

　満足げに言ったデュダ、もう一度看板に目をやり、

「近いうちか……。いつかわからないけど、なんとしてもそれまでにユニコーンの角を見つけて、絶対に観に行こうな」

　とドワーフには全く似合わないウィンクをする。

「は、はい」

　と答えたリュークだったが、その細長く尖とがった耳は、ヒクヒクと痙けい攣れんしていた。〝耳は口ほどに、ものを言い〟──困ったときに、ときおりリュークが見せる癖くせだが、幸いなことに上じよう機き嫌げんのデュダは気づかなかった。

「ううっ、ワクワクするなあ」

　まだ見ぬ闘技場に想いを馳はせ、まるで子どものように、両の拳こぶしを胸の前で打ち震ふるわせていたのだった。

　そうこうしているうちに、盗とう賊ぞくギルドへ行ったバルンが戻って来た。

「あ、バルン。ギルドは見つかったか？」

　早速尋たずねるデュダに、

「ああ。意外に近かったよ。すぐそこの長弓通りと短剣小路の間だ。ギルドに関する情報を得ようと、なんだか怪あやしいやつらがウロウロしている酒場にはいったら、ちょうどそこがギルドの直営店だったんだ。ラッキーだったぜ」

　と答えるバルン。少しの間に、通りの名前まで調べて来たらしい。盗賊シーフというだけのことはある。

「で、首しゆ尾びは？」

　デュダが訊きくと、

「バッチリさ」

　ニヤッと笑ったバルンだったが、突然ガラッと表情を変え、

「それにしてもデュダ、おまえは本当に困ったやつだな。おれ、恥はじかいちまったぜ」

　と、なじるような口調で言った。

「な、なんでだよお」

　いきなり責められ、不満げに口を尖とがらせるデュダ。そんなデュダに、バルンが言う。

「おまえ、ユニコーンの角はよそ者には売らないと言っただろ」

「あ、ああ。言ったさ。それがどうした？」

「違うんだよなあ」

　バルンはチチチと舌を鳴らした。

「違う？」

　首を傾かしげたデュダに、

「そうさ」

　バルンは頷うなずき、盗賊ギルドでの出来事を説明し始めた。

　盗賊ギルドに出向いたバルンの相談に乗ってくれたのは、〝灰はい色いろの目の〟ベントリーと呼ばれる男だった。ロマールの盗賊ギルドの「鑑かん定ていの長おさ」である。「鑑定の長」とは、盗品の売買を扱あつかうほか、魔法の品物の鑑定にも携たずさわる役職だ。ユニコーンの角を求めるバルンにとって、まさに絶好の相談相手と言えるだろう。バルンが事情を話したところ、ベントリーは即そく座ざに否定した。

「よそ者にはユニコーンの角は売らない？　そんなことはない。金さえ払えば、売ってくれるはずだよ。きっと、本当に品切れだったんだろう」

　さらに、

「うちのギルド直営の道具屋にもたまに入荷するが、ここのところ、ずっと品切れ状態が続いている。今度入荷するのは、いつになることか……」

　とも言った。その道の専門家が言うのだから、疑う余地はないのだった。

「ショックだったぜ。ふう……」

　バルンは言い、深々と呼い吸きを吐はいた。

「そうか……」

　頷いたデュダ、口を噤つぐむ。もともと根こん拠きよがあっての意見ではないから、反論のしようもなかった。

「それだけじゃない」

　バルンは言い、

「念のために、ユニコーンの角の値段を訊いてみたんだ。そしたら、何と言ったと思う？」

　とデュダの顔を覗のぞきこんだ。

「さあ」

　デュダ、首を傾かしげる。ユニコーンの角の取り引き価格は、デュダの知識にはなかったのだ。知ったかぶりは得意なくせに、肝かん心じんな知識は欠落している。──いかにもデュダらしいところだった。

「何と驚くなかれ、二十万ガメルだって言うんだ」

　バルンが金額を口にした途と端たん、

「げえっ、二十万!?」

　デュダは大声を上げ、のけぞった。隣となりで話を聞いていたリュークも、

「に、二十万……」

　と絶句する。

　ユニコーンの角の取り引き価格は、一いつ般ぱん的てきには二十三万ガメルと言われている。それと比べれば格安と言えるのだが、いずれにせよ貧乏村のドワーフに手が出せる金額ではなかった。

「そ、そんな金、ど、どこにあるんだ」

　口ごもりつつデュダが言う。

「あるわきゃないよ。二万がいいとこだ」

　怒おこったように吐はき棄すてるバルン。

「だったら、たとえユニコーンの角が店に入荷しても、買えないじゃないか」

　デュダが言うと、

「ああ」

　バルンは頷き、ボソリと言った。

「こうなったら、ラダという男に相談するしかない」

「ラダ？　そりゃ誰だれだ？」

　とデュダ、聞き咎とがめる。ラダなんて、聞いたことのない名前だった。

「ベントリーさんに紹しよう介かいしてもらったんだ。ロマールでは有名な賢者セージなんだってさ。賢者セージでありながら、盗賊シーフとしての腕も確からしい。ラダに頼たのみこめば、ひょっとすると……という話だった」

　バルンは説明した。

　賢者セージという言葉を聞いた途端、デュダはあからさまに不快な表情をした。

（賢者セージだって？　おれという立派な賢者セージ様がいるのに、どうしてわざわざ別の男に頼まなきゃならないんだよお）

　という思いが胸中にムクムクと沸わいてくる。しかし、自分に何もできないことは明らかなので、はっきりとは口にしなかった。

「その男、信用できるのかい？」

　デュダが精せい一いつ杯ぱいの嫌いや味みを込こめて訊くと、

「わからない」

　バルンは首を横に振ふったが、続けて言う。

「でも、行ってみるしかないんじゃないか。こうして待っていても、ユニコーンの角が歩いてくるわけじゃないし……」なるほど、正論である。デュダも認めるしかなかった。

「で、そのラダとやらはどこに住んでいるんだ？」

「この近くだ。ベントリーさんに教えてもらった」

　答えたバルン、

「さ、ラダに会いに行くぞ」

　と、さっさと歩き始めている。

　どうやらここは、バルンの意見に従うしかなさそうだと判断したデュダは、

「行くぞ」

　とリュークに声を掛け、バルンのあとに続いたのだった。





４






　ロマールの賢者セージ・ラダ。

　賢者セージとしても盗賊シーフとしても一流の腕を持つラダのことを、人々は尊敬を込めて〝蘊うん蓄ちく盗とう賊ぞく〟と呼ぶ。哲学者、そして発明家と自じ称しようしているだけあって、ラダの博識ぶりは有名で、また、さまざまな小道具の持ち主としても知られているのだ。現在は、発明のためと称しようして現役を退しりぞいているが、人々のよき相談相手なのだった。ベントリーが、

「ラダに頼たのみこめば、ひょっとすると……」

　と言ったのも、ベントリーもラダの存在を高く評価しているからなのであった。




　ラダの家は山の手にある。とは言っても、「自由人たちの街道」のちょっと北といったあたりで、さほど闇やみ市いちから遠くはない。

　闇市を出て三十分も歩かないうちに、一行はラダの家に着いた。閑かん静せいな住宅街の外れ、マーファ寺院の庭園の奥だ。さほど大きくはないが、素焼きレンガでできた、なかなか立派な造りの家だった。

　扉とびらをノックしてしばらく待っていると、

「どなたかな？」

　という声とともに、ひとりの人間の男が顔を出した。──小太りの中年男。一見、人の好いオジサンに見えるが、その眼光は鋭するどい。

「バルンと言います。ベントリーさんに紹介されて来ました。ラダさんに、ご相談がありまして……。あなたがラダさんですか？」

　バルンが言うと、

「いかにも。おれがラダだ」

　その男は答え、まるで品定めでもするように、ジロジロと三人の姿を眺ながめた。

（無ぶ遠えん慮りよなやつだな）

　内心ムカッとしつつも、必死に心を抑おさえ、

「賢者セージのデュダです。ピムラから来ました」

　と軽くデュダが頭を下げると、

「ほほお、ピムラから……。それはまた遠いところから、わざわざ……」

　ラダは感心したような声を漏もらしたが、ふとリュークに目を止め、

「はて？」

　と首を傾げた。

「確かピムラは、ドワーフの集落と聞いているが」

　不思議そうに言うラダに、

「はい。おっしゃる通り、ドワーフの集落です」

　とバルンが答えた。

「では、このエルフは……？　旅の途と中ちゆうで知り合ったのか？」

　バルンに視線を移したラダ、さらに重ねて訊く。

「違います」

　バルンは首を横に振った。

「リュークはエルフですけど、誰もリュークをよそ者扱あつかいしません。リュークはわれわれの仲間なんです」

　バルンの答えを聞き、

「そうかそうか。ほかの種族と交流するのは素す晴ばらしいことだ。新しい知識が吸収できるからな」

　満足げに頷くラダ。そんなラダを見て、頃ころよしとばかりに、

「ラダさん。そんなことより、大事なお話が」

　バルンが深しん刻こくな顔をして言うと、

「ああ、そうだったな」

　ラダは手を打った。

「いったいおれに、何の用だったのかな？」

　頭を搔かきつつ言う。

「ええ。先ほども言いましたが、ラダさんに、折りいってご相談したいことがありまして……」

　バルンが答えると、

「ふむ、相談？」

　ラダは眉まゆを曇くもらせた。

「今日は来客の予定があるのだが……」

　困ったような顔で呟つぶやく。しばらく逡しゆん巡じゆんしたのち、

「ま、少しくらいなら、構わんだろう。まだ少し時間があるからな」

　ひとりで結論したラダは、

「立ち話をするわけにもいかんから、とりあえず、なかにはいってくれ」

　と言い、くるりと踵きびすを返した。スタスタと家のなかにはいっていく。

　誰からともなく目め配くばせし合った三人は、そのあとに続いたのだった。




　薄うす暗ぐらい玄げん関かん口ぐちは、まさにガラクタ置き場といった様相を呈ていしていた。とにかく、足の踏ふみ場もないほどに、種々雑多な品物がゴチャゴチャと置かれ、また積み上げられているのだ。

　興きよう味みを惹ひかれたデュダだったが、それらをじっくり観察する暇ひまはなかった。品物を壊こわさないようにしてラダのあとを尾ついていくだけで精せい一いつ杯ぱい。

　三人が招まねき入れられたのは、廊ろう下かを少し歩いて右手にある部へ屋やだった。

「ま、どうぞこちらへ」

　ラダの勧すすめに従い、部屋にはいる。

　部屋には、素晴らしい調度品に加え、滅めつ多たにお目にかかれないような珍めずらしい品物がところ狭せましと並べられていた。さまざまな武器、防具類はもとより、色とりどりの薬ビン、水すい晶しよう玉だま、壺つぼ、鏡、彫像、そして、何に使うものやら見当もつかない奇き妙みような形をした道具類……。デュダには区別はつかないが、そのなかのいくつかは、おそらく魔法の品だろう。

　暖だん炉ろの前にテーブル代わりの大きな宝箱があり、その周囲には不ふ揃ぞろいの椅い子すが並べられていた。

　三人の訪ほう問もん者しやに椅子を勧すすめたラダは、

「さて。相談とは、何なのかな？」

　と、にこやかな笑みを浮かべて言った。ところが、

「はい、ズバリ申し上げます。ユニコーンの角を譲ゆずっていただきたいのです」

　バルンが言った途と端たん、さすがに驚きの声を上げた。

「な、なんだって？　ユニコーンの角!?」

　まじまじとバルンの顔を見つめる。当然の反応と言えよう。いきなり訪たずねてきた旅の者に、「ユニコーンの角を譲ってくれ」と言われて、驚かない方がおかしいのである。

「そうです。ユニコーンの角です」

　力強く頷うなずいたバルンに、ラダは言った。

「なぜユニコーンの角などを欲しがるんだ？」

　これまた、当然の質問だろう。もっともだと思ったバルンは、素直に、

「どうも済みません。少しばかり焦あせっていたようです」

　と謝あやまった上で、事情を説明した。

「なるほど。兄あに嫁よめの破は傷しよう風ふうを治なおすために……」

　深く頷いたラダ、それきり黙だまりこむ。

「で、持っているんですか？　譲っていただけるんですか？」

　バルンに促うながされても、ラダは答えようとしない。

　煮にえ切らない態度に業ごうを煮やし、バルンはつい声を荒あらげた。

「ど、どっちなんですかっ!?　はっきりしてくださいっ!!」

　よほどのことがない限り、そんな口の利きき方はしないバルンだが、兄嫁を救うため、必死なのだった。

　すると、ようやくバルンの思いが伝わったのか、ラダは口を開いた。

「ふむ。……持っているよ」

　低いが、よく通る声で言う。

「ホ、ホントですか。いったいどこに？」

　バルンが狂きよう喜きして叫ぶと、

「あそこだよ」

　とラダは壁かべ際ぎわの天てん井じようの方に顎あごをしゃくった。

「え？」

　一いつ斉さいに視線を上方に向けた三人、

「あ、あれが……」

　と同時に声を上げる。

　彼らの目に飛びこんで来たのは、天井から細い紐ひもで吊つり下げられている一本の立派な角だった。黄金色をした長い螺ら旋せん状じようの角。──三人とも実物を見たことはないが、間違いなく、捜さがし求めているユニコーンの角だった。

　これだけ堂々と吊り下げられていれば、部屋にはいった途と端たんに気がついてもよさそうなものだが、それに気づかなかったのは、ひとえにドワーフの身長の低さと、ただひとり人並の身長を持つリュークが、ずっと視線をデュダに向けていたせいだった。

「こんなところにあったのか……」

　惚ほれぼれとユニコーンの角を見つめ続けているデュダとリューク。見事なまでに美しい角で、バルンもそうしていたい気持ちは山々だったが、今はそんなことをしている場合ではない。バルンは無理やり角から視線を引き剝はがし、ラダに向き直った。

「お願いします。あの角を譲ってください」

　と床に頭を擦こすりつけんばかりにする。そんなバルンを見て、ラダは弱った表情を浮かべた。ラダにとっても、ユニコーンの角は貴き重ちよう品ひんなのだ。

「そりゃあ、絶対に譲らんとは言わんが……」

　とラダ、言葉を濁にごす。

「おいくらなら、譲っていただけるのです？」

　バルンに問われ、

「そうさなあ」
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　天井のユニコーンの角を眺ながめつつ腕を組んだラダが、

「十八万ガメル……といったところかな」

　ボソリと言った途端、

「十八万ガメル!?」

　バルンは絶句した。デュダとリュークも、ユニコーンの角から視線をラダに移し、

「十八万！」

　と言ったきり、口をポカンと開けている。

　そんな三人を見て、ラダは呆あきれたように言った。

「お、おいおい。そんなに驚くことはないだろう。ユニコーンの角なんてものは滅めつ多たに手にはいらない貴重品で、だいたい相場は二十三万ガメルとされている。格安の値段で知られる闇市でだって、二十万は下らない。それくらいのことは知っているだろう。それを十八万でいいと言ってるんだから……」

　後半は、とりなすような口調だった。

「うむむむむ……」

　唸うなり声を発するだけで、何も言い返せないバルン。そんなバルンを見て、

（おれの出番だな）

　デュダは思った。早速口を挟はさむ。

「そんなこと、わかってるよ。その金がないから、あんたのところに頼たのみに来たんじゃないか」

　紳しん士し的てきなバルンとは打って変わっての、ぶっきらぼうな交こう渉しよう。デュダに視線を移したラダに、

「はて？　先ほどは、闇市で売ってなかったから、とか言ってなかったか……？」

　と指し摘てきされても、デュダは気にもしなかった。

「確かに、そう言ったよ。でも、それだけじゃない。金もないんだ」

　ぬけぬけと言い放つデュダ。

「そうだそうだ」

　とリュークも追つい従じゆうする。

「やれやれ」

　ラダは肩をすくめて、訊きいた。

「では、いったいいくらなら出せると言うんだ？」

　半ば諦あきらめ気味。どんなに低い金額を口にされても驚かない心の準備をしたつもりだったが、

「二万だ」

　と言うデュダの言葉には、のけぞるしかなかった。

「駄だ目めだ駄目だ。話にならん」

　大きく首を左右に振ふる。

「話にならんと言われても、ないものは仕方がないだろう」

　とデュダ。本当のことだった。全員の持ち金を全部集めても、二万ガメルちょっとしかないのだ。

「金がなければ、売れんのだ」

　とラダ。

「では、貸してくれ」

「身元もわからないおまえたちに、こんな貴重なものを貸せるものか。返しにくるという保証が、どこにある？」

「おれたちを信用しろ」

「信用できん」

「だったら、あんたもついてくるといい。使い終わったら、すぐ返す。そうしろ」

「馬ば鹿かなことを言うな。おれは今、客を待っていて、来たらすぐ出掛けにゃならんのだ。そんな暇ひまはない」

「一緒に来い」

「無理だ」

「無理でも来い」

「駄目だ」

　ふたりとも意地になって、不毛な言い合いを続けていた。──ロマールでも有数の賢者セージと、ピムラ一の賢者セージの、息いき詰づまる論戦!?

　バルンはもちろん、賢者セージを尊敬しているリュークも呆あきれ果てていた。口を挟はさむ気力さえ失い、ふたりが激はげしくやり合う様を呆ぼう然ぜんと見ている。

　いかに自分たちの姿が滑こつ稽けいか、先にそれに気づいたのは、やはり年の功──〝蘊うん蓄ちく盗とう賊ぞく〟ラダだった。

「もうやめようや」

　ラダは言い、深呼吸をした。

「なんだ、もう参ったのか」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように言いつつも、デュダも深呼吸をする。

　ふたりとも、全く馬鹿みたいに疲つかれていた。自らの愚おろかしさに気づき、どちらからともなく苦笑が漏もれる。ふだんは冷静なラダがこんなにムキになったのは、久しぶりのことだった。すべては、場の作用がなせる業わざと言えよう。

　と──

「ん？」

　突然何かを思い出したように、ラダは声を上げた。ダダッと部屋の片かた隅すみに置かれている巨大な箱に駆かけ寄る。

　ラダは箱の蓋ふたを開け、なかを引っ搔かき回し始めた。

「これじゃない、これじゃない」

　とブツブツ呟つぶやきながら、ガラクタ（としか思えないもの）をポーンポーンと放り投げている。どうやら何かを探しているらしい。ややあって、

「あったぞっ」

　歓喜の声とともにラダが高々と掲かかげたものを見た途端、

「ああっ。そ、それは」

　デュダたちは一斉に驚きの声を発した。

　なんと！　それは、ユニコーンの角であった。天井からぶら下がっているものよりは、いくぶん小こ振ぶりで色が悪いが、紛まぎれもなくユニコーンの角!!

　ラダはユニコーンの角をデュダたちの方にグイと突きつけた。

「これはユニコーンの角だ」

「そんなことはわかっているわい」

　嚙かみつくような口調で言ったデュダ、

「二本も持っているんだったら、一本くらい譲ゆずってくれてもいいじゃないか。ケチ」

　と口先を尖とがらせる。

「そうですよ。ぜひ譲ってください」

　バルンが言うと、

「悪い悪い。忘れていたのだ」

　ラダは頭を搔かいた。

「では、譲ってくれるのですか」

「ああ。このユニコーンの角なら、十八万などということは言わん」

　小さく頷うなずくラダ。

「このユニコーンの角なら？」

　バルンは訊きき咎とがめた。何となく意味ありげな物言いだったからだ。すると、

「実はこのユニコーンの角は、もうあまり魔力が残っていないのだ」

　ラダは答えた。

「魔力が残っていない？」

「そうだ。おそらく、あと一回使うと、ボロボロになって崩くずれてしまうだろう。しかし、破傷風を治すだけなら、それで充じゆう分ぶんのはずだ。この角では不服か」

「いやいや、とんでもない」

　バルンは大きく首を横に振った。

「破傷風さえ治せるんでしたら、構いませんよ。その角で結構ですから、譲ってください。さっきも言いましたように、二万ガメルしか持ち合わせていませんが……」

　と頭を下げる。

「うーむ」

　ラダは腕を組んだ。魔力を使い切る寸前のユニコーンの角のことを思い出し、何とか探し出したまではよかったが、その譲じよう渡と条件に関しては全く考えてなかったのだ。

（どうしようか……）

　迷ったラダの視線がリュークの前で止まった。

（あのエルフに手伝ってもらえたら……）

　と思う。

　実は現い在ま、ラダは厄やつ介かいな問題に頭を悩ましていたのだった。──つい最近、ラダの知り合いであるヒヨッコのパーティが、街まちの近くの小さな遺い跡せきで行ゆく方え不明になってしまった。遺跡の周辺の木や草が奇き妙みように変質し始めていることからして、どうやら精せい霊れいが関かかわっているらしいとは見当がついたが、そうなると、自分の手には負えない。精霊使いシヤーマンの助けが必要だ。もうすぐやってくる予定の客というのは、以前から親交のあるエルフの精霊使いシヤーマン・シラルムだった。この問題を解決するために、ラダが呼んだのである。

（シラルムひとりでは心細い。もうひとりエルフがいれば……）

　ラダは思った。ドワーフのふたりなど、どうでもよい。興きよう味みがあるのは、エルフのリュークだけ。森の妖よう精せいであるエルフは精霊と会話することができるのだ。

　しかし、すぐにラダは、

（いやいや、彼らに遺跡の調査を依い頼らいするのは酷こくだ）

　と思い直した。──彼らは一刻を争う病人を助けるためにユニコーンの角を求めているのだ。いつ解決できるかわからない任務達成と引き換かえでは、彼らが承知するわけがないと気づいたのだった。

　と。ラダの脳裡に、ふと閃ひらめくものがあった。もうひとつ、自分を悩ませている問題があることを思い出したのである。

（よし、これで行こう）

　考えをまとめたラダが、

「いくら魔力が少なくなったとはいえ、ユニコーンの角に変わりはない。〝腐くさってもユニコーンの角〟というやつだ。たった二万ガメルで売るわけにはいかない」

　と言うと、

「そんな……」

　バルンはガックリと肩を落した。そんなバルンに、ラダは続けて言う。

「そこで相談だ」

「相談？」

「そうだ。ここはひとつ、仕事を引き受けてはもらえないだろうか」

「仕事？　どういうことです？」

　バルンが訊きくと、ラダは答えた。

「なーに、簡単な仕事だ。ビンセントという男の力になって欲しいのだ」

「ビンセント？」

「ああ。おれの友人だ。いい男なんだが、無類の酒好きでな、酔よっ払ぱらうと、前後不覚どころか、上下左右まで不覚になってしまう。そんな男だから、酒にまつわる失敗談は多いんだが……」

　と言い置いて、ラダは事情を説明し始めた。




　ビンセントがラダに泣きついてきたのは、今け朝さのことである。ラダの顔を見るや、いきなりビンセントは、

「ラダ、錬れん銀ぎん術じゆつを教えてくれ」

　などと言い出した。こともあろうに錬銀術とはタダゴトではない。驚いたラダが、

「錬銀術？　どういうことだ？」

　と問うと、ビンセントは答えにくそうに答えた。

「じ、実は……昨晩、酒場で〝おれは錬銀術師なんだ。どんな金属でも銀に変えてみせる〟と口走ったらしいんだ」

「また、とんでもないことを……」

「ずいぶん飲のんでいたから、自分ではよく憶おぼえていないんだが、たぶん酒場の女の子の気を惹ひこうとして、ついデマカセを言ってしまったんだろう」

「なるほど。おまえらしいな」

　ラダは納なつ得とくした。確かにビンセントなら言いかねない。彼は酒ほどではないが、女も大好きなのだ。

　ニタニタと笑みを浮かべたラダに、ビンセントは続けた。

「それだけならよかった。ところが、それを真まに受けたやつがいて、自分のショート・ソードを銀にしてみろと言い出した。断わればよかったんだが、酒の勢いで承しよう諾だくしちまったらしいんだよ。本当のことを言うと、それもよく憶えていないんだけど……」

「それで？」

　ラダが先を促うながすと、ビンセントは一本のショート・ソードを取り出し、

「これがその短剣だ。先ほどやつがやってきて、これを明日までに銀に変えておかなければ、生命はないと威おどされた。力ずくで撃げき退たいする自信はない。賢者セージの知ち恵えで、なんとかしてくれ」

　と泣きそうな顔で言ったのである。ふだんのラダなら、

「よーし、おれに任まかせとけ」

　と胸を叩たたくところだが、ラダには遺い跡せきの調査という重大な用件が控かかえている。仕方なく、お引き取り願ったが、やはり気になっていたのだった。




「……と言うわけなんだ」

　話し終わったラダは、小さく溜ため息をついた。

「おれが解決策を講じてやればいいんだが、おれは今、ほかの厄やつ介かいごとで手が離せない状じよう況きようなんだ。おれの代わりに、ビンセントの力になってやって欲しい。無事にこの件を解決してくれたら、このユニコーンの角を差し上げる」

　ラダは言い、

「確かあんた、賢者セージとか言ってたよな」

　とデュダの顔を見た。いきなり自分に振ふられて、いささか面めん食くらいつつも、

「ああ、そうだが」

　デュダが頷うなずくと、ラダはニヤッと笑って言った。

「あんたも賢者セージなら、何かいい策さくを考えられるだろう？」

「も、もちろんさ」

　デュダ、ほとんど本能的に答える。デュダは「賢者セージなら」という言葉に、からきし弱いのだ。

「それでこそ賢者セージだ」

　ラダは満足げに言った。一面識もない男たちにタダでユニコーンの角をくれてやるほどラダはお人好しではないし、たかだか二万ガメルのために貴重な角を売らなければならないほど金に困っているわけでもない。友人のビンセントを救ってもらう報ほう酬しゆうとして、魔力の残り少ないユニコーンの角を進しん呈ていする。──考え抜いた上での提案なのだった。

「しかし、おれたちには時間が……。その間に義ね姉えさんが死んでしまったら、元も子もない」

　渋しぶったバルンだったが、

「期限は明日なんだ。どちらにせよ、そんなに時間はかからない」

　と言うラダの言葉で、渋々頷いた。満足に金を払えない自分たちが、高価なユニコーンの角を手に入れたいのならば、少しくらい時間をロスするのも仕方あるまいと考えたのだった。

「わかりました。で、そのビンセントとかいう人の家は、どこにあるんですか？」

　バルンの問いに、

「うちを出て、ちょっと北へ行くと、小さな川が流れている。それを越こえて、もう少し行くと、〝雄お羊ひつじの角つの亭てい〟という酒場が見えてくる。二階が宿屋になっている結構大きな酒場だから、間違える心配はない。その向かいが、ビンセントの家だ。もしいなければ、たぶん〝雄羊の角亭〟で飲のんでいるだろう。詳くわしい話は、ビンセントに直接聞いてくれ」

　とラダが答えたとき、玄げん関かんの方から声が聞こえてきた。

「ラダ。ダーリン、シラルムったら酒場で遊んでたのよ」

　甘あまったれるような女性の声。

　ややあって、部屋の扉とびらが開き、人間の中年女性がエルフの青年を引きずるようにして、姿を現わした。

　ラダの世話女房ジーンと、お待ちかねエルフのシラルムである。約やく束そくの時間になっても現われないシラルムをジーンが迎むかえに行き、今、戻って来たのだった（実はジーンの勘かん違ちがいで、約束の時間までにはまだ間があるのだが）。

「おお、シラルム」

　と挨あい拶さつするラダに、エルフは片手を上げて応こたえた。

「お久しぶりですねえ、ラダ。そちらはお客さんですか？」

　と、デュダたちの方に目をやる。

　腰を浮かせて会え釈しやくをするリューク。同族ということで、親近感を覚えたのだった。

「話し中だったんですか。じゃあ、ぼくは別の部屋で待ってますけど……」

　と言うシラルムに、

「いや、もう話は終わった」

　ラダは答え、そうだろう？　とでも言うように、バルンの顔を見た。

「はあ。どうもお邪じや魔ましました」

　頷いたバルンは、

「さ。デュダ、リューク、行くぞ」

　と言って、立ち上がった。

　そして。

　ジーンとシラルムに向かって一礼したバルンは、デュダとリュークを伴ともなって部屋を出たのであった。





５






　ラダの家をあとにした三人は北へ歩き始めた。むろんビンセントの家に向かっているのだが、まだ彼の窮きゆう地ちを救う名案を思いついたわけではない。話し合った結果、とりあえず本人と会ってから、という結論に達したのだった。

　マーファ寺院の庭園を抜け、どっぷり陽が暮れた住宅街を進んでいく。小さな川を越えて少し行くと、二階建ての酒場が見えてきた。──入り口には、白色の渦うず巻まき模様が描かれた看かん板ばんが下がっている。まさしく雄羊の角。この酒場こそ、ラダの言う〝雄羊の角亭〟に違いなかった。
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「一いつ杯ぱい飲やってくか」

　グビグビ喉のどを鳴らしながらデュダが言うが、もちろんバルンは黙もく殺さつする。

　ちょうどそのとき、「軽かろやかな鐘かねの音が三人の耳に聞こえてきた。近くにあるラーダ寺院の鐘しよう楼ろうの鐘が、時刻を告げる音だ。──一、二、三、四、五つ……。

　鐘の音を聞き終わってから、バルンは酒場の前にある家に歩を進めた。

「さあ、ここがビンセントという男の家だ」

　扉とびらをノックし、しばらく待っていると、でっぷり太った人間の男が姿を現わした。脂あぶらぎった肌はだに、赤みを帯びた鼻。いかにも酒が好きそうな顔だった。この男がビンセントに違いない。

　男は最初、胡う散さん臭くさいものでも見るような目でバルンたちを見下ろしていたが、

「ラダさんに頼たのまれて来ました。厄やつ介かいなことに巻きこまれているそうで……」

　バルンが言うと、

「おお、ラダに……」

　と嬉うれしそうに言い、快こころよく部屋に通してくれた。




「早速ですが、詳くわしい事情をお話しください」

　部屋にはいったバルンは、一刻の猶ゆう予よもなく本題にはいった。一分でも早くいい解決策さくを見つけ、ユニコーンの角を譲ってもらわなければならないのだ。

　ビンセントの話は、おおむねラダから聞いた通りだった。──増えた情報としては、ビンセントを威おどしている相手がヨーゼルと言う名の、このあたりでは札ふだつきの暴れ者であると言うこと。そして、明日の夕方が銀のショート・ソードを手渡す期限であると言うことくらいである。

「……と言うわけなんだよ。どうしたらいいのか……」

　困り果てた表情で言うビンセントに、

「簡単だよ」

　デュダはあっけらかんと答えた。

「え？」

　驚いたようにデュダを見たビンセントだったが、

「話を聞いているうちに思いついたんだけど、そのショート・ソードを銀色に塗ぬって、それを銀だと言い張ればいい。加工はドワーフのおれに任せておけ」

　と言うデュダの言葉には、のけぞるしかなかった。そんな単純なトリックで誤ご魔ま化かせる相手ならば、最初からラダになど頼たよる必要はないのである。

「デュダ。おまえ、本気でそんなこと言ってるのか？」

　呆あきれたようにバルンが言う。

「そうだよ。そんなことで騙だませる相手では……」

　ビンセントも言いかけたが、ふと首を傾かしげた。

「ちょっと待てよ」

　と言って、考え深げに腕を組む。

「単純すぎて考えてもみなかったけど、その作戦、ひょっとすると、うまく行くかも知れない。ただ、いかにしてやつに銀だと信じこませるか、という問題があるが……」

　すると、またもやデュダ、

「そんなこと、簡単じゃないか。銀か魔法の武器でしか退たい治じできないモンスターがいるだろう？　ライカンスロープとかアンデッド・モンスターとか……。銀のショート・ソードで、そういうモンスターを退治してみせれば、疑いも晴れるってわけさ」

　と自信たっぷりに言った。本ほん末まつ転てん倒とうもはなはだしいが、冗じよう談だんではなく、本気のようだった。

「はあ……？」

　ビンセントは信じられないものを見るような目でデュダを見た。

「そりゃあ、本当の銀のショート・ソードなら、それも可能だろうけど、いくら銀色をしているからって、正体はタダのショート・ソードなんだぞ。ライカンスロープやらアンデッド・モンスターに効きくものか」

「あ、そうか。そうだったな」

　と頷うなずいたデュダに、さらにビンセントは続ける。

「それに、そんな怪かい物ぶつがどこにいるってんだ？　おれたちの都つ合ごうに合わせて現われてくれたりしないぞ」

　もっともな意見である。そのとき、

「デュダさん」

　と、それまで黙だまっていたリュークが口を開いた。

「ぼくにいい考えがあるんですけど」

「なんだ？」

　デュダ、視線をビンセントからリュークに移す。

「ぼくがモンスターに変へん装そうして、わざと倒たおされるのです」

「何だって？　リュークがモンスターに？」

　驚きの声を発するデュダに、リュークは答えた。

「そうです。ライカンスロープに化けることは難むずかしいでしょうが、アンデッド・モンスターに変装することなら、何とか……」

「変装って、どうやって？」

「たとえば、姿隠しインビジビリテイの魔法で姿を消して、その上に扮ふん装そうをするとか……」

　リュークの返事を聞き、

「なーるほど。リューク、偉えらいぞ」

　デュダは手を打った。

「うん、それは行けそうだな」

　とバルン。

「そうだな」

　ビンセントも嬉うれしそうに頷うなずく。

　リュークのアイデアを元に、四人はその後一時間に渡って計画を練り上げた。

　まず、デュダがショート・ソードを銀色に塗っておき、それをヨーゼルに渡す。おそらく信用しないであろうヨーゼルに、

「では、アンデッド・モンスターを退治しに行こう」

　と持ちかけ、ビンセントの家の裏手にある空き家に連れて行く。もちろんそこには、リュークがモンスターの扮装をして待ち受けているわけだ。

　ここで問題は、どういうモンスターに化けるか、ということだった。バンパイアやデュラハンも候こう補ほに上がったが、結局、一番正体が見破られにくいだろうということで、アンデッド・ナイトと決まった。アンデッド・ナイトというのは、甲かつ冑ちゆうを着こんだ騎き士しの姿で現われる、実体のない亡ぼう霊れいだ。リュークが魔法で姿を消して、赤あか錆さびの浮いた甲冑を着こみ、大型の両手剣を持てば、立派なアンデッド・ナイトのでき上がりである。（本当は完全に実体がないわけではなく、兜かぶとの奥で光る赤い目だけは見えるのだが、そこまで扮装に凝こる必要はないだろう）

　ビンセントがショート・ソードでリュークを突く（フリをする）。リューク、ばったりと倒れる。中身はカラッポ。こんなモンスターはアンデッド・ナイトをおいてほかにはいない。

「おお、アンデッドをやっつけたぞ。正しよう真しん正しよう銘めい、銀のショート・ソードだ」

　となるわけである。

「完かん璧ぺきですね」

　と言うビンセントの言葉に、

「うん」

　三人は大きく頷いた。

「じゃ、このショート・ソードはお預あずかりするとして、今日はこれで……。ま、われわれに任せてください」

　ドンと胸を叩たたいたバルンは、

「デュダ、リューク。行くぞ」

　と、デュダとリュークを促うながしつつ立ち上がった。ビンセントに頼たのめば、一夜の宿を得ることもできただろうが、そこまで図ずう々ずうしくはないのだ。

　ビンセントの家をあとにした三人は、その足で向かいにある酒場〝雄羊の角亭〟に向かった。

　酒場は繁はん盛じようしていた。酔よっ払ぱらいたちの歓声に加えて、店じゅうに充じゆう満まんする酒とタバコの匂におい。

「うおっぷ、臭くさいなあ」

　思わず顔を背そむけたリュークとは対照的に、デュダとバルンは瞳ひとみを輝かせた。エルフと違って、ドワーフは酒に目がないのだ。

「飲のむか」

　とバルン。

「もっちろん」

　デュダ、グビグビと喉のどを鳴らしながら頷く。

　その夜。

　リュークが宿に引きこもったあと、ふたりのドワーフは明日の作戦の成功を祈いのって、酒を汲くみ交かわしたのであった。




　翌日の午後。

　宿を出たデュダたちは向かいのビンセントの家へ向かった。

「ビンセントさん、どうぞ」

　デュダが今け朝さ目覚めてから先ほどまでかけて、念入りに着色したショート・ソードを手渡すと、

「おお、これは素す晴ばらしい出来だ」

　ビンセントは驚きの声を漏もらした。さすが器用なドワーフの手によるものだけあって、どこから見ても銀製の武器に見えるのだ。ひょっとすると、アンデッド退たい治じの作戦が不用になるかも知れないと思わせるくらい、見事な出来栄ばえだった。

「甲かつ冑ちゆうと剣は用意しておいた」

　ビンセントは言い、背後の床に置かれた甲冑と大おお振ぶりの剣を指差した。どちらも赤あか錆さびで完全に光こう沢たくが失われている。ひと目で年ねん代だい物ものとわかる代しろ物ものである。姿を消したリュークがこれを着こんでいれば、充分にアンデッド・ナイトとして通用するだろう。よもや正体がバレるようなことはあるまい。

「じゃ、おれたちは裏の家で待機してますから、よろしく」

　とバルンが言う。甲冑と剣を分ぶん担たんして持った三人は、とりあえずビンセントと別れ、空き家に潜もぐりこんだ。ヨーゼルは夕方に来るのだから、早すぎるような気もするが、準備を整えておくに越したことはないのだ。

　一応屋や敷しき内を探たん索さくして、何も異常は見受けられないことを確認した三人は、玄関から一番近い部屋に陣じん取どった。

　あとは、ビンセントがうまくやってくれるのを待つだけである。重い甲胄を着こんだリューク、そしてデュダとバルンは、ただひたすら作戦決行のときを待った。




　ラーダ寺院の鐘しよう楼ろうの鐘かねが四つ鳴って、しばらく経たったころだった。そろそろ夕ゆう闇やみが迫せまりかけている。

　玄関の扉が開く音が聞こえ、ふたつの足音が近づいてきた。

「リューク、来たぞ。うまくやってくれよ」

　囁ささやくように言ったデュダとバルンは、素早く奥の部屋に姿を隠かくした。もちろん扉は少し開けておき、何かあったらすぐに飛び出せる体勢は整えておく。

　リュークは早口で精神の精せい霊れいスプライトに話しかけた。

「小さき精霊よ。姿なき者よ。汝なんじが姿をわが物とせよ」

　たちまちリュークの姿、かき消すように見えなくなる。どこから見ても、がらんどうの甲冑が動いているようにしか見えないだろう。

　足音がリュークが待ち構えている部屋の前で止まった。

「扉を開けるぞ。覚かく悟ごはできているな？」

　ビンセントの声。続いて、

「もちろんだ」

　聞いたことのない声だが、ヨーゼルとかいう荒あらくれ者に決まっている。どうやら作戦は順調に運んでいるらしい。

　甲冑のなかのリュークはゴクッと生なま唾つばを吞のみこんで、扉が開く瞬しゆん間かんを待った。自分から言い出したこととはいえ、やはり怖こわかった。数秒間がこんなに長く感じられたのは、おそらく初めてだろう。

「でも、本当にアンデッド・ナイトなんて、いるのかよ」

　とヨーゼルの声。

「ああ、間違いない。行くぞ」

　ビンセントの声とともに、ようやく扉が開いた。ふたりの人間が姿を現わす。

（よし。やるぞ）

　心を奮ふるい立たせたリュークはガチャガチャと扉の方に歩み寄り、両手剣を大きく振り上げた。

「あいつだ」

　ビンセントがリュークを指差して言い、ショート・ソードで突きかかろうとする。ここまでは作戦通りだった。ところが、次の瞬間！　ヨーゼルが予想外の行動に出た。

「待て。おれにやらせろ」

　と、いきなりビンセントからショート・ソードを奪うばい取ったのだ。そのままの勢いでリュークに突とつ進しんするヨーゼル。

「ああっ」

　ビンセントは思わず声を上げた。奥の部屋では、デュダとバルンが声を出すこともできず、目を覆おおっている。誰だれもヨーゼルを止めることはできなかった。止めたら最後、これまでの苦労が水すい泡ほうと帰してしまうかも知れないのだ。

「化け物め、覚かく悟ご！」

　さすがにヨーゼルはショート・ソードの扱あつかいには慣れていた。短剣の鋭するどい鋒きつさきがアンデッド・ナイト、いやリュークの腹部に突つき刺ささる!!

「うぐっ」

　小さな呻うめき声とともに、甲かつ冑ちゆうはガチャガチャと大きな音を立てて崩くずれ落ちた。倒れた勢いで、兜かぶとがごろりと外れる。

　甲冑が動かなくなったのを確認したヨーゼルは、用心深く鎧よろいのなかを覗のぞきこんだ。内部が空くう洞どうなのを確認し、ニヤッとほくそ笑えむ。

「ふむ。アンデッド・ナイトを一撃か……」

　ヨーゼルは惚ほれぼれと自分の手に持っているショート・ソードを見つめた。続いてビンセントの方を向き、

「確かに銀のショート・ソードだ。さすがだな、ビンセント。見直したぞ」

　と言う。もちろん本心からの言葉ではなかった。胸のなかでは、

（ご苦労だったな。銀のショート・ソードなんて、高かっただろうに）

　などと思っている。もともとヨーゼルは錬銀術などと言うものがこの世に存在するなんて、露つゆほども信じてはいなかったし、今でも信じてはいない。ビンセントに無理難題を押しつけ、自分のショート・ソードを銀のものと取り替えさせたかっただけなのである。目的を達したからには、もはやビンセントに用はなかった。

「銀のショート・ソード、いただいたぜ」

　心の底から満足げに言い、足取りも軽く部屋を出て行くヨーゼル。

　ヨーゼルの姿が見えなくなると同時に、

「リューク！」

　奥の部屋からデュダとバルンが走り出てきた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　と倒たおれている甲冑に向かって呼びかける。まだ姿隠しインビジビリテイの魔法が解けておらず、リュークの姿は見えない。

「え、ええ、何とか……」

　苦しげな声とともにリュークは姿を現わした。

「腹を、腹をやられました」

　真っ青な顔で言う。

　デュダとバルンは甲冑からリュークのからだを引きずり出した。腹部から血が流れている。

「よし。おれが癒しキユアー・ウーンズの魔法を」

　早くも呪じゆ文もんを唱となえようとしたバルンだったが、

「待って」

　とビンセントに押しとどめられ、言葉を吞のみこんだ。怪け訝げんな表情のバルンに、ビンセントが言う。

「おれは司祭プリーストだし、医師ヒーラーでもあるんだ。これくらいの怪け我が、すぐに治なおせる。おれに任せろ」

「あ、そうですか。じゃ、よろしくお願いします」

　まだまだ未熟な司祭プリーストである自分よりも、専門家に任せた方が安心に決まっている。バルンは素早く場所をビンセントに譲ゆずった。

　ビンセントの手当ては的てき確かくかつ敏びん速そくだった。倒れているリュークの傍かたわらに跪ひざまずいたビンセント、リュークの腹部に軽く手を当て、低い声で呪文を唱える。

「われらが神マーファよ。その偉い大だいなる力でもって、この男の傷きずを癒いやしたまえ」

　詠えい唱しようが終わり、しばらく待っていると、リュークの顔に赤みが戻った。

「ううっ」

　声を発しつつ、ゆっくりと立ち上がる。

「ありがとうございます。お蔭かげで助かりました」

　リュークが礼を言うと、

「いや、助けてもらったのは、こちらの方だ。ありがとう。本当に助かったよ」

　ビンセントは言い、深々と頭を下げた。

「いったいどうやって感謝の気持ちを表わせばいいのか。おれにできることがあれば、遠えん慮りよなく言ってくれ。もっとも、怪我や病気を治すことくらいしか取り得はないが……」

　と三人の顔を順番に見つめる。

「いや、報ほう酬しゆうはラダさんにいただくことになっていますから」

　と言うバルンに続き、

「いやあ、お礼なんて」

　と頭を搔かいたデュダだったが、ふと心に引っ掛かるものがあり、言葉を吞みこんだ。

（はて？　病気を治す？）

　首を傾かしげ、じっと考える。と、突然、

「ああっ！」

　デュダは思わず大声を発した。今やっと、ユニコーンの角が破は傷しよう風ふうの治ち療りように絶対必要というわけではないことに気がついたのだ。

　キャンプでは、治ち癒ゆ魔法を使える者も医師ヒーラーもいなかったし、薬もなかった。だからユニコーンの角が必要だったのであって、ロマールにまで来てしまえば……。高位の司祭プリーストもいれば、優秀な医師ヒーラーもいる。破傷風の特効薬だって売っているかも知れない。──いや、医師ヒーラーなら、目の前にいるではないか。

「ビンセントさん。あなた、破傷風の治療、できますか」

　デュダが言った途端、

「ああっ！」

　バルンも大声を発した。バルンも自分の思い違いを悟さとったのだ。

（そ、そうだ。医師ヒーラーがいれば、破傷風は治せる。どうしてこんな当たり前のことに、今まで気づかなかったのか。なぜ頑かたくなに、ユニコーンの角が必要と思いこんでいたのか）

　バルンは自分の愚おろかさを呪のろい、歯は軋ぎしりをした。いくらパニックしていたとはいえ、あまりにも軽けい率そつだったと言えるだろう。明らかに、デュダに乗せられてしまったことが原因だが、今はデュダを責めている場合ではない。

　バルンはデュダの言葉を継ついで、ビンセントに言った。

「ビンセントさん。おれの義ね姉えさんが破傷風で苦しんでいるんです。ぜひ助けてやってください。お願いします」

　デュダとリュークも、

「お願いします」

　と頭を下げる。

　ビンセントにとって、願ってもない話だった。

「喜んで治療させていただくよ。これでもおれ、腕には自信があるんだ」

　ニコッと微笑ほほえんで頷うなずき、バルンの手を力強く握にぎるビンセント。その表情には、恩返しができる喜びと、治療に対する自信が溢あふれている。

　実は、デュダたちには知る由もないが、ビンセントはロマールでも一、二を争う優秀な医師ヒーラーだった。彼の手にかかっては、たとえ頑がん固こなサラマンダーと言えど、いつまでも猛もう威いを揮ふるい続けることなどできまい。窮きゆう地ちを救われたビンセントと同じくらい、ビンセントの治療を受けるライラも幸運と言えるだろう。

　とまれ、ライラを救う目め途どは立ったようである。

「それにしてもデュダ。おまえのお蔭かげで、とんだ遠回りをさせられちまったぜ」

　皮肉な笑みを浮かべて言うバルンに、デュダは、

「ま、堅かたいことは言うな。結果的には、タダで医師ヒーラーを雇やとうことができたのだから、よいではないか。うむうむ」

　自分の手て柄がらだ、と言わんばかりの表情で言った。これにはさしものバルンも、口をアングリ開けるしかなかった。

　そして。

　ビンセントが加わり四人に増えた一行は、ゲランとライラの待つキャンプへと急いだ。ユニコーンの角など、もはやどうでもよいことなのであった……。
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　四日後。

　デュダたちは念願叶かなって、闘とう技ぎ場じように来ていた。リューク、バルン、ゲラン、さらにはライラの姿も見える。やはりビンセントの腕は確かだった。ライラはぐんぐん健康を取り戻し、ほんの短い期間で、こうしてロマールの闘技場に足を運ぶことができるまでに回復したのだった。

　待ちに待った闘技場観戦。しかもデュダは、今日の試合に冒険者が登場するという情報を、しっかりと摑つかんでいた。デュダの希望が通じたのだった。

　いよいよ冒険者たちが登場してきた。熱ねつ狂きようする観客たち。場内は興こう奮ふんの坩る堝つぼと化している。だが、意外なことに、闘技場に立っている冒険者たちの表情は冴さえなかった。ぎらぎらした闘とう志しといったものが感じられないのだ。

（はて？　どうしてあんなに元気がないんだろう……）

　デュダの胸中に疑問が沸わき起こる。だが、続いて姿を現わした醜みにくい妖よう魔ま──ゴブリンどもと冒険者たちの闘たたかいが始まった途と端たん、そんな思いは脳のう裡りから吹っ飛んでしまった。興こう奮ふん、興奮、また興奮！　底知れぬ興奮の渦うずに巻き込まれていくデュダ。

　本当は、デュダは自分が観客席に坐すわっていられる幸運を、運命の神に感謝すべきところだった。と言うのも、一歩間違えれば、デュダたちがあの冒険者たちの代わりに、闘技場で闘っていたかも知れないからである。

　実は……。あの冒険者たちは、自ら志願して闘技場に出場したのではなかった。ちょうど五日前、たまたま〝雄羊の角亭〟に飲のみに来たところ、店の主人の奸かん計けいにハメられ、やむなく出場を承しよう諾だくするに至った、いわば犠ぎ牲せい者しやなのである。表情が冴えないのも、致し方あるまい。

　五日前と言えば、デュダたちが初めてロマールに来た日と合致する。彼らは、デュダたちがラダの家を出る少し前まで、〝雄羊の角亭〟で飲んでいたのだ。もう少し早くデュダたちが行動していれば、彼らと顔を合わすことがあったかも知れない。それはすなわち、あの冒険者たちではなくデュダたちが店の主人のターゲットにされた可能性も、充じゆう分ぶんにあったということなのである。

　しかし、そんなことなど知る由もないデュダは、

「いいぞお、殺やっちまええ！」

　と、相変わらず力の限りの声せい援えんを送り続けている。いやはや、隅すみから隅まで倖しあわせなドワーフなのであった……。




　そして……。

　観客たちの興奮が最さい高こう潮ちように達したころ、冒険者たち（と観客の一部）の思ってもみない行動によって、闘技場は観客席も含めて、巨大なパニックに襲おそわれる。その騒さわぎの間に、デュダとリュークはゲランたちとはぐれ、ふたりきりで故こ郷きようのピムラを目指すことになるのだが……。

　その後のふたりの冒ぼう険けん譚たんについては、いずれ語る機会もあるだろう。

　何はともあれ──

　名物コンビ、デュダとリュークの珍ちん道どう中ちゆうは、始まったばかりなのである。



















立ち枯がれの森


下村　家惠子
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　なだらかな上り坂のみちが、九つ十づ九らに折れ曲がりながら頑がん強きような石造りの建物のあいだをぬって消えていく。道の両りよう脇わきや円形にひろがった広場には、さまざまな店屋が軒のきをつらねている。ひしめきあう店々には、町に住む人々の日常品から、旅人のための便利品、武具、護ご符ふ、旅たび装しよう束ぞく、宝石、薬草、毒、隠かくし武器、罠わな、家か畜ちく、奴ど隷れいや幻げん獣じゆうや妖よう精せいなど。ありとあらゆる品物が堂々と売られている。

「旅人たちの国」と名高いロマール。その首都ロマールの下した町まち。

　真っ赤な夕焼けにそまった古びた町並みは、すすけたように汚よごれており、店々の不ふ揃ぞろいな構えもあいまって薄うす暗ぐらく不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きがある。裏通りにはいれば何の店かわからないあやしげな建物がならび、入口のそばにはひとくせ、ふたくせありげな男たちがたむろしている。甘あまい煙の香かおりがほのかに流れてくる。ドリーム・ランナー──幸福な夢を見せる麻ま薬やく──の香りだろうか。

　通りに立ったエルフは、その匂においを払うように鼻先で手をふった。エルフの年と齢しは外見からはあまりわからない。だが彼はまだ若いのではないかと思えた。どことなくぽけっとした表情。革かわ鎧よろいに小剣、ゆったりとした草色のマントといういでたちだが、どうも今一つさまになっていない。

　裏通りの暗がりからうかがい見る男たちに、にこやかに手を振ふると足取り軽く歩き出す。エルフは人ひと込ごみをぬって町の大通りへ出た。ごみごみとした建物がとぎれる。視界がひろがると、大きな広場の中央に周囲を圧あつ倒とうするように巨大な石の建物が建っていた。

　円形の建物の中から野の太ぶとい銅ど鑼らの音が響ひびく。続いて熱ねつ狂きようした人々の歓声がさざ波のようにわきおこり、あふれてきた。闘技場だ。ほぼ毎日のように闘技場は沸わき立つ。もう、夕ゆう闇やみがせまろうという時間であるのに、人々の熱狂はつづいているようだ。今日あの中で血みどろの戦いを行なうのは、猛もう獣じゆうか、モンスターか、奴隷か、もしくは一いつ攫かく千せん金きんをもくろむ命知らずの剣けん闘とう士しだろうか……。

　ダフ屋が客を集めている。予想屋らしい男のまわりに人々がむらがり、当たるかどうかうたがわしい予想を熱心に聞き入っている。殺しあいのどこがそんなに楽しいのだろうか？

　エルフは顔をしかめ、肩をすくめるとそんな人ごみに背をむけた。

　歓声をあとに大通りを貴族街へむかって進むと、ある通りを境にして街まちの雰囲気が変った。薄うす汚よごれた小さな建物の集まりに変って、あか抜けた屋や敷しきや邸てい宅たく、寺院や学院らしい建物が目につくようになる。露ろ店てんは姿を消し、代々その地に根を据すえていることを誇ほこりとするような店や、上品さを売り物にする店々が並んでいる。

　ラーダ寺院の建物のてっぺんにある小さな塔とうから、かろやかな鐘かねの音が響ひびいてきた。馬車が車輪をがたつかせながら通り過ぎた。鐘の音は長いものが四つと短いのが一つ。

「まだ時間があるなぁ」

　エルフはつぶやくと、辺あたりをきょろきょろと見回した。その目が一軒の酒さか場ばで止った。二階建の大きめの酒場だ。入口には白色で渦うず巻まき模様が描かれた看かん板ばんが下がっている。

「ああ〝雄お羊ひつじの角つの亭てい〟かぁ。〝竜たつ巻まき亭〟かと思った」

　おかしそうにくすりと体をふるわせると、エルフは酒場へ入っていった。




　日が暮れたばかりだと言うのに酒場は繁はん盛じようしていた。樫かしの木で造られた店内は人の熱気と酒とタバコのにおいに包まれている。夕食の焼いた肉などのこうばしいにおいがただよう。幾いくつかあるテーブルやカウンターには、旅人や商隊の人や冒険者らしい人々の姿がおおい。この店ならエルフだからといって、嫌いやな顔をされることはなさそうだ。エルフはカウンター近くの席に陣じん取どった。店の中を行き来する下した働ばたらきの女の子に声をかける。

「はい、何ですか？」十六歳ぐらいの淡あわい栗くり色いろの髪かみを結ゆい上げた女の子が、せかせかと近づいてくる。どうやって持っているのかと、いぶかしく思うほど両手にいっぱいに大きなジョッキや皿さらを持っている。

「ワイン、ちょっと上等なものをたのみたいな」

「ワインね」女の子はくるりと向きをかえると、調理場へ小走りに向かって行く。見ていると調理場を出ると客のテーブルへ、客のテーブルから再び調理場へと、行ったり来たりとめまぐるしい。まるでコマねずみのようだ。しばらくして、ようやく女の子はワインを手に戻ってきた。

「はい、おまたせ。四ガメルです」

　ちょっと乱暴に置く。エルフは銀貨をテーブルに置いた。

「いそがしそうだね。ひまがあるんだったら、一いつ緒しよに一いつ杯ぱいどうかなぁなんて思ったのに」

　女の子は大きな目をさらに大きく見開いた。

「残念でした。あたしひまじゃないし、お酒につられたりしませんよーだ。ねぇ、それって一応くどいてるわけ？　あなたエルフでしょ？　変なエルフ」

　半ば咎とがめるような女の子の台詞せりふに、エルフは首をかしげた。

「そんなに変かなぁ。むっつりと気き難むずかしくしてたって、つまんないだけじゃないかな。楽しく生きなきゃね」

「変な人」女の子は笑いながら調理場へ戻って行った。

　エルフはワインをすすった。甘あまみが口の中から喉のどへ滑すべり落ちて行く。わっと歓声があがる。エルフはそちらを向いた。旅人たちが互たがいの旅の話をしている。おおげさな身み振ぶり手振りで何事かを熱心に説明している。酒がまわってきているのだろうか、話がだんだん大きくなっているのが、徐じよ々じよに大きくなる身振りからよくわかる。エルフは笑顔を浮かべた。

　旅人たちの向こうには、冒険者らしい四人がテーブルを囲んでいるのが見えた。下働きの青年が、吟ぎん遊ゆう詩し人じんをそのテーブルへ案内している。冒険者が吟遊詩人を呼ぶとは、何かいいことでもあったのだろうか。

　冒険者たちは、戦士風と魔法使い風の人間の男が二人と、ドワーフの男とエルフ……いや、ハーフエルフの女の子の四人だ。その四人をぼんやり見ていたエルフは、ドワーフの次に酒をのむペースが早いのが、ハーフエルフの女の子であるのに気づくと、驚いたように目を見聞いた。

　リュートの音が流れ出した。

「へぇ、恋こい唄うたか」エルフは目を細めた。

　注文したのはハーフエルフの女の子らしい。うっとりとした表情で詩人を見ている。詩人も詩人で冒険者たちの回りを唄いながらあるき、ときおり彼女に秋しゆう波はを送っている。詩人を観察してエルフは顔をしかめた。端たん正せいな顔だちで、人間の中では美形と言えなくはないだろうが、鼻の下にたくわえた細い髭ひげが不快だ。それに、どことなく落ち着きがないようにも見えた。まるで四人を品定めしているようだ。見れば見るほど気にくわない。最初は心ここ地ち好よかった歌声が、いつしか色いろ褪あせて退たい屈くつなものになっていた。

　それはハーフエルフの女の子も同じようだ。ワインをちびちび飲ぬむ彼女の顔には、徐じよ々じよに退たい屈くつさがにじみでてきている。

　唄が終わった。パラパラと拍はく手しゆがよせられる。次の注文を聞こうと身をかがめた詩人にハーフエルフはあっさりと言った。

「ありがと、素晴らしかったわ。もう行ってくれていいわよ」

　詩人に駄だ賃ちんを握にぎらせる。詩人は驚いたようだった。

　それはそうだ。店に雇やとわれたり、流れで唄う吟遊詩人なら一曲唄って次の客は普ふ通つうだが、わざわざ呼び出されてやってきて、一曲唄ってはい、おしまいでは仕事にならない。吟遊詩人は流りゆう暢ちような物言いでハーフエルフを口く説どき落とそうとした。しかし彼女は気持ちを変えるようすはない。それどころか、うっとうしそうな目で、ちらりと詩人を見上げた。カップをテーブルへおろすと、すーっと息を吸いこむ。戦士の男がやばい、と言いたげな表情を浮かべて彼女を止めようとした。だが、一歩およばなかった。

「ごちゃごちゃとうるさいわね。雇やとったあたしがもういいって言ってるんだから、おとなしく帰りなさいよ！」

　詩人はびくりと身を引き、エルフは目を丸くした。いやはや、なんと元気のいい……。焙いられたトウモロコシが弾はじけるように、ハーフエルフの口からは次から次へと言葉が飛び出してくる。酔よっているのか、話はだんだんと支し離り滅めつ裂れつになっていくが、きざったらしい吟遊詩人をけむにまくには充じゆう分ぶんすぎる勢いだった。

「わ、分かりましたよ」

　ハーフエルフが一息ついたスキをつかんで、吟遊詩人は慌あわてて口をはさんだ。大きくため息をつくと、やけになったように乱暴にリュートを背負う。よほど頭に来たのだろうか、足下がお留る守すになっていたようだ。振ふり返ろうとして何かにつまずいて倒たおれこんだ。戦士と魔法使いが心配そうにのぞきこむ。ドワーフは料理を頰ほお張ばってちらりとそちらを見たが、ハーフエルフは知らんぷりであさっての方をむいていた。カップを口くち許もとに運んで、くうっと飲のみ干ほす。エルフはあることを思いついて席を立った。軽い足取りで彼らのテーブルへ向かう。

　詩人はゆっくりと立ち上がると、シワとほこりを払うように服をなでつけた。戦士が済まなさそうに声をかける。詩人はうやうやしく頭をさげた。

「お気になさらずに、幸運の神の神官殿。いい仕事をさせていただいたと思っております」

　薄うすく笑みを浮かべて、詩人は彼らに背を向けて店を出て行く。

「ずいぶん思わせぶりじゃの」口をもごもごさせながらドワーフが言う。ハーフエルフは鼻を鳴らした。

「なあに負惜しみよ」

　まったくその通り。エルフは笑みを浮かべて拍はく手しゆした。

「やあ、まったくですねぇ。お見事でしたよ」

　冒険者たちが振ふり返る。エルフは彼らのテーブルへ近づいた。ハーフエルフの女の子に笑いかける。

「お嬢じようさんのみごとな勝利を祝って、僕に一いつ杯ぱいおごらせてもらえませんか？」

　おごるという言葉を聞いて、ドワーフが目を輝かせた。ハーフエルフもまんざらではないようだ。自分の隣となりの席を引く。エルフはすすめられるままに座すわった。店員に声をかけて、全員の酒を注文する。

「どうもすみません」戦士の男が会え釈しやくする。この四人の冒険者の中でリーダー格なのだろうと、エルフは察した。吟遊詩人の台詞せりふからすれば、チャ・ザ神の神官のようだが……。戦士は続けた。

「私はチャ・ザの神官戦士のライスと言います。彼は魔法使いのチェペル」

　剣士の隣となりにいる冷めた感じの魔法使いが、軽く頭をさげる。

「彼は戦士のオスター」

　紹しよう介かいされたドワーフは、店員が持ってきたエール酒に口をつけたばかりで、周囲に注意がいっていない様子だった。

「彼女は精せい霊れい使つかいのリーライナ」

　ハーフエルフの女の子は、小首をかしげて微笑ほほえみかけた。

「あなたは精霊使いのようにお見受けしますが、お名前は？」

　礼儀正しい青年だ。どうやらこの四人の中で、彼がみんなの苦労をしょいこむ立場にあるようだ。エルフは親しみをおぼえて笑顔で答えた。

「僕はシラルムって言います。ご覧らんのとおりの旅人です。あなたがたとも同業ですよ」

「ひとりで旅を？」

　チャ・ザの戦士を押し退のけるように、リーライナと呼ばれた女の子が話しかけてくる。シラルムは答えた。

「ええ、もっとも、この間まで故こ郷きように里さと帰がえりしてたんですよ。でも村は退たい屈くつだし友達が呼ぶもんで、この街まちへやってきたんです」

「確かにこんな街は退屈だけはしないでしょうね。まさかここでエルフの男性に会えるなんてね」

　リーライナは目を細めた。おせじではなく、本気で憧あこがれているようだ。彼女の話は徐々に人間の男に対する悪口へと発展して行く。歯に衣きぬきせぬ物言いに圧あつ倒とうされつつも、シラルムは楽しく彼女の話を聞いていた。自分と違う考え方をする人の意見を聞くのは楽しい。それに、この娘の話は突とつ拍ぴよう子しがなく、それがとても面おも白しろいのだ。おまけに酒が回ってきたのか、ろれつも怪あやしくなってきている。

　話はいつしか彼女が水あびをしていた時、裸はだかをまじまじ見ていたとか、見ていないとか言ったことになっていた。シラルムは甲かん高だかい声で魔法使いを攻撃しているリーライナを観察した。やせっぽっちで色気には欠けている。年と齢しのせいというよりは、彼女の生れつきの体格がエルフ寄りなのだろう。シラルムはどちらかと言えば、肉感的な方が好みだ。まあそれも限度というものがある。彼女のような少年的な体と言うのも、それはそれで悪いものではない。

「羨うらやましいなぁ。機会があれば、僕にも見せてくださいね」

　ぽろりと言ってから、しまったと思った。ハーフエルフの目が軽べつしたように、すぅっと細くなった。

「あなた、それでもエルフ？」

　リーライナの目は完全に座すわっていた。ぐいと顔をつきだしてシラルムをねめつける。そして一気にしゃべりだした。

　エルフは高貴で知的。野や蛮ばんや粗そ野やや下げ品ひんは人間やドワーフにふさわしいのよ。エルフはいつも美しく、孤こ高こうの存在。気高くなくてはいけないのよ！……うんぬん。

「あわわわ」

　シラルムも口先には自信があったが、彼女の勢いはそれをはるかに上回っているようだった。それに……口出しをするよりも気が済むまでしゃべらせてあげたほうが彼女のためだろう。シラルムは神しん妙みような顔でうなずいたり、彼女が催さい促そくするとワインをつぎたしたりする役目に終始することにした。

「わかる？　だから、エルフっていうのはねえ」

　シラルムへ人差し指をつきつけているつもりなのだろうが、指はシラルムの後方はるかかなたを差していた。上半身がゆらゆらとゆれる。さすがにそろそろどうにかしたほうがよさそうだ。チャ・ザの戦士もそう感じたのだろう。彼女の肩をもって振り向かせる。もちろんそんな無礼なふるまいを、彼女がゆるすはずがなかった。

「なによぉ、ライス！」

　罵ば声せいが飛び出るか、と思いきや突とつ然ぜん彼女はケラケラと笑い出した。力なく戦士にもたれかかり、とめどもなく笑い続ける。

　休ませてあげたほうがよさそうですね。とシラルムが口を開こうとしたとたん、つかつかと背後に近づく足音と、咎とがめるような声があがった。

「こんなところにいたのね！」

　のけぞるように顎あごをそらして後ろを見ると、腰に手をあてて頰をふくらませた女性の姿があった。

「シラルム、ラダとの待合わせはどうしたのよ。約束の時間はすっかり過ぎてるわよ！」

「いやぁ、ジーン。お久しぶり。あいかわらず元気そうでなによりですねぇ」

「なに吞のん気きなことをいってんのよ。あいかわらずなのは、あんたの調子のよさと、女の子への愛あい想そうでしょ」

　愛想笑いを浮かべるシラルムへ近づいたジーンは、ぐいっとエルフの耳を引っ張りあげた。

「痛っ、いたたたたっ」

「まったく締しまりがないんだから。あ、あんた懐ふところは大だい丈じよう夫ぶでしょうね？」

「は？　大丈夫だけどなにか？」

「さっき、同業者とすれちがってね。あんたはぼーっとしてっから、真っ先に狙ねらわれたんじゃないかと心配したのよ」

「同業者って盗とう賊ぞく？　べつに怪あやしいやつはいなかったと思うけど……」

　耳をつかまれたままなので、首を奇妙にかしげてシラルムは腕組みをした。

「みなさん、お騒さわがせしてごめんなさいね」

　ジーンはあっけにとられている四人の冒険者に愛想よく会釈すると、エルフの耳をつかんだまま出口へと歩き出した。ひきずられるのと、歩くのと、跳はねるのとの中間のような奇妙な足取りでシラルムは後にしたがう。どうにか振り返ると、片手をあげて四人の冒険者へ挨あい拶さつを送った。

「じゃあ、みなさん、機会があったらまた会いましょうね。ごきげんよ～」

　チャ・ザの戦士はあっけにとられたまま、魔法使いはそれなりに、戦士の肩にもたれてくすくす笑っているハーフエルフとドワーフの二人は機き嫌げんよく手を振ってくれた。




　外はとっぷりと闇やみにしずんでいた。遅おそい夕食を求める人たちが食堂や屋や台たいにあつまっている。ほとんどの店は店みせじまいを始め、一日の仕事を終えた人々がさざめきながら行き交う。

「まったく、うちの人だってひまじゃないんだから、ちゃんと約束の時間は守ってよ」

　耳は離したものの、今度は襟えり首くびをつかんで、ジーンは足早に歩いて行く。つんのめりそうになりながら、シラルムはジーンに声をかけた。

「もう鐘かね五つ鳴ったんですか？」

「とっくに鳴ったわよ。どうせ酒場ではしゃいでて聞きそこねたんでしょ」

　シラルムは家並の向こうに見える鐘しよう楼ろうを見上げた。鐘四つと半分を聞いてから、そんなに時間がたったとは思わなかったのだが……。

　小さな川をわたり静かな住宅街に入って行く。緑が増えて人通りが少なくなる。公園のように見えるのはマーファ寺院の庭園だ。庭園のそばの路地へ入ると、石造りのがっしりとした家々が並んでいる。ジーンは一つの家の前で立ち止まった。素焼きレンガの壁かべやずっしりとした木の扉とびらは、年月にさらされて淡あわく色いろ褪あせている。ジーンは扉を押し開けた。

「ラダ。ダーリン、シラルムったら酒場で遊んでたのよ」

　薄うす暗ぐらい玄げん関かん口ぐちには壺つぼや彫像、金属の円えん盤ばんが何枚も組みあわされたもの。奇妙なかたちの棒ぼう。武器とおぼしきもの、錬金術に使う釜かま。使い途みちのわからない得え体たいの知れないものなどがところせましとひしめきあっている。ジーンはその間をすりぬけて奥へ入って行く。奥の部屋からは人の話し声が聞こえる。中をのぞいたジーンが、とまどったように「あら」と声をあげた。
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　積み上げられた品物をひっくりがえさないように注意しながら、シラルムはジーンの背後から部屋の中をのぞきこんだ。そこも同じように足の踏ふみ場もないほどに、物が散乱している。四方の壁には天てん井じようまでびっしりと棚たながつくられているが、さまざまな品物が手当りしだいにつめこまれていて、あふれんばかりになっていた。棚のない空間にも革かわでつくられた大きな鳥の翼つばさや、ロープ、ベルト、歪ゆがんだかたちの定規、鉄製の枠わく組ぐみなどが立てかけられていた。

　混こん沌とんに支配されているような部屋の中で、奥に二つ見える扉と暖だん炉ろの前のテーブルの周辺だけは、わずかに人が座すわれる空間が存在していた。

　暖炉の前。大きな宝箱をテーブルがわりに、不ふ揃ぞろいの椅子を並べた場所には、背の低い小太りの男と、ドワーフが二人、そしてエルフの青年──自分よりは若いみたいだとシラルムは思った──が一人いた。彼らが何の話をしていたのかはわからなかったが、晴れやかな顔をしている所を見ると、話しあいはうまくいっているようだ。

　小太りの男がこちらを向いて声をあげた。「おお、シラルム」

　シラルムは片手をあげた。

「お久しぶりですねぇ、ラダ。そちらはお客さんですか？」

　ラダはうなずく。エルフの青年が席をたって会え釈しやくをした。

「話し中だったんですか。じゃあ、ぼくは別の部屋でまってますけど……」

　シラルムが言うとラダは首をふった。

「いや、もう話はおわった」

　ラダは二人のドワーフへ目をやった。

「はあ。どうもお邪じや魔ましました」

　二人のうち、革よろいに武器を身につけたドワーフがうなずいた。席を立つと、つれの方を見る。賢者セージみたいな長衣を着た、もう一人のドワーフは、横おう柄へいにうなずいて立ちあがった。

　ドワーフとエルフの若者を通すため、シラルムは苦労してがらくたのすきまへ体を押しこんだ。ジーンが客人たちの先へ立つと出口へ導いていった。玄関の扉が開け締しめされ音がきこえる。ラダがシラルムを呼ぶ声がした。

　部屋に入る。ラダはシラルムを手て招まねきすると、自分のむかいの椅子をすすめた。

「ひょっとして、話の邪じや魔まをしちゃったのかな？」

　シラルムは柔やわらかなクッションに体をおちつかせた。ラダは首をふった。

「いや、話は終わってた。ほら、怒っていたドワーフがいただろう、あいつの兄貴の連れあいが破は傷しよう風ふうにかかったので、ユニコーンの角つのが欲しいと言ってきたんだ」

「ユニコーンの角を破傷風にですか？」

「ああ。盗とう賊ぞくギルドで俺おれのことを聞いて来たらしいんだが、今度からはもう少し客の依い頼らいを確認するように言ったほうがよさそうだな……ふうむ」

　ラダは苦笑いをうかべた。

「あれ、ラダはギルドの仕事をやめたんじゃなかったでしたっけ」

「やめたとは言っても、俺ほどの男をそうそう手放しちゃくれないよ」

「ダーリンの頭も、つくる品物も素敵だものね」

　ジーンが部屋へ滑すべりこんできた。ラダの首に腕をまわすと、甘あまえる猫のように身をすりよせる。

「おやおや、相変わらず仲のいい夫婦だことで」

　シラルムが茶化すと、ラダとジーンはまんざらでもなさそうに笑顔をうかべた。ふとジーンは口をとがらせた。

「ねぇラダからも言ってやってよ。シラルムったら待ちあわせを忘れて、酒場で女の子をひっかけてたのよ」

「ひっかけたりしてませんよ。それに彼女にはちゃんと仲間がいたんですよ」

「おや、待ちあわせと言っても、まだ約束の時間じゃないだろう？」

　ラダは妻を見上げる。ジーンは目を丸くして見返した。

「ラダまで何言ってるの？　ずっと前に鐘が鳴ったのを聞いてなかったの？」

　ラダは首をひねった。「きづかなかったが……」

　あきれた顔でジーンが口を開きかけた時、鐘の音が響ひびいてきた。鐘の音は五つ鳴るとおさまり、待っても半刻を告げる短い音は聞こえない。

「あ……ら」

　ジーンがきまりわるそうにシラルムを見る。シラルムはにやりと笑みをうかべた。ラダは肩をすくめると、軽くジーンの頭を叩たたいた。

「今の鐘はいくつ鳴ったかな？」

「もうっ、いじわる。ちょっとまちがえただけじゃない」

「六年ちかくもたつのに、相変わらずオッチョコチョイですねぇ」

　シラルムの台詞せりふにジーンは少女のように頰ほおをふくらませた。

「そうか六年だな。さすがにお前は変らないな」ラダがしみじみと言う。

「ラダはふけましたね。ジーンは……今も昔もきれいだ」

「そこでどうして言葉がとぎれるわけ？　正直に言っていいのよ？」

　ジーンが優しく言う。シラルムは大きく首を横にふった。

「いえいえ、そんなとんでもない」

「ちょっと、それどーいう意味？」

　ジーンは今度はシラルムの首根っこを抱かかえこむと、頭を猛もう烈れつにゆすぶった。

「わ、わ、わ、目がまわる」

「シラルム、里帰りはどうだった？」ラダが笑いながらたずねる。

「退たい屈くつでしたよ。従い兄と弟この手伝いで村の見張り番をやったり、木の世話をしてたんですけど、エルフってどうしてあんなに頭が堅かたくてつまんないんでしょうね？」

　他ひ人とごとのようにシラルムは言う。「で、ラダが僕を呼んだ用件は？」

　ラダの顔から笑みが薄うすれた。ジーンが静かに部屋を出てゆく。ラダはテーブルの上から、陶とう器き製せいの細ほそ身みのパイプをとった。

「ラウダと言う名の駆かけ出しの盗賊がいてな、そいつが盗賊ギルドで俺の造った縄なわばしごを見て、興きよう味みがあるから弟で子しにしてくれと言ってきたことがあった。べつに弟子は欲しくないので断ことわったが、そのあとちょくちょく遊びに来てた。そいつが同じような駆け出しの仲間を見つけて、冒険にでるのであいさつに来たんだ。五日ほど前のことだ」

　ラダはまったく関係なさそうな話をはじめた。だが、これが彼の話のくせなのだ。よく知っているシラルムは黙だまって耳をかたむけた。

　ラダはがらくたの山から小箱を拾い上げた。中に入っているのは刻きざんだタバコの葉だ。細いパイプに葉をつめこむと、指先で丁てい寧ねいに押さえつけた。

「人間の戦士と、盗賊でラーダの司し祭さいのラウダ。ごく若いエルフの精せい霊れい使つかいにグラスランナーの四人組だった。そいつらは冒険の基地となる宿として、いい場所を紹しよう介かいしてほしがっていた。俺はゲインの店をあげた。あそこなら駆け出しにも気をまわしてくれる」

　ラダは火ばさみを手にすると、暖だん炉ろの炎ほのおの中から、真っ赤におこった炭火を拾い上げた。それでタバコに火をつける。白と紫むらさきの煙がたちのぼり、甘い香かおりがただよう。

「ヒヨッ子どもが帰ろうとしたとき、俺はあることを思い出した。俺もまだ青かったころに、街まちの近くで小さな遺い跡せきを見つけたことがあった。古代王国時代の貴族の館やかたのようだったが、その時はほかの冒険で手て一いつ杯ぱいでほったらかしてしまったんだ。誰かがすでに荒あらした後かもしれないが、彼らには丁ちよう度どいいだろうと思ったわけだ。俺は紹介状と遺跡の話をしたためた手紙をラウダに持たせた。ラウダたちは喜んで出ていった」

　ラダは一息ついた。深々と吸って吐はき出した煙がヤニで黄金色に輝く天てん井じようへ広がっていった。

「四日たった日……昨日だが、ゲインの店から使いがきて、ヒヨッ子どもが面めん倒どうにまきこまれたらしいと伝えてきた。その時まで俺はラウダたちのことを、すっかり忘れていた。慌あわててゲインの店へ行ってみると、ゲインのたのみでヒヨッ子たちを探しに行っていたやつらが帰ってきたところだった。彼らはグラスランナーだけを連れていた」

「残りの冒険者たちを探しに行く手伝いを僕にやれと？」シラルムはたずねた。

「ラダたちはこの何年かのあいだに、いろいろ勉強して技わざを高めたでしょうけれど、僕は正直いって自信はありませんよ」

　ラダはじっとシラルムを見た。

「助けにいったやつらの話では、遺跡の回りの木々は全部、枯かれてしまっていた。遺跡の奥へ行き生き残りを探そうにも、奇き妙みような木の根や草が邪じや魔まして進めなかったらしい」

「だから精霊使いの僕を？」

　ラダはうなずいた。

「そうだ。それに……いや、これは説明するよりも、実際に会ってみたほうがいいだろう」

　ラダはパイプを置くと物もの憂うげに立ち上がった。奥の扉の前に立つ。シラルムは後につづいた。

「入るよ」声をかけたラダは返事を待たずに扉をあけた。壁かべ際ぎわにつけられたランプが淡あわい光を放っている。寝室らしく寝台が二つ並べられており、その一つに小さな人ひと影かげがこしかけていた。子供のように見えるが……。グラスランナーの女性だ。ぼんやりと空中をみつめている。二人が入っていっても、何一つとして反応を示さない。

「彼女が助かったグラスランナーですね」シラルムの問いにラダはうなずいた。

「シラルム、彼女をどう思う？」

　エルフはグラスランナーへ近づいた。顔をのぞきこんでも彼女は反応しない。放心した表情を浮かべているばかりだ。可か哀わいそうなまでにやつれている。目の前に手をかざしても声をかけても同様だ。顔や腕には細かいひっかき傷きずがあるが、手足がこわばっている様子はない。ただ両手のこぶしだけがしっかりとにぎりしめられている。

「心がここにない……と言うことぐらいしかわかりませんよ。寺院にはつれていったんでしょう？　何て言われたんですか？」

「何かとてつもない恐きよう怖ふに出会って、精神が破は壊かいされたのだろう……と言われた。俺がお前を呼んだのは、彼女のことがあったからなんだ」

　不思議そうな顔をしたシラルムは、あることを思い出してうなずいた。「あの時のことでしよう」

「奇妙なモンスターに魅み入いられて、気が変になりかけた俺を助けてくれただろう」

「あれは偶ぐう然ぜんですよ。運よくレプラコーンの力がかりられただけです」

「その運をもう一度ためしてくれんかな。その娘むすめの狂きよう気きは寺院ではさじを投げられてしまったのだ」

　そんなものを自分に治なおせるだろうか。シラルムはグラスランナーを見下ろした。まだ若い。幼おさないと言っていいだろう。ようやく親のもとを離れて、きままな旅を始めたばかりなのかもしれない。

「やるだけやってみましょうか」

　シラルムはしゃがみこんだ。床ゆかにひざをついてグラスランナーの顔を正面から見すえる。片手で空中をかきまわすように奇妙な身み振ぶりをする。グラスランナーの右肩の上に、こつぜんと精霊の姿が現れた。やせっぽっちで小さな人影。妖よう魔まのようにも見える奇妙なもの。満まん面めんに笑えみを浮うかべてエルフを見下ろしている。

「やあ、レプラコーン」

　シラルムは精せい霊れい語ごで話しかけた。レプラコーンはニヤリと笑った。

「この娘の心がどうなってるか、わかるかな」

　レプラコーンはグラスランナーの頭にしがみついた。

〝どうやら、どこかに置き忘れてきたみたいだね。端はしっきれが残ってるけれど、こんなやつじゃ、あんまり役にたたないだろうね。まあ、こいつの心をあやつるなら簡単だけど〟

「そんなために呼んだんじゃないよ。この娘の心を取り戻させることはできるかな？」

〝おいらにゃ無理だね。はっきり言えば、おいらが悪いんじゃなくてあんたが力不足だってことだけどさ。無理に戻そうったってダメさ。こいつの心がどこにあるのか、どうして戻ってこれないのかわかんなくちゃぁね〟

「彼女は何に捕とらえられているのだろう？」

〝心の端はしっこに触さわってみるかい？　それぐらいならおいらにもできる〟

　レプラコーンはグラスランナーの頭にしがみついたまま、エルフへ手て招まねきをする。それに誘さそわれるまま、シラルムはグラスランナーの額に自分の額を触ふれさせた。

　レプラコーンの力が自分の中へ入ってくるのが感じられた。それとともにグラスランナーのものらしい、混乱した記き憶おくと意識が流れ込んできた。断片的な情報。石積みの壁かベ。冒険者の姿。仲間たちだ。うっそうと茂しげった木々。動物たち。動物の姿にだぶって小人の姿。崩くずれかけた遺い跡せきの入口。ゆらめくたいまつの炎。奇妙な紋もん様ようの描かれた床。柱のようなもの。その中央できらきら輝く白い宝石。魔ま晶しよう石せきか？

　突然、暗くら闇やみが押し寄せてきた。金かな切きり声が聞こえたような気がした。耳を引き裂さき、頭の中をかき混ぜるような苦痛にシラルムはひるんだ。仲間たちが戦っている。仲間同士で戦っている。激はげしい恐きよう怖ふが闇やみとともに現れ、エルフを吞のみこもうとする。なにか強い力をもったものがエルフの心を押しやり、すりかわろうとしているようだった。黒いものが渦うず巻まいている。柱のようなものが、ゆらめきながら悲鳴をあげる。

「うわあっ」

　エルフは恐怖のあまりに悲鳴をあげた。あわててグラスランナーから身を離す。暗闇は消え去り、ランプの黄金色の光が怖おじけづく心を落ち着かせた。

「わ……たし……」

　シラルムは驚いてグラスランナーを見た。グラスランナーの瞳ひとみに知性の光が戻っていた。唇くちびるが震ふるえながら動き、かすかな声がもれいでた。

「私の中に……。助けて……こわい……わたしがわたしでなくなってしまう……」

　大きく見開かれた瞳から涙がこぼれおちた。「……こわいの……」

　グラスランナーの顔から表情が消え失せた。ぼんやりと虚こ空くうをみつめる。エルフは茫ぼう然ぜんとグラスランナーを見ていた。今のはなんなんだろう、答えを求めるようにレプラコーンを見るが、精霊は笑顔でエルフを見返すばかりだった。

〝次はなにをするんだい？〟

　シラルムは首をふった。レプラコーンを精霊界へかえす。精霊は溶とけるように消え失せた。エルフは立ち上って大きくため息をついた。

「どうだ、シラルム？」

　ラダの声にシラルムは驚いてとびあがりそうになった。ラダがいることをすっかり失念していた。ラダは戸口に立ったまま、心配げにエルフを見ていた。

「何と言えばいいのやら……。彼女たちが行った遺跡についてくわしく話してもらえませんか？」

「ではこっちへこんか？　ジーンが夕食を買ってきてくれた」

「彼女は？」シラルムはグラスランナーをふりかえる。

「時折、ジーンが蜂はち蜜みつとかを食べさせている。急場しのぎだがな」

　部屋に戻ると、テーブルの上にパンやスープなどが並べられていた。食欲はなかったが、ラダと同じように席に着く。ジーンが籠かごと水さしを手に入ってきた。

「さ、たくさん食べてよ」明るく言ったジーンだったが、シラルムの顔色がさえないのを見て声をおとした。「ねぇあの娘そんなに悪いの？」

「悪いと言うよりも、何をどうすればいいのか判わからないのがやっかいですよ。原因がわかっても……」渦巻く闇の嵐あらしを思い出して、シラルムは唇をかんだ。「僕の手におえるかどうか」

「遺跡について聞きたいと言っていたが、俺が行ったときはただの古代の遺跡だった」ラダが言った。「地じ崩くずれかなにかで半分埋うもれた屋や敷しきのようだった。朽くちた家具や美術品がいくつかあったが、追っているモンスターのことが気になって、よくは調べなかった。屋敷は十数個の部屋があるだけの、そんなに大きくない場所だったんだ。危険があるとは思ってなかった」

「黒い柱のようなものはなかったですか？」

「黒い柱？」シラルムの問いにラダは不思議そうにエルフを見た。

「どうだろうか……黒い柱はなかったと思うが、昔のことだからな」

「ねぇ、ここで相談してるだけではわかんないのなら、その遺跡へ行くしかないわ」ジーンが言う。

　シラルムは深くうなずいた。「ラダ、遺跡の場所を教えてくれませんか？」

　ラダはうなずいた。ジーンが口をはさんだ。「私も行くわ」

「え、確かに一人で行くつもりはありませんけど」

　とまどうシラルムを、ジーンはにらみつけた。

「その不安そうな言い方はなによ。私の腕前をうたがうわけ？」

「シラルム、彼女の剣の腕はあなどれんぞ。俺がついてゆくよりも心強いはずだ」ラダは笑いながら口をはさんだ。

「様子を見に行くつもりで行ってみてくれ」

「行ってみてくれ、ってラダは同行してくれないんですか？」

「あの娘を置いて行くわけにいかんだろ、造ってしまいたい道具もあるし……それと最近体を動かすのが面倒になってきてな……」ラダは少々ばつの悪そうな顔をした。





２






　夜明けとともにロマールの街を出た二人は、太陽が地平線と天頂のちょうど半分ほどにさしかかったころ、遺跡のある森へたどりついた。森は街道からずいぶん離れており、人が立ち入ることもほとんどない場所のようだった。

　森の中へ入ってしばらくしてジーンが言った。

「ねぇ、よくわかんないけど、何か変じゃない？」

「動物がいないんですよ。鳥の声も少ないでしょ」

　シラルムに指し摘てきされて、ジーンは改めて辺あたりをみまわした。深い森だ。下した生ばえも日ひ蔭かげに生える草ばかり。木が風にざわめく音が頭上から聞こえてくる。普通なら甲かん高だかい鳥たちの声が聞こえてきてもよいのだが、森は不気味に静まりかえっている。

　冒険者たちや、彼らを探しに向かった人々がつけたらしい細い踏ふみ分け径みちが、下生えの間にかすかに続いている。二人はそれをたどって森の奥へ歩いて行った。シラルムは得体の知れない不安感に眉まゆをひそめた。よく見ると木々の様子がおかしくなっている。エルフは幹みきに手を触ふれてみた。木の持つ力が弱々しくなっている。

「シラルム、ほら」

　ジーンは木の幹に生える、やどり木を指さしていた。白く美しいやどり木の肌はだは、どす黒く色が変っていた。そしてドームのように広がり生き生きと伸び上がっているはずの枝は、力なく垂たれ下がっていた。

　奥へ進むほどに周囲が明るくなってきた。木の葉が落ちて、裸はだかになった枝が空むなしく広がっている。湿しめった落ち葉が足もとにまとわりつく。

「優しき森の精せい霊れいよ。我が兄弟よ友よ」

　シラルムは精霊語で語りかけた。しかし樹じゆ木もくの精霊からの答えは弱々しいものだった。木の表面にわずかに精霊の姿が浮かんだように見えても、すぐにゆらいで消えてしまう。

　ジーンが心配そうに見ている。シラルムは肩をすくめた。

「樹木の精霊力が弱まってるんですよ。……弱くなってるのじゃなくて混乱しているのかもしれませんね」

　木の表面でいまだに何かの影かげがうごめいているのをみて、シラルムは付け加えた。

　下生えの草ものたうつようにねじれたものが増えてゆく。やがて行く手に丘おかのような膨ふくらみが現れた。石積みの壁や石柱が見える。二人はうなずきあった。

　近づいてみると、ラダが言った通りに古い屋敷のようだった。扉とびらの外れた入口から漆しつ黒こくの闇やみがのぞいている。闇であっても、魔法や闇の精霊などの邪じや魔まがなければ、精霊使いのシラルムには見通すことができる。今も、シラルムには入口の床に散らばる石などが見えていた。

　ジーンがほくち箱を取り出す。シラルムはたいまつを用意した。火だねから呼び起こされた火が、たいまつに宿って炎ほのおになる。二人は遺跡に踏みこんだ。石壁に足音が跳はね返った。

「ジーン、あのグラスランナーはどの辺あたりにいたのかな？」たいまつで周囲を照らしながらシラルムは尋たずねた。

「彼女はこの遺跡からは少し離れた森の中にいたそうなの。まかせて。ここの造りについては聞いてきたから」

　ジーンが先に立つ。この玄げん関かんホールからは三方向に廊ろう下かが延のびている。ジーンは正面にある廊下へと進む。細い廊下の両脇にはいくつかの扉があったが、ほとんどが開け放たれており、のぞきこむと古代人が暮らしていた名な残ごりが見られた。

　上へ行く階段があったが、上から流れ込んできた土ど砂しやと崩くずれた石壁に埋うもれていた。土砂のあいだから、木の根が伸びている。その根も黒くねじれていた。

「何だか臭くさくありませんか？」

　シラルムは鼻をひくつかせた。廊下の奥から奇き妙みような匂においがするような気がしたのだ。だがジーンは首をふった。

「あたしにはなにも匂わないけれど？」

　しかし匂いは奥へ進むにつれて強くなってゆく。気分も悪くなってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」ジーンが尋たずねる。

　うなずいたものの、廊下が地下への階段に行きついたころになると、不快感はさらに強まった。

　もともとは隠かくされた通路だったのだろう。階段を隠していた落とし戸の鍵かぎは上じよう手ずに壊こわされていた。せまい階段の両側の壁は、あちこちのすきまから土と黒い根が忍しのびこんでいた。地下は小さな部屋が三つほどと、長い通路がある。通路の奥へ行くほど匂いが強くなる。胸の悪くなるような腐ふ臭しゆうだ。壁の隙すき間まから入りこんでくる根も増える。その根が二人の行く手をはばむようになってきた。そしてついに、通路はからまりあった木の根の壁で行き止まりになった。
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　ジーンは根をつかんで引っ張った。二度三度と強く引くと、細い根が切れて壁に隙間が現れた。しかし隙間の奥にも、まだびっしりと根がからまっている。ジーンは剣を抜いた。隙間にねじこんで切り裂さこうとする。かなり大きな切りこみをつけることができたが、三分もたたないうちにジーンはあきらめて剣をしまいこんだ。力をこめて柄つかをにぎっていた両手の平が、真っ赤になっている。

「シラルム、魔法でどうにかできないかしら？」手の平に息をふきかけながら、ジーンは壁から一歩さがった。

　前へ出たものの、シラルムにはどうにかできる自信はなかった。黒い根にふつうの精霊が宿っているとは思えないのだ。いっそのこと精霊が出てきてくれないほうがいい。敵意を持った精霊が現れたりしたらとんでもないことになりかねない。狂くるった精霊の恐おそろしさについて、シラルムは先せん輩ぱい格かくの冒険者に教えられたことがあった。

「魔法は危なっかしいですよ。油で焼くとしても、こんな場所でこれだけのものを焼くのは大変ですからね……。剣で地じ道みちに切り開いて行くしかないかなぁ」

「やだ、シラルム見て。穴あなが小さくなってない？」

　言われてみると、剣で開いた穴が少しずつ小さくなって行く。

「空いた場所を埋めようと、根が伸びているんですよ。この壁、単に根っこが生えてできているわけじゃないみたいですね。何ものかが目的をもって、壁にしているんですよ」

「何ものかが、って誰が？」

「わかればずいぶんと助かるでしょうけどね」

　穴はじわじわと塞ふさがってゆく。ジーンはため息をついた。

「これじゃ、草くさ刈かり鎌かまでももってこなくちゃ無理よね。一度引き返したほうがいいんじゃない？」

「そうですね。戻るとしましょうか」




　遺跡から出て外の空気を吸ったシラルムは、ほっと安あん堵どの息をついた。たいまつに土をかけて火を消す。

「だから、以前に寺院の雑草掃そう除じのために、ラダが面白い仕掛けを造ったことがあるの。それをつかえば、あの壁も簡単にひらけると思うのよ」

　ジーンが言う。シラルムはうなずいた。二人は枯かれた森の中を引き返して行った。

　できるならばもっと格の高い精霊使いか、魔法使いに同行してもらったほうがいいのではないかと、シラルムは考えていた。あの壁がすぐに修しゆう繕ぜんされてしまうのは、あの狂くるった精霊を支配する魔力があるはずなのだ。そうでなければ、切られた根はそのままか、狂った精霊が思うままに、めちゃくちゃに荒れ狂っているはずだろう。狂った精霊すらしたがえたり、押さえこむことができるような魔法使いが、はたしてみつかるだろうか？　ロマールは剣士や傭よう兵へいたちならば、腕の立つ強つわ者ものたちがたくさん集まっている。しかし、魔法使いを探すなら東の賢けん者じやの街まちオランを置いてほかにはあるまい。だが、ロマールからオランはあまりに遠すぎる。

「シラルム、ほら、あれ！」

　ジーンが乱暴にエルフをひっぱり、森の奥を指さす。慌あわてた彼女の様子に、なにごとかと思ったシラルムは、指さす先にいる人影を見て驚きの声をあげた。

「あれは……」

　森の奥をふらふらと歩いて行くのは、ラダの家にいるはずのグラスランナーだった。ジーンとシラルムは顔を見あわせた。

「どうしてこんなところにいるのかしら？」

「わからないですけど、ひとまず追いかけましょう」

　グラスランナーは森の奥へと歩いて行く。ずいぶん離れていたが、ぼんやりした歩みなので、追い付くのにさほど苦労はなかった。ジーンが声をかけたがグラスランナーはふりかえらずに、ふらふらと森の中を歩いて行く。シラルムは足を早めてグラスランナーまであと数歩のところまで駆かけよった。引き止めようと手をのばす。

　突然、グラスランナーが跳はねた。エルフの手を避さけると軽かる技わざ師しのようにトンボをきった。思いがけない反応にシラルムは驚きの声をあげて身をひいた。

　グラスランナーがふりかえり、にやりと笑った。

「捕つかまえたぞ」グラスランナーの口から、きしるような奇妙な声が流れた。

「シラルム、回りを見て。囲まれたわ」

　ジーンが押さえた声で言う。二人を取り囲むように、木々の間から五、六匹の狼おおかみやヒョウ、山犬などの獣けものたちが身構えている。ジーンは剣を抜いた。

　それが合あい図ずとなったように、獣たちが動き出した。グラスランナーは精霊語を叫ぶ。二人の足下の大地が無数の石つぶてを吐はき出した。石つぶては突とつ風ぷうのような勢いでシラルムとジーンにおそいかかった。

「うわあっ」

「きゃぁ」

　とっさに身をかがめて、腕で身を守ろうとする。石がぶつかり服や肌はだが切り裂さかれる。骨にまで響ひびく打撃をうけてエルフはひるんだ。石の嵐あらしはあっと言う間に通り過ぎた。

　グラスランナーは相変わらずにやにやと笑い、あざけりの声をあげて二人を見ている。

「お前は何ものだ？　何な故ぜその娘の姿をしている」

　シラルムはグラスランナーにそっくりな生き物に向かって問いかけた。

　そいつはシラルムに指をつきつけた。

「なにをとぼけている。俺おれたちの仲間を殺し、森をめちゃくちゃにしたくせしやがって。お前をやっつけてやる！」

　グラスランナーの姿が消え、かわりに怒りに目をぎらつかせたプーカが現れた。背せ丈たけはグラスランナーとかわらないが、すこし瘦やせっぽっちで、服は身につけていない。グラスランナーやエルフとおなじ妖よう精せい族ぞくの一員だ。

「ほらみんな、やっつけちまおうぜ」

　周囲の動物たちがじりじりと迫せまってくる。ジーンが剣を構えようとするのを、シラルムが止めた。

「ジーン、剣をおさめてくれませんか。どうも何か誤ご解かいがあるみたいですよ」

「そうみたいね。でもこんな状じよう況きようで剣をしまえなんて無茶よ」

　シラルムはプーカに話しかけた。「プーカ、待ってくれないか。僕たちはここへ来たのは初めてだ。もちろん君たちに会ったのも初めてなんだ。話を聞いてくれないか」

「うそを言うな」プーカはぴしゃりと言った。「ここへ来たのが初めてなら、どうしてあの娘のかっこうをした俺を追いかけてきたんだ。お前があの娘を探してるのは知ってるんだぞ」

「ちがう、それは……」

　シラルムの言葉は再びまきおこった石つぶての嵐にかきけされた。

「シラルム！」

　ジーンが叫ぶ。動物たちが襲おそいかかってきた。

「ジーン、殺さないでください！」

「できたらね！」

　シラルムは自分めがけて走ってくる山犬に〈混乱コンフユージヨン〉の魔法をなげかけた。山犬は急に立ち止まると、ぼんやりとエルフを見上げる。それに安心するまもなく、続いて襲おそいかかってきた虎とらの爪つめをかわす。爪はマントを引き裂き、革かわ鎧よろいに溝みぞを掘ほった。

　背中に鈍にぶい衝しよう撃げきをうけて、シラルムは前のめりに突つっ伏ぷした。背に乗った獣の生なま暖あたたかい息が、首筋に近づいた。シラルムはもがいたが、背中の獣はびくともしない。

　苦戦しているらしいジーンの罵ば声せいが聞こえる。顔をあげるとプーカがうれしそうに小こ踊おどりしているのが目に入った。エルフはもう一度〈混乱〉の魔法をつかうべく、小声で呪じゆ文もんを唱となえた。と、急に背の上の獣が精霊語でしゃべった。

「こいつはちがうぞ」

　小踊りしていたプーカが驚いたようにふりむく。重みが消え去り、シラルムは大きく息をついた。

「ちがう、こいつらはちがう。匂においがちがうぞ」

　同じ声がジーンと戦う獣たちを止めようとした。シラルムは起き上がった。一頭の狼がジーンに襲いかかる獣を止めようと唸うなりをあげていた。

「ジーン、剣を引いてください。大丈夫ですよ」

　ジーンは不安そうだったが、剣をふるうのをやめた。腕や足に傷きずをおっているようだったが、深い傷はないようだった。動物たちもとまどったようすではあるが、彼女から少し離れて円えん陣じんをつくった。

　不満そうな顔のプーカがシラルムへ歩み寄る。その姿はみるみるたくましい狼にかわった。狼はエルフをねめつけながら近づくと、鼻先をひくつかせた。

「ちぇっ」一言いって狼はプーカに戻った。「本当だ、こいつはちがう」

　かすかな不満の声が動物たちの間からあがった。傷をなめたり、じっとシラルムたちを見ていた彼らは、森の中へ姿を消そうとする。シラルムは慌あわててプーカに声をかけた。

「待ってくれないか。どうして僕たちを襲ったのか、教えてくれないか？」

　立ち去りかけていたプーカは不満げに振り返った。

「どうしてあのグラスランナーの姿をしてたの？」ジーンが不安そうにたずねた。

「おまえら、あの娘を知ってるのか？」プーカがたずねかえす。

　シラルムは大きく息を吐はき出して体の力を抜いた。プーカの心をやわらげようと笑顔をうかべる。

「そうだよ。今、彼女はこの……ジーンの家にいるんだ。その彼女がこんな所を歩いてるんで、驚いて追いかけたらこうなったんですよ」

　プーカの表情がやわらいだ。「あの娘は無事か？」

　ジーンがうなずいた。

「ええ。でも何を話しかけてもぼんやりとしてるわ。あなた、その原因を知らないかしら」

「原因はな、変なエルフのやつさ」

　プーカは警けい戒かい心しんを解といたようだった。地面にぺたりと座すわりこむ。シラルムとジーンもそのまえに座りこんだ。気がつくと動物たちのほとんどは森に消えていたが、三匹ほどが残ってその様子を見ている。

「エルフってどんなエルフなんです？」

　シラルムが尋ねると、プーカはじっとシラルムを見た。

「おまえにそっくりだと思う。でももう少し背が低かったかもしれないな。グラスランナーの女の子を殺そうとしたんだ。グラスランナーの女の子は俺たちの友達なのに。だから俺たちは彼女を助けたんだけど、その時にエルフのやつが魔法を使って仲間を殺したんだ。俺たちは彼女がエルフに捕つかまらないように守ってたんだけど、迎むかえにきたらしい人間がいたから預あずけたんだ」

「グラスランナーと友達だって言ったけど、いつからの友達なのかな」

「ついこの間だよ。森の中の遺い跡せきに行くんだと言ってた。彼女と一緒にいた人間とかにイタズラをしてやろうと思って出てきた時に、友達になったんだ。その時にそのエルフもいた」

「エルフってグラスランナーを追いかけてるエルフのことかい？　どこにいたのかな」

「彼女のそばだよ」

　シラルムはプーカの顔を見つめた。彼らは話を順序立てて話すということができないようだ。

「つまり、人間やグラスランナーたち冒険者が森に入ってきたとき、君たちはグラスランナーと友達になったんだよね。その時に一緒にいたエルフと、いま彼女を追いかけているエルフは同じ人物なのかな？」

「俺はそう言ったぞ。おまえ頭悪いんじゃないか？」プーカは憮ぶ然ぜんと言った。

「でも、どうしてそのエルフが彼女を殺そうとしたんだろう？」シラルムはとまどった。

「プーカ、彼女たちがこの森でどんなことをしていたか、教えてくれないか」

「彼女と人間とエルフは森の中の遺跡に入っていった。俺たちは遺跡なんかに興きよう味みはないから森にいた。一日はたってなかったと思うけど、彼女が一人で出てきたんだ。泣いてたのでなぐさめようと思ったけど、すでに心がどこかへ行っていた。彼女を追いかけてきたらしいエルフが飛び出してきて、彼女につかみかかった『邪じや魔まをするなら殺してやる』と叫さけんでいた。仲間が殺された。これだけだ」

「森はいつごろからこんな風になったんだい？」

「彼女たちが遺跡に入ってだいぶんたったあと。彼女が出てくる少し前だと思う。俺たちが気づいた時には、かなりの木が変になっちまってた。ドライアードと話をしようとしたけど、変になっちまってて、俺たちにはどうすることもできないでいるんだ」

「彼女を殺そうとしたエルフはどこに居るのか知ってるかな」

「遺跡の中さ。二度ほど出てきて森をうろうろしてた。彼女を探してたんだろうな」

「遺跡の中？　あの根の壁かべのむこうかしら。あの壁を自由に行き来できるのかしら」

　ジーンが首をかしげる。シラルムはうなずいた。

「根の壁をつくった人物でしたら、壁を消すこともできますよ。と言うことはそのエルフがこの騒そう動どうの原因なんでしょうかね……」

「私、彼らがラダを尋ねてきた時に会ったことがあるのよ。エルフの青年も知ってるわ。ごく普通の若者だった。何かを隠かくしているようすや、やましいようすはなかったもの」

「人はみかけじゃわかりませんからね。でも、彼が普通のエルフだったとしたら、あの遺跡で何かが起こったのか……どのみち、あの壁を抜ける方法を見つけないかぎり、道はありませんよ」

「なあ……あの娘をもとに戻せるか？」

　プーカが心配そうにエルフに問いかける。シラルムはプーカをみつめた。眉まゆをよせてゆっくりと首を横にふる。

「わかりません。でも原因がわかれば、なおす見込みはあるかも知れませんね」

「そっか」プーカはぴょんと跳はねて立ち上がると、さよならも言わずに森の中へ走りこんで行った。それを見て、残っていた動物たちもきびすをかえして姿を消す。シラルムとジーンだけが残された。

「帰りましょ」ジーンが立ち上がる。シラルムはうなずいた。

　外へむかうにつれて、木々は命を取り戻していくようだった。あざやかな緑の葉がゆらめき、草花がゆれるのを見て、シラルムはほっと息をついた。

　ふとジーンが立ち止まった。森の奥を見ている。シラルムの視線に気づいて、安心させるようににっこりと笑った。

「なんでもないわ。またプーカがいたのよ。それより急いで帰りましょう」

　森を抜けた二人は、早足でロマールの街へ向かった。
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　ラダの家の扉の前へ立ったとき、鐘しよう楼ろうの鐘かねの音が三つ鳴った。扉を開けようとしたシラルムは鍵かぎがかかっているのに気づいて、ジーンを振ふり返った。

「ラダはでかけているのかな？」

「違うわよ。この街まちじゃ……まあこの街に限ったことじゃないでしょうけど、扉に鍵はかけておくものなのよ。どいて。開けるわ」

　ジーンは戸口に立つと、扉に向かって何事かを小さくささやいた。カタッと音がする。ジーンは扉を開いた。

　ラダは金属の棒ぼうと、縁ふちのぎざぎざした丸い金属板を相手に奮ふん戦せんしているところだった。

「ジーン、棒を支えてくれ」

　暖だん炉ろの前にあった宝箱や椅子はがらくたの間に押しやられ、あいた空間でラダは何かを組み立てようとしていた。ジーンは言われた通り棒を持つ。ラダは手早く金属板をとりつけた。

「よし、こんなものかな」

　ラダは誇ほこらしげに組み立てたものをながめた。ジーンが嬉うれしそうにラダに言う。

「これ草くさ刈かり道具ね」

　ラダはうなずいた。「必要になるんじゃないかと急いでつくったんだ。あとは支えとハンドルをつければ完成だ」

「いつだって大切なところをびしっと押さえてるんだから。だからダーリンって好きよ」

　ジーンはラダにすりよる。ようやくラダは彼女とシラルムの様子に気がついた。

「二人ともけがをしてるじゃないか。何があったんだ」

　ラダが神しん聖せい魔法でけがを癒いやしてくれるあいだに、二人は遺い跡せきと森のようす、そしてプーカのことを話した。

「狂くるった精せい霊れいが相手だとすると、かなり高位の魔法使いの手を借りねばならんだろうな」

　聞き終わったラダは重々しく言った。

「そんな人物をさがすとなれば、ラーダ寺院や魔法使いギルド、冒険者の店でさがすとしても、早くて明日の夕方、遅おそければ三日以上はかかるだろう」

「森の木々の変化は、徐じよ々じよに広がっているみたいですよ。放っておけばどんなことになるやら」シラルムはねじくれた森を思い出してため息をついた。

「それにあの娘だって弱ってしまうわ……」そう言ったジーンは、はた、とラダを見た。

「ダーリン、あの娘に食事をさせた？」

　答えはラダの顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「い……や、忘れていた」ラダは今にも脂あぶら汗あせを流しそうな顔で答えた。

「道具をつくるのに夢中だったのね。自分の食事も忘れるぐらいだから、心配だったんだけど……ああ、急がなくっちゃ！」

　ジーンは部屋をとびだして行く。廊ろう下かのむこうから物を動かしたり、ひっくりかえす音が響ひびいてきた。

「確かに急ぐべきだが無茶をするわけにもいかんからな」

　見送ったラダが気をとりなおしていった。シラルムも気が重いながらもうなずいた。

　いっそのこと、もう一度故こ郷きようの村へ戻ろうか。一人、腕の立つ精霊使いがいる。彼ならどうにかできるかもしれない。馬をつかえば三日で行ってもどってこれるだろう。森の異変と聞けば、いくら頭の堅かたいよそ者もの嫌ぎらいのエルフたちでも力を貸してくれるはずだ。しかしこんなことになるなら、やはり村にいる間に、気にくわなくても長老のところで精神修養をしておくべきだった。シラルムは後こう悔かいした。

「ダーリン、扉を開けて」

　どたどたとにぎやかに、腕とさじを持ったジーンが駆かけ込こんでくる。ラダがあわてて寝室の扉をあけた。

「ごめんなさいね。お腹すいた……」

　寝室に入って行ったジーンの声がとぎれる。続いて叫び声があがった。

「いないわ、どうして？」

　ラダは驚いて部屋をのぞきこんだ。

「あ！」短い声をあげてラダは部屋へ駆け込む。シラルムも続いた。

　部屋の中は以前にシラルムが見た時とほとんど変っていなかった。グラスランナーの姿がないことと、小さな窓が大きく開かれていることをのぞけば。

「あの窓は誰があけたんです？」シラルムが尋ねる。ラダが答えた。

「俺だ。空気がこもっているように感じて、すこしだけ開けておいたんだ。小さな窓だし彼女が自分からどこかへ行くとは思っていなかったからな」

「じゃあ、誰かがあの娘をさらって行ったの」ジーンが声をあげる。

　シラルムは窓へ近づいた。ごく小さな窓だ。グラスランナーならくぐりぬけられるだろうが……。

「彼女が自分からくぐりぬけたとしか思えないな。誰かが彼女を連れだそうとしたと考えても、彼女に出ようという意思がなければ、そんなせまい窓から無理やり連れ出すことはできないだろう」

　ふと、ラダは何か思い出したようだった。顔をしかめて舌打ちをする。

「そう言えば昼まえぐらいに、変な物音がしたんだ。その時にちゃんと確認すればよかった。急いで探そう。誰かが彼女を見ているかもしれない」

「……ちょっと待って……」

　ジーンがゆっくりと言った。

「あたし彼女を見たかもしれないわ。ほらシラルム、森から出た時にあたしが『プーカを見た』って言ったでしょう。あれはひょっとすると本物だったんじゃないかしら」

「どうしてそうわかるんです？」シラルムは尋たずねる。

「だって彼女は森の外から、中へ入っていったのよ。変だとおもったんだけど、きっとプーカが私たちの後をついてきていたんだろうと思って……」

「だとすると大変だ！」

　シラルムとジーンは顔を見あわせた。弾はじかれたように部屋を飛び出す。だが、二人をラダの声が止めた。

「俺も行こう。準備をするまで少し時間をくれ」

　シラルムは堅かたい表情でうなずいた。




　夕ゆう闇やみは無情なまでに早く訪おとずれた。空はみるみる光を失って濃のう紺こんに沈んでいく。気の早い星が輝く下を、三人は急ぎ足で進んでいった。

　森は黒々と広がっている。〈明りライト〉のコモンルーン・リングを持つジーンが明りをつけたが、シラルムも光の精霊を呼び出した。森の中で樹木の精霊いがいの精霊も異変の影えい響きようをうけるのか知りたかったのだ。

　レンジャーの技能に長たけたジーンが先頭にたって、昼間とおった細い踏ふみわけをたどってゆく。再びかすかな悪あく臭しゆうと不快感を感じて、シラルムは目的の遺跡が近いと察した。それは正しかった。裸はだかになった木々の梢こずえから降る星明りが、さらに明るさを増したような気がした。木々の向こうに遺跡のある小さな丘おかが見えてきた。ウィスプが力を失って消え去った。ラダが不安げにシラルムを見る。

「時間が経たったので自然に消えただけです。ウィスプはこの場所の異変には影響されないみたいですね」

　シラルムはもういちど精霊を呼び出した。清らかな精霊の光に心がなごむ。遺跡へ近づいたとき、シラルムは地面の上になにかが横たわっているのにきづいた。大きな狼だ。こちらにきづいたのか、かすかに身動きをする。あれは……。シラルムは精霊語で話しかけた。

「そこにいるのはプーカか？」

　狼は身を起こした。だが、すぐに倒れこんでしまう。苦しげな声が聞こえてきた。

「おまえは……昼間のエルフか？」

　ようやく狼にきづいたラダたちが身構える。シラルムは止めた。

「あれはプーカです。大丈夫」

　シラルムは狼へ近づいた。プーカはひどい傷をおっていた。魔法によるやけどが肩から脇わき腹ばらにかけて走っている。

「一体どうしたんだ？」

　プーカはエルフを見上げて低くうなった。

「おまえ、どうして……あのグラスランナーを守らなかった？　グラスランナーは『女王』の悲鳴に誘さそわれて、ここへ戻ってきてしまった……。悪いエルフが……彼女を見つけた。俺たちは戦ったが……彼女は連れ去られた！」

「遺跡の中へか？」

　プーカはうなずく。

「ひどくやられているな。神聖魔法が効きくかわからんが、やってみよう」のぞきこんだラダが手をかざす。一瞬、狼は身をこわばらせたが、そのままおとなしくしていた。

　治ち癒ゆ魔法は効果をしめしたようだった。ラダが手を引くと、狼はゆっくりと起き上がった。

「あの娘は連れ去られたの？　大変だわ、急ぎましょう」

　プーカの言葉を聞いたジーンは、叫び声をあげて走りだそうとした。

「少し待ってください。プーカ、さっき言った『女王』って何なんだい？　『女王』の悲鳴にグラスランナーが誘われた……とはどう言う意味か教えてくれないか？」

　プーカ──狼はエルフをみあげた。

「『女王』を知らないのか？　この森の木々のなかでもっとも古く、強く、偉い大だいな木。魔力に満ちた太たい古この樹木だ」

「いや、知らない」

　エルフは首をふる。プーカは驚いたようだった。

「『女王』は力強い存在だ。この森の木々はみんな『女王』の力を受けていた。ずっとずっと昔からだった。『女王』の力は偉大だったので、人間までがその力を使おうとしたほどだった。人間のせいで『女王』は眠らされ、悪いエルフのせいで『女王』は苦しめられている。森の木々がおかしくなったのは『女王』の悲鳴が木々を悲しませるからだ」

　激しい怒りに狼は毛をさかだてる。ラダは腕組みをして眉まゆをよせた。

「強い魔力を持った『女王』と呼ばれる木か……ひょっとすると……」

「吞のん気きに考え事をしているひまはないわ。急がないとあの娘が危ないのよ！」

　じれたように叫んだジーンは、止める間もなく遺跡の中へ走り込む。狼がすぐ後に続き、一足おくれてシラルムとラダが続いた。

　三人と一頭は遺跡の通路を奥へと走っていった。隠かくし扉とびらの階段を駆かけ降り、木の根がはう地下の通路を進む。悪あく臭しゆうがよどんでいる。シラルムは気分が悪くなってくるのを感じていた。

　やがて行く手に黒い壁がたちふさがった。びっしりとからまりあった木の根が、侵しん入にゆう者しやを阻はばむ。

「よし、出で番ばんのようだな」

　ラダは背負っていた金属の棒ぼうをおろした。太い棒には縦に深い溝みぞが入っている。そこにナタの刃はのようなものを差し込むと、先せん端たんに丸い金属板をはめ込んだ。金属板の周辺には山形の凹おう凸とつがついている。ジーンが歯車のついた奇妙な仕掛けを棒に固定する。まもなく不思議な道具が完成した。

「本来はハンドルで回すんだが、いまは紐ひもで代用するしかあるまい。未完成品だがうまく動いてくれよ」

　滑かつ車しやに似た輪へ革かわ紐ひもをまきつけながらラダは祈いのるようにつぶやいた。輪は歯車によって金属板につながっているようだった。

「それはなんだ？　何をするつもりだ」プーカがうたがわしげに道具を見る。

「ノコギリのようなものだ。まあ見ていてくれ」金属板が壁にあたるようにもたせかけたラダは、道具に足をかけると、力ちから一いつ杯ぱいひもを引っ張った。

　金属板がすごい勢いで回転する。焼けたナイフがバターにくいこむように、道具はやすやすと壁を切り裂さいた。縦に一文字にすきまが開く。シラルムはそのすきまへ体をねじこんだ。四苦八苦しながらどうにか抜け出す。続いて刀で穴あなを広げながらジーンが通り抜けた。狼は楽にくぐりぬけたが、道具をひきずったラダは少々てまどり、シラルムはあわてて手をかした。
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　壁のむこうには薄うす暗ぐらい通路がさらに続いている。匂においと不快感はさらに強くなっていく。通路の壁や床にはびっしりと木の根が絡からみついていた。シラルムは強い樹木の精霊力を感じた。しかし非常に不快な力だ。

「シラルム、大丈夫？」

　ジーンがのぞきこむ。シラルムは自分が冷や汗をかいていることにきづいた。えたいの知れないものが、じわじわと自分を取り囲み、締しめつけてくるような気がする。だが、ジーンとラダはそれを感じていないようだった。不思議そうにエルフを見ている。ふと気になってプーカを見る。狼はうつむいて息をあえがせていた。

「プーカ……感じますか？」

「……ああ」

　苦しそうな答えがかえる。

「プーカはここに残ったほうがいいでしょう。この先はさらに気味が悪そうですよ」

　シラルムは言う。しかしプーカは首をふった。

「俺はあの娘を助ける。俺は友人を見捨てたりしない」

「二人ともどうしたんだ」ラダがたずねる。シラルムは安心させようと、笑みを浮かべようとした。

「精霊力の異変が強くなっているからでしょうか。ちょっと気分が悪くなっただけですよ」

「そうか。だが無理はするなよ。なんだったらお前たちは戻るか？　俺とジーンの二人でもなんとかなるだろう」

「それこそ無茶ですよ。もう大丈夫。行きましょう」

　シラルムは気をふるいたたせると通路の奥へ歩き出した。

　通路はすぐに上へむかうなだらかな階段に行きついていた。階段の上は暗くら闇やみに閉ざされている。シラルムにも見通せないまったくの闇。闇の精霊がいるようだ。

「光の精霊よ。君の力を貸してくれ」

　シラルムはウィスプを闇へ近づける。闇へ近づいたウィスプは突然消え失せた。見通せない闇も消えたが、それはほんのわずかな場所だけだった。階段の上はまだまだ深い闇に閉ざされている。

「ラダ、上にかなりたくさんの闇の精霊がいますよ」

　ラダはエルフの肩ごしに上を見上げた。

　シェイドは見かけよりも非常にやっかいな代しろ物ものだ。別名を『恐きよう怖ふの精霊』と言う。シェイドに襲おそわれた者は、精神の力を奪うばい取られてしまう。普通ならば気を失う程度ですむが、シェイドがたくさんいたり、何かの理由で力が強くなっている場合は、狂くるい死んでしまう可能性があるのだ。おまけにやっかいなことに、シェイドを武器で攻撃した場合も、同じように精神の力を吸い取られてしまう。シェイドを倒すには魔法の力を使うしかない。

「ジーン、明あかりをくれないか」

　ジーンは魔法の明りが宿った剣をラダに渡す。ラダは剣をかかげて前に踏ふみ出した。先頭に立って階段をのぼってゆく。

　魔法の光に照らされるとシェイドは溶とけるように消えてゆく。階段の上に半開きになった扉が現れた。三人と一頭は階段をのぼっていく。

　プーカの足取りが重くなった。シラルムも足がすくむのを感じていた。魔法の光のために見えはしないが、シラルムは扉のむこうからいくつものシェイドが流れ出してくるのを感じ取っていた。そして扉のむこうには信じられないほどのシェイドの気配がある。

「ラダ、その向こうにはまだまだたくさんシェイドがいるみたいですよ」

　ラダはエルフをふりかえり、次に扉を見た。

「ジーン、新しく〈明り〉の魔法をかけてくれんか。それもできれば全員に」

　ジーンはうなずくと「明りよ」とつぶやいた。ラダの髪かみの毛の一点が光りはじめる。滑こつ稽けいにも思える情景だったが、命にかかわるかもしれないことだ。ジーンはシラルムとプーカにも同じように〈明り〉の魔法をかけた。

　コモン・ルーンと呼ばれる魔法は、特別に造られた魔法の品物を持てば、どんな者でも魔法が使える便利なものだ。ジーンは魔法の心得はないが、コモン・ルーンの指輪をもっている。だから〈明り〉の魔法をかけることができるのだ。

　しかし、こんなに何度も魔法を使うのは、かなり疲つかれる仕事のはずだ。

　ジーンはラダから剣を返してもらう。三人と一頭は用心深く扉をくぐりぬけた。

　広々とした通路が彼らを出で迎むかえた。どうやら別の建物の中に出てきたようだ。床はモザイクタイルがはられ、壁は淡あわいクリーム色に塗ぬられている。簡素な彫刻で飾かざられた柱が立ち並び、壁の所々に臙えん脂じ色いろの扉がある。床には白くほこりが積っているが、踏ふみ荒あらされた跡あとがいくつも奥へ向かっている。いくつかは扉を出入りしたりしている。

「ヒヨッ子たちは、このあたりまで探たん索さくに来たみたいだな」ラダがつぶやく。

　通路は魔法の光が途と切ぎれた先から、闇の精霊のつくる漆しつ黒こくにとけている。

「悪いエルフの匂においがする。グラスランナーの匂いもする」

　床を嗅かぎまわっていたプーカが身を起こすと、通路の奥へと走って行く。

「プーカ」

　シラルムが止めようとしたが、狼の姿はすでに闇の中へ消えて行く。三人は慌あわてて後を追う。

　プーカにかけられた魔法の光が、白く通路の先に浮かんでいた。行く手から奇妙な感覚が押し寄せてくる。これは……恐怖と悲しみの感情に似ている。走りながらシラルムは体が震ふるえるのを感じていた。気を抜くと足が萎なえて倒れそうになる。隣を走るジーンの顔も、こころなしかこわばっているように見える。ラダも同じだろうか？　しかし振り返るだけの余裕はなかった。

　走り続けた三人は、突然ひろい空間に飛び出した。壁にあたって跳はね返っていた光がなくなり、辺りが急に薄うす暗ぐらくなったような気がした。

　広い部屋だ。かなり広い範はん囲いを照らせる魔法の明りでも、部屋の全体を照らすことはできない。ただ、魔法陣らしいものが描かれた床と、這はいまわる黒い木の根、あちこちに不規則に立てられた水すい晶しようの柱。そして狼と格かく闘とうしている人影が見えた。エルフだ。嚙かみつこうとする狼を杖つえで防いでいる。そいつが何事かを叫さけぶ。まばゆい光にはじかれたように、狼は床に転がった。苦痛の悲鳴をあげる。しかしすぐに立ち上がると、すこし離れた床の上に転がっているものをかばうように、エルフの前に立ちふさがった。グラスランナーが倒れているのだ。

　シラルムは三たび光の精霊を呼び出し、それを呪文をとなえようとしているエルフへ叩たたきつけた。精霊が壊こわれてはじける。その衝しよう撃げきにエルフはたじろいだ。

　ジーンが飛び出す。一呼吸おくれてラダとシラルムが続く。エルフは新たな敵にむきなおる。その目がうつろなことにきづいてシラルムはぎょっとした。

「シラルム、固まらずに散れ。一まとめに魔法をくらうぞ！」

　ラダは叫ぶと思いがけない素速さで、横っ飛びに移動する。シラルムはうなずくとラダとは逆の方へ走った。

　エルフが呪文を叫ぶ。さっきまでラダとシラルムがいた場所に、あざやかな炎ほのおがふくれあがり爆発した。熱風が押し寄せる。太い木の根が燃え上がった。一瞬おそければ、シラルムやラダが木の根と同じように焼かれていただろう。

　ジーンはエルフにあと数歩のところまで駆かけ寄った。エルフは再び呪文をとなえようとしていた。シラルムは燃える木の根へ意識を集中した。

「ラ・エイルクール、フー・レザール・キャルク・アーム。炎の精霊よ、小さきサラマンダー。矢となり敵を貫つらぬけ！」

　指先を踊おどらせ、何かを投げつけるような身み振ぶりをする。燃える根から火のかたまりが飛び出すと、矢のようにエルフに襲いかかった。炎の矢がはじけてエルフは悲鳴をあげた。

　ジーンがひるんだエルフに飛びかかった。押し倒して杖をむしりとる。

「しっかりしなさい！　私よ。ラダの家で会ったでしょう？」

　ジーンはエルフをのぞきこむ。だがエルフはジーンを認めた様子はない。喚わめき声をあげてジーンをふりほどこうとした。ラダも加わる。近づこうとしたシラルムは、エルフの体からアンデッドが持つ黄色がかった光が出ていることにきづいた。

「ラダ、そいつはアンデッドだ」

「なに言ってるの、彼は生きてるわよ」ジーンがとがめるように言う。

「そうか、ホーントだ！」ラダが叫んだ。

「こいつは悪あく霊りようにとりつかれているんだ。寺院まで連れ帰れば助けられる」

「でも、こんなに暴れるんじゃ……きゃぁっ！」

　押さえつけられていたエルフは突然、獣けもののような叫びをあげるとジーンをはねのけた。そして捕とらえようとしたラダへつばを吐はきかける。ラダが一瞬ひるんだすきに、倒れたままのグラスランナーへにじりよった。

　狼がエルフへ飛びかかる。だが、さっき魔法によって受けた傷のためかバランスを崩くずした。エルフは狼に光のかたまりを叩たたきつけた。光の精霊がはじけ、狼はもんどりうって倒れた。そのまま床の上で体をひきつらせる。狼の姿は消えうせ、やせっぽっちのプーカの姿があらわれた。プーカはぴくりとも動かない。

　シラルムは怒りに叫びをあげて、グラスランナーへ近づくエルフへ飛びかかった。二人のエルフはもつれあいながら床にころがった。

　悪霊に取りつかれたエルフは、信じられないような力で抵てい抗こうする。まだ若いエルフだ。シラルムよりも二十歳ほど年下だろう。狂きよう気きにとりつかれた目は、どこか異質な空間を見つめているようであり、もつれてほこりだらけの薄うすい金色の髪かみが、彼をおそろしい化ばけ物もののように見せていた。エルフはわめきながらシラルムの腕に爪つめをたてる。くいこんでくる痛みにシラルムは悲鳴をこらえて歯をくいしばった。

「石をかえせ！」エルフは血走った目でシラルムをにらみすえて言った。まるで老人のようにしわがれた声だ。「あれはわしのものだ。かえせ！」

　二人はもみあいながら床の上を転がる。なにか固いものが背にぶつかる。鈍にぶい痛みにシラルムはひるんだ。鉤かぎ爪づめのようにくいこんでいた手が、今度はのどもとにからみついた。手首をつかんで押しとどめようとするが、はるかに強い力で締めつけられた。

「あれがなくては、わしは完全になることができん。生きていけぬのだ。かえせ！」

　胸の上にのしかかられて、シラルムはもがくこともできなかった。腕の力が抜けて行く。喉のどを強くしめつけられる。息苦しさに胸が破けそうだ。頭がぼやけて景け色しきがゆがむ。それなのに、自分を殺そうとしているエルフの、かっと見開かれた目だけははっきりと見ることができた。

　シラルムは生れて初めて「死」というものに直面した。

　生れてから二百年ちかく生きてきて、初めて感じた不安だった。とてつもなく不安だった。何もかも投げ捨てて、逃げ出したかった。苦しさや怒りもあったが、一番奥深くにあるのは不安、そして恐怖だった。自分はどうなってしまうのだろう？　この次の瞬間、意識を失ったとたんに、自分はどうなってしまうのだ？

　死とはなんだ？　自分は消しよう滅めつしてしまうのか？

　消え失せてしまい二度と存在しないのか？

　永遠の闇。己おのれが崩ほう壊かいする。そんな恐怖。

「『おねがい、死なないで！』」

　耳に聞こえる甲かん高だかい声と、精霊語と、心に聞こえる無音の叫びが重なって響き渡った。

　それはまるで、闇を払う神聖な光のようだった。シラルムの脳裏に大木の姿が浮び上がった。緑の天てん蓋がいを日の光と風の中にそよがせる大きな木。命にみちあふれた神聖な姿。それはまるで世界が生れたときに、ともに生れた伝説の大樹のようだった。魔力と精霊力に満ちたすべての植物の母。母の優しい力が、恐怖をぬぐいさってゆく。シラルムはうっとりと、そのイメージに身をまかせようとした。

　押さえつける力がなくなった。シラルムは身じろぎした。意識はぼんやりとしたままだったが、体は生きるための反応を起こして、飢うえたように空気を吸い込んだ。うつぶせになってあえぐ。うつくしい幻げん影えいは消え失せ、みにくい現実が残った。

　罵ば声せいに振り返る。シラルムから引き離されたエルフは、今度はジーンを締め殺そうとしていた。ラダが引き離そうとするが、エルフは力をゆるめようとはしない。

「すまん」

　ラダは剣を抜いた。ふりかぶる。そして一息にエルフの首を打ち払った。

　シラルムは声にならない呻うめきをあげた。一瞬の間があって重いものが落ちる音がした。赤い奔ほん流りゆう。死がふたたびシラルムの目の前にたちはだかり、おぞましい生暖かいマントで彼を包み込んだ気がした。

　命を失ったあわれなエルフの体は横倒しになった。むせかえりながらジーンが血にまみれた上半身を起こす。

　精霊が──シェイドたちが渦うず巻まいた。死によって引き起こされた恐きよう怖ふに反応している。そう理解したシラルムは、次に襲おそってくるだろうふくれあがった恐怖の波動に対して身構えた。

　が、突然にシェイドたちは消え失せた。シラルムは茫ぼう然ぜんとなった。ふと、大きな気配を感じた。今まではシェイドの気配が強くて感じられなかったが、この広い部屋の真ん中に大きな樹木の精霊力を感じる。

「シラルム、気をつけろ！」

　ラダの叫びにふりかえる。その眼前に年老いた男の幻まぼろしが迫せまっていた。幻ではない。これがホーント──スペクターなのだ。黄色いリン光でできた老人の、恐怖にこわばった醜みにくい顔が目の前一いつ杯ぱいに広がる。よけることすらできない。スペクターが入り込んでくる。首筋から背筋にかけてが凍こおりついたようになって、シラルムは悲鳴をあげた。

「『死にたくない！』」

　叫んだのはシラルムだったのか、スペクターだったのか、それともその両方だったのか、よくわからなかった。死に対する恐怖が二つの意識を支配した。

　そしてシラルムはスペクターとなった老人の記き憶おくを知った。




　この遺跡には一人の年とし老おいた魔法使いが住んでいた。

　古代王国──カストゥール王国の魔法使いたちはみな長ちよう寿じゆであったが、彼はその中でも長生きをしている方だった。だが、いくら長寿であっても、人は年老い死へと向かうものだ。この魔法使いも例外ではなかった。

　しかし、彼は年老いて朽くちていく己おのれを受け入れることができなかった。迫りくる死とは、それすなわち存在の消滅だと、多くの魔法使いたちは信じていたし、彼もそうだったのだ。魔法使いたちは神も精霊もさほど敬意を払うべき存在ではないと考えていたし、その存在も否定しようとしていた。死後の世界などばかばかしいおとぎ話だ。死はすべての終わりなのだ。魔法使いはそう信じるゆえに、どうにかして死を避けようと考えたのだ。

　彼はさまざまな延命の方法を試みた。当時さかんに造られていた怪あやしげな薬品を買い集めたり、他の生き物の生命力を己おのれにそそぎこもうとしたこともあった。試行錯さく誤ごを繰くり返し、いくつか効果のある方法もみつけだしたが、どれもが一時しのぎでしかなかった。着実に彼は年老い、死という名の絶ぜつ壁ぺきへ歩み寄っていることに変りはなかった。

　そして彼は絶壁の端はしに立つ時をむかえた。彼の危うい命を支えていたのは、魔ま法ほう樹じゆと呼ばれる『マグナ・ロイ』の与あたえてくれる力だった。老人が見つけたその樹きは、特に不思議な樹だった。普通のマグナ・ロイはただ単に魔力を秘ひめ、魔力を生み出すだけのものだ。だがその樹は周囲のものへ生命の力を送りだしていた。魔法使いは樹の周囲に魔ま法ほう陣じんを敷しいてあふれだす力を集めた。

　老人の体は生きていた。樹の力を得ているかぎり彼は生き続けることができたかもしれなかった。だが彼の精神は朽くちかけていた。いまにも崩くずれ去りそうな不自由な体を嫌けん悪おし、恐おそれる毎日が彼の心を蝕むしばんでいた。

　寝ても覚めても老魔法使いは恐怖に囚とらわれたままだった。いつ、どんなときにほんの些さ細さいなできごとで、自分の体が朽ちはてるかもしれない。死が訪おとずれるかもしれないのだ。

　それは拷ごう問もんのようだった。死はどんなときでも、決して彼のそばから離れることはなかった。彼の肉体はなんとか生きていた。だが精神はすり減へってゆき、かわりに狂きよう気きがふくらんでいった。

　彼は自分の限界を感じて、最後の方法をとることにした。肉体を捨て去り、血はかよわないがずっと頑がん強きような魔法の品物の中へ、己れの心を移しかえようとしたのだった。その魔法はカストゥール王国時代の魔法使いでも、特に〈付与魔術エンチヤントマジツク〉にすぐれた高位の魔法使いだけが修しゆう得とくできる技わざ。ごく普通の魔法使いである老人には無理な魔法だった。しかし、彼は長い年月に積み重ねてきた己れの経験と知識をふるって、一つの魔法装置を造り出したのだった。

　マグナ・ロイを取り囲むように無数に立つ水晶柱。床の複雑な魔法陣。その魔法装置の焦しよう点てんはマグナ・ロイにあわせられていた。魔法使いは己れを魔法樹に移しかえようと考えたのだった。魔法樹には銀の呪じゆ文もん板ばんや魔ま晶しよう石せきがつけられて、まるで祭の祝いわい飾かざりのようにも見えた。老いた魔法使いの全すべてがその魔法装置にかけられていた。

　だが運命は彼の試みを快こころよく思っていなかったようだ。魔法陣をつくりかえたため、彼はマグナ・ロイの力を得られなくなっていた。老いた体はそのわずか数日間の──そしておそらくは最後の──試練を乗り越えることができなかった。自室の使い慣れた肱ひじかけ椅い子すから立ち上がろうとしたとき、彼の体は役目を放ほう棄きした。彼は「生」という名の大陸の崖がけっぷちから足を滑すべらせ、下に深々とひろがる「死」の深しん淵えんをのぞきこんだのだった。

　老魔法使いの心は深淵から逃げだそうとした。ぽっかりと口を開き、己れを吸い込もうとする「無」からのがれようとあがいた。

　締しめ上げられるような激はげしい恐きよう怖ふ。それだけが老人に残された最後の力だった。老人の肉体は試練に破れたが、精神は打ち勝った。しかし、その勝利は空むなしいものだった。老人の心は激はげしい死への恐怖に染そまっていた。彼は己れが死んだことを理解できなかった。考えることも知ることもできなかった。死を見ることを拒きよ絶ぜつしたために、彼はあるがままのものを受け入れることができなくなっていた。

　老人はこと切れた自分の死体の上をただよう怨おん霊りようとなった。そして不幸はさらにあった。老人は急いで魔法樹のそばへ行き、魔法装置を発動させようとした。だが彼の部屋は魔法的に密みつ閉ぺいされていたのだ。スペクターとなった彼の体はどうしても部屋から出ることができない。魔法使いの苦しみと恐怖は続いた。永遠とも思えるほど長く。

　彼が肉体を失ってどれだけの年月が経たっただろう。ある日、奇妙な四人組がおそるおそる扉を開けた。

　扉のすきまから飛び出したスペクターは、一目散に魔法装置へむかった。今こそ新たな生を手に入れるのだ！

　スペクターは魔法装置を動かした。長い苦しみからようやく解き放たれる。スペクターの体は魔法樹に吸い込まれた。──が、魔法樹と同化することができない。それどころか、別の意識が魔法樹に宿っているではないか。その意識は老人を恐おそれて恐怖の悲鳴をはなった。スペクターは強い力ではじきとばされた。

　一体何が起こったのだ？　老人の亡ぼう霊れいは樹から離れると装置を調べた。そして魔法樹にとりつけた呪文板の中で最も重要な板から、魔晶石が取り去られているのを見つけだした。スペクターは通路を引き返した。あの四人組のしわざにちがいない！

　四人は老人の部屋をあさっているところだった。スペクターは魔晶石をかえすように命じた。

　最初は知らないふりをしていた四人だったが、いらだったスペクターが〈電撃ライトニング〉の魔法を放つと、グラスランナーが石を外したことを認めた。そこですなおに返せばよかったものを、妖よう精せい族ぞくの女は拒きよ否ひした。「木が嫌いやがっている」とたわごとを言ってどうしても返そうとしない。仲間が説得してもグラスランナーは抵てい抗こうし、エルフまでがそれに加わった。

　スペクターは時間を無む駄だにしたくなかった。そこでリーダー格らしい人間に乗り移りグラスランナーから石を奪うばおうとした。

　おろかものたちはグラスランナーを守ろうとした。戦いになり、スペクターはもう一人の人間を殺してしまったうえに、自分が乗り移っていた人間も死んでしまった。

　スペクターは次に手早くグラスランナーに乗り移ろうとした。だが、妖精族の力は思いがけず強く、支配することはできなかった。

　グラスランナーの心は恐きよう慌こうに陥おちいった。その時になにか奇妙な別の意識も感じたが、スペクターは気にしなかった。

　グラスランナーが駄目なら残る一人に乗り移るだけだ。グラスランナーに比べると、エルフの抵抗は弱々しいものだった。

　エルフにのりうつったスペクターは、グラスランナーに近づいた。グラスランナーはこわばった表情でその様子を見ていたが、突然、悲鳴をあげると逃げ出した。

　グラスランナーは遺跡の中を逃げ回り、なかなかつかまえられなかった。スペクターは追いかけた。エルフの体は身軽であつかいやすかった。そして魔法の心得があるのか、魔法の杖つえをもっているのが好都合だった。

　グラスランナーは遺跡の外へ逃げ出した。スペクター＝エルフは森の中で彼女に追い付いた。だが奇妙な獣たちがグラスランナーのそばにいた。獣たちはスペクターの邪じや魔まをする。結局グラスランナーには逃げられてしまった。

　スペクターは失意といらだちに気がくるいそうだった。

　ふたたび遺跡へもどり、のぞみをかけて魔法装置を動かしてみる。だが、新たな生はえられなかった。あのグラスランナーが持つ魔晶石が必要だ。とりかえさねば……。




　まばゆい光が焼けつくような痛みをおこした。スペクターは悲鳴をあげ、シラルムも苦痛の叫びをあげた。スペクターが離れていく。悪お寒かんに身をふるわせながら、シラルムは目を開いた。

「大丈夫か、シラルム？」

　ラダの腕がエルフを抱かかえ起こす。シラルムは床に倒れ込んでいた。スペクターにおそわれて、ほんの数秒しかたっていないようだった。

　背筋を凍こおらせる悲ひ惨さんな呻うめき声をあげながら、スペクターはシラルムたちの頭上をさまよった。ラダが手をかざして、神聖な光を投げつける。スペクターはぼやけた両手で顔をおおい、闇やみの中にとけこもうとした。シラルムが先刻おおきな樹木の精霊力を感じた方に向かっていく。シラルムはよろめきながらあとを追った。
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　大きな木があった。数百年は生きているだろう。シラルムはスペクターとなった魔法使いの記憶で、この木を知っていた。これがマグナ・ロイ。

　そのこずえは遺跡の天井をつき抜けてのびている。その向こうにはおそらく青々とした葉をしげらせていることだろう。だが、遺跡の中にとじこめられた幹は輝きをうしない、黒い柱のようでしかない。金属の板や、水晶のかけらを埋うめ込まれた痛々しいすがただ。

　幹にとりすがるようにスペクターのぼんやりとした姿があった。すすり泣くような呻うめき声をあげながら、魔法樹の周囲をまわっている。シラルムたちが近づいてきたのを知ると、おびえたように上へと舞まい上がる。

　さらに木へ近づこうとするシラルムをラダがとめた。

「いまのうちにここから出よう。そしてここを閉ざしてしまうか、高位の司祭に〈死霊払いイクソシズム〉を行なってもらおう」

　マグナ・ロイがさざめいたような気がした。何かを語りかけようとしているように思える。シラルムの中に身勝手な魔法使いに対する怒りがわきおこってきた。魔法樹をしめつけている金属と石。魔法の紋もん様ようによる目に見えない鎖くさりが、尊く気高い生命いのちをしばりつけている。森のすべてのものに分け与えられるべき力を一人ひとり占じめにし、あまつさえ己れの卑ひ小しような魂たましいの入れ物にしようとは……。

「あのスペクターの未練がこの木を苦しめ、周囲の森を狂わせているんです。あのスペクターを浄化しなくては」

　ラダはうなずいた。と、背後からジーンの声があがった。

「ラダ、その娘をとめて！」

　振り返るとグラスランナーが走ってくる。止めるまもなくグラスランナーは魔法樹に駆かけよった。スペクターが甲かん高だかい恨うらみの声をあげた。

「ばか、何をする気なんだ！」

　シラルムは飛び出すとグラスランナーの肩をつかんだ。グラスランナーはもがき、ふりかえった。その顔にはいままでのような空ろな表情はなく、はっきりとした意思が表れていた。

「お願い、放して！」

　グラスランナーが叫ぶ。その声にだぶって、シラルムの心に優しい声が響いた。

『エルフの若者よ。手を放して下さい』

「だれだ？」

　シラルムは問いかけたが、答えはわかっていた。この声は魔法樹の声。マグナ・ロイの声なのだ。

『わかってくれましたか。魔法の壁にはばまれてしまい、姿を現すことも自ら語りかけることもできずにいました。今も、この妖精族グラスランナーの心をとおしてしか、語ることができません』

「お願い、やらなくちゃいけないことがあるの。放して」

　グラスランナーはエルフの手をふりほどこうとする。シラルムはしっかりと彼女の肩を抱え込んだ。

「たのむ、何をやりたいのか知らないが、話をきかせてくれないか？」

　ラダがシラルムに手をかす。山猫のように暴れるグラスランナーを魔法樹からはなした。

『エルフの若者よ。私は決心したのです』

　おだやかな声が聞こえる。シラルムはたずねた。

「決心？」

『そうです。私はとても長い間この地に生きてきました。周囲に芽めぶいた木々とすごし、多くの生き物を見てきました。周囲に生きるすべてのものに私の力を与えてきました。私の力はみんなのもの、皆のためにある力ですから、人間が力を一人占めにしても責める気はありませんでした。まわりの木々たちは彼ら自身の力でじゅうぶん生きてゆけるのにくらべて、魔法使いは助けを与えねばならないほど、弱っていたのですから。しかし魔法使いは私を魔術で捕とらえてしばりつけ、あげくに私の中に入り込もうとしました。私は傷つきました。私は救いをもとめました。しかし私をしばりつける魔術は、私の声もしばりつけてしまい、私が心を伝えられるのは回りの木々だけでした。それもぼんやりとしたイメージしか送ることができませんでした。皆は私の異変には気づきましたが、それ以上のことは気づいてくれませんでした。私はいつ魔法使いが私の中に押し入ってくるか、怯おびえながら待っていました。しかし魔法使いは来ずに、この妖精族がきてくれたのです』

　シラルムはグラスランナーを見下ろした。グラスランナーはかすかなあせりの色をうかべた表情で、エルフを見上げた。ラダが何か問いかけようと口を開いたが、シラルムはそれをとめて精霊の声に耳をすませた。

『私は彼女に魔術のいましめを解いてくれるようにたのみました。彼女は努力してくれましたが、私を解放することはできませんでした。彼女は自分では力不足だから、仲間を呼ぶと言いました。私はこの望みを失わないようにと、彼女の心と私の心をつないだままにしておきました。彼女は仲間のもとへ戻りました。仲間たちは一つの部屋をひらき、そこから魔法使いの意識が飛び出してきました。魔法使いは私をのっとろうとしました……』

「その後は知ってます」シラルムは言った。「この娘の心がおかしくなっていたのも、周囲の森が変になってしまったのも、すべてあなたの力が関かかわっていたんですね？」

『ええ。私の中にはいれないと判わかった魔法使いが行なったことは、私を恐おそれさせました。私は恐れをまき散らしながら樹の中へ逃げ戻り、その時にこの妖精族の心も巻き込んでしまったのです。私は自分の中にこもり続けました。いつか、この恐ろしいことが過ぎ去るのを待っていました。でも、恐ろしいことは通り過ぎるどころか、さらに大きくなって行こうとしています』

　精霊の声が悲しみにふるえた。

『私のそばで、いくつもの命が消えて行きました。私は決心しました。私が唯ゆい一いつできることをやります。どうかその手を放してください』

　シラルムはグラスランナーが手に白い魔晶石をにぎりしめていることに気づいた。

「まさか、魔法装置を元通りにする気では？」

『そうです。あの魔法使いが苦しんでいるのは、私の中に入れないから。私は彼にこの樹からだをあけわたします』

「そんなことをすれば、この樹は枯かれてしまうんじゃ……」

『では、このままこの妖精族の心と、周囲の木々を道づれに狂くるっていろというのですか？』

「待って。方法はあるんです」

『知ってます。あの魔法使いの存在を消す魔法のことでしょう？　でも、もう……何かがこわれてゆくのを感じるのはいやです。それに私は死ぬわけではありません。エルフよ。わかっているでしょう。私は精せい霊れい界かいへ還かえりたいだけなのです。魔法使いが消しよう滅めつして、この苦しみから解放されたとしても、私の樹からだはつかれ果てています。もう十数年ともたないでしょう。どのみち精霊界へ還ることになるのです』

　シラルムは目を閉じた。魔法使いの記憶にあった死の恐怖や、狂った木々のことを思った。死と精霊界へ還ることとの違いとは何だろう？　シラルムはため息をついて首を振った。腕をゆるめてグラスランナーを放す。

「ありがとう」

　グラスランナーが小さく言う。グラスランナーは魔法樹へ駆け寄った。ラダとジーンが追いかけようとするのをシラルムは止めた。

　スペクターは呻うめき声をあげた。しかし、ラダの神聖魔法を警けい戒かいしてか降りてはこない。グラスランナーは魔法樹の金属板に近づくと何かをはめ込む。スペクターの恨うらみの声がぴたりと止った。

　スペクターはとまどっているようだった。だが、すぐさま魔法樹の前に舞まい降りてきた。

　グラスランナーが驚いてとびすさる。シラルムが呼ぶと、あわてて駆かけ寄ってきた。シラルムたちは魔法樹から離れた。スペクターは震ふるえる声で、呪じゆ文もんを詠えい唱しようしはじめた。

　部屋中の水晶が淡い光を放ち始める。魔力が渦巻き魔法樹をとりかこむ。スペクターの周囲にも魔力があつまり、やがて魔法樹とつながった。スペクターの姿がゆらぎ、吸い込まれるように魔法樹へと溶とけ込んだ。

　魔法樹が震えた。部屋に渦巻いていた魔力が消えて行く。入れ替かわるように魔法樹の表面に女性の姿が浮かび上がった。ドライアードのようなその姿は軽やかに宙に舞うと、シラルムたちのそばへやってきた。

『私は還ります。またいつかお会いしましょう』

　うなずいたシラルムは、グラスランナーの様子がおかしいことにきづいた。また、あのぼんやりとした表情に戻っている。

『あまり、長いあいだ私が彼女の心を捕つかまえていたので、混乱しているのです。でも、彼女は自分の中に戻っています。時間がたてば、元通りになるはずです』

　かげろうのような女性の手が触れると、グラスランナーの顔にかすかな笑みがうかんだ。

　マグナ・ロイの淡い姿は、すっと離れると空中に溶とけるように消え失せた。

「ねえ、なにがあったの？」

　ジーンがたずねる。

「あの木が、スペクターとなった魔法使いの未練を消してくれたんですよ。これで万事解決のはずです」

　シラルムは答えて魔法樹へ目をやった。魔法樹に変化はないように見えた。だが、もう魔力は失われているはずだ。命を失ってしまったのだ。あとは枯れるだけだ。

　あの魔法使いはこの中にいるのだろうか？

「ラダ、人間の魂が物に宿ったとき、それは幸せなんでしょうか？」

　ラダは不思議そうにエルフを見た。

「さあ、どうなんだろうな。それを望んでいたのなら幸せなのじゃないかな？」

「いずれ、壊こわれるとしても？」

「いつかは死ぬんだ。心構えだけだよ。問題は」

「そうですね」

　この木が枯れるとき、あの魔法使いの魂はどうなるのだろうか。シラルムにはわからなかった。すべては彼自身にまかせるしかない。

　死への恐怖。それを乗りこえなくては何も解決しない。

　この木が枯れた時、彼はまたスペクターとなるのだろうか。

「……死は恐怖じゃないと……僕は思いますよ」

　シラルムはつぶやくと、幻樹に背をむけた。
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　馬車が行き交う大きな広場には、たくさんの荷馬車がならび、つながれた荷馬やラバ、ロバなどががまん強く自分の仕事を待っている。

　ロマールの外から運びこまれたもの、これから他の街へ行こうとするもの、さまざまな荷物がやりとりされていた。日に焼けた人夫たちがしわがれた声で掛け声をかけあう。馬うま番ばんの少年たちが馬具や荷車の様子をしらべたり、旅を終えてきた馬たちを、中央にある水のみ場へひいてゆく。商人や仲買人が商品のわきで商談をおこなっており、護ご衛えいらしい剣士たちが手持ちぶさたそうにたむろしている。

　そんな広場の一角に、旅人を運ぶことをなりわいにしている馬車屋たちの場所がある。下級の人々は歩いて旅をし、上級の人々は自分たちの馬車をつかう。その間にいる人々のために馬車屋はあるのだ。

　一頭立ての荷馬車のような乗り合い馬車から、四頭立てのほろ馬車まで。数台の馬車が客を待っている。

「ひとまずエレミアまで行くといい。そこでダメだったらオランへ行くしかあるまい。オランまで行けば、位の高い賢けん者じやや治ち療りよう師しがいる。きっとあの娘をしっかり治なおしてくれるさ。大丈夫だ」

　人と荷物の間をすりぬけるように、シラルムとラダは広場を歩いて行く。ラダは元気づけるようにシラルムの肩を叩たたいた。

「そうですね」シラルムは答えて、大きくふくらんだ背負い袋を持ちなおした。

「時が治してくれるってマグナ・ロイは言ってましたけど、彼女たちの時間の概がい念ねんは大きいですからね」

「エルフのお前がそう言うんじゃ、よっぽどなんだな。あのあと調べてみたんだがな、マグナ・ロイと言うのは神話の時代の、すべての植物の元祖と言われる『古代樹』の末まつ裔えいではないかと言われている、すごい木らしい。千年ぐらいは生きてきたんだろうな。俺にはとうてい追いつけない」ラダは大きな笑い声をあげた。

　彼は行き交う人の波を見すかすように背伸びをすると、一か所を指差した。

「ほら、あの馬車だ」

　ラダが示したのは、二頭立てのほろ馬車だった。

「他のやつとの相乗りになるんだが、あれなら『自由人たちの街道』をぶっ続けで旅をしても疲れないだろう」

「ありがとうラダ。助かりますよ」

「なに言ってやがんだ。お前だけなら荷物一つで蹴けり出してやるよ。あの娘が心配なだけだ」ラダは笑い声をあげた。馬車に近づく。

　その馬車のそばには、もう少し大きな馬車が止っていた。大きめの馬車には人夫たちがむらがり、たくさんの荷物が運びこまれていた。ラダは小こ振ぶりな馬車に近づいていった。馭ぎよ者しや台だいのかげから男が現れてラダに手をふる。ラダも手をふりかえした。

「よお、こいつが俺の友人のシラルムだ。変なエルフだがよろしくたのむぜ」

　ラダは男に声をかけると、シラルムを前に押し出した。馭者で馬車の持ち主らしい男はシラルムを見ると、人の良い笑顔を浮かべて手を差し出してきた。

「俺はウイル。よろしくな」

　きさくそうな男だ。シラルムは一目で彼が気にいった。手を出して握あく手しゆする。ラダが馬車の中をうかがうように言った。

「おやじさんはまだか？」

「いや、中にいるよ。こわれ物の整理でもしてるんじゃないかな。エルフの兄ちゃん、中のおやじにあいさつしておけよ。一応、あんたたちは彼の借りた馬車に、飛び入りしたわけなんだからな」

　ウィルはそう言うと、また馭者台の陰かげにひっこんだ。馬具の調整をしているようだ。

「どんな人なんです？」シラルムはラダを見る。

「〝奇き跡せきの店〟って言う雑貨屋のおやじだ。がらくたを集めるのが好きな男で、俺もずいぶんやっかいになってる。剣けん匠しようルーファスと昵じつ懇こんの仲で、いつか彼の治める国へ商売しに行くんだとはりきってるんだ。彼の知らせが来たならすぐに旅立てるように、オランへゆくんだと」

「へぇー」

「俺が荷物を持ってきてやろう。先に挨あい拶さつしとけよ」ラダが言い、シラルムはうなずいた。

　ほろの入口には布が垂たれ下がっている。

「こんにちわ～。失礼しますね～」

　中は思ったよりも広々している。少々きゅうくつでもよければ、大人が四人ほど横になって眠れるほどだが、今はごたごたと荷物が置かれて半分ぐらいの広さになっている。奥の方に人影があった。荷物が崩くずれないようにロープをかけている。瘦やせぎみで頭がきれいにはげあがった男だ。エルフの声に手を止めて振りかえった。

「僕はシラルムって言います。エレミアまでおじゃまさせてください」

　男は乗り込んできたエルフをじっくりと観察した。何をおもったのか小さくうなずく。

「まあ、よろしくな。わしのことは気軽に〝おやじさん〟とでも呼んでくれ。ところでお客は二人だと聞いていたが？」

「彼女はもうすぐ来るはずです。まだ荷物があるんでしたら、手伝いましょうか？」

「いや、もう終わった」男は首をふる。

　馬車の外からシラルムを呼ぶ声がした。エルフはほろから顔を出した。荷物を持ったラダとジーンがやってくる。二人につきそわれるようにグラスランナーの少女がいた。シラルムは馬車から飛び降りた。

「やあ、気分はどう？」

　駆かけよるとしゃがみこんでグラスランナーの顔をのぞきこむ。まだどこかぼんやりとしているが、シラルムを認めたらしく腕を伸ばしてしがみついてくる。シラルムは彼女を抱き上げた。

「うふふ、そうしてるとまるでお父さんみたいね」ジーンが笑顔をうかべる。

「僕のことを茶化すよりも、二人こそどうして子供をつくんないんです？　今度来るときは五、六人つくっといてくださいよ。子守りしてあげますから」

「あら、いいこと聞いちゃった。じゃあ子供ができたらすぐに呼ぶから覚悟してよ」

「ありゃりゃ、とんでもないことを言っちゃったかな？」

　ラダが吹き出し、三人は声をあげて笑った。

　荷物も積み終わり、出発の準備はととのったようだった。

「ラダ、門かど出での祝いはくれんのか？」ほろからおやじが顔をのぞかせる。ラダが肩に担かついだ小さな樽たるを示すと、おやじはうれしそうにうなずいた。

　シラルムはグラスランナーを馬車に乗せた。おやじさんが手を貸してくれる。グラスランナーは暗い馬車の中を不思議そうに見回した。

「ちゃんとあの娘の世話をしてあげるのよ。食事とかは自分でできるようにはなったけど、小さな子供とおんなじなんですからね」

　ジーンが何度目かの注意をシラルムに言って聞かせる。

「ええ、わかってますよ」シラルムはうなずくと馬車に飛び乗った。

「ほお、まだ若いグラスランナーじゃな。大変な目にあったと聞いたが……名はなんと言うのかな」

　まるで孫まごをかわいがる老人のように、おやじさんはグラスランナーの頭をなでた。

「それがまだ……」

　言いかけたシラルムはグラスランナーの様子が変なのにきづいて言葉を切った。グラスランナーは頭をなでるおやじをじっと見上げている。唇がかすかに動く。

「な……まえ？」

「おい、シラルム」ラダが驚いたように言う。シラルムはグラスランナーのそばへしゃがみこんだ。

「そうだよ。君の名前は？」

　グラスランナーはエルフへ目を転じた。ぼんやりとエルフの顔を見る。

「僕の名前はシラルム。君の名前は？」

「わたし……の……なまえ……」グラスランナーは口ごもった。

　沈ちん黙もくが訪おとずれた。ラダもジーンもおやじさんも、じっと次の言葉を待つ。外の物音がそうぞうしく通りすぎてゆく。わずかな時間が長く感じられた。グラスランナーはぼんやりとエルフを見た。シラルムは元気づけるようにグラスランナーに笑いかけた。

　グラスランナーは言った。

「プラム……と言うの」

　ジーンの歓声が聞こえた。シラルムは安あん堵どにゆるんだ笑顔をうかべた。

「そっか、プラムかぁ。プラム。いい名前だ！」

　おもわずグラスランナーを抱きしめる。グラスランナーの表情は相変わらず夢見るようなものだったが、シラルムには彼女の瞳ひとみにきらめきが見えたように感じた。

「おい、用意はいいか？　出発するぞ」

　馭者台から声がする。のぞきこんだウイルにおやじさんが返事をする。いきのいい掛け声とともに、ピシリとムチが鳴る。馬車が大きくゆれた。

「いい？　女の子に気をとられて彼女を放ったらかしにしちゃダメよ！」

　ジーンが声をあげて大きく手を振った。その隣でラダが笑っていた。シラルムも大きく手を振りかえした。

「この分では、旅路はそう長くなさそうじゃな」

　プラムを見ながらうなずくおやじさんに、シラルムはうれしそうに応こたえた。

「ええ、きっと」







　解　説





安田　均






　ソード・ワールドの世界アレクラスト大陸には、さまざまな国や都市があります。大陸最大の人口を誇る都市オラン。自然の豊かな北方の三国ファンドリア、オーファン、ラムリアース。西方のドレックノールをはじめとして、テン・チルドレンと呼ばれる都市国家群。

　これらは、これまでのソード・ワールド短編集でもおなじみの場所ですが、もちろんほかにもまだまだ興味深いところは残っています。その一つが、本書を通じての舞台となる〝旅人たちの国〟ロマールでしょう。

　ここの首都ロマールは、アレクラストを貫つらぬいて東西に走る大幹線〝自由人たちの街道〟と、ファンドリアなど北方三国から南北にのびる街道とが交差している交通の要所です。古来、道の交まじわるところは発展するといわれますが、ここももちろん例外ではなく、まして、幹線街道の十字路ともなれば、周辺諸国からおびただしい物品やそれに関係する人々が往おう来らいするということになります。

　ですから、ここに正規の品を扱あつかうだけでなく、ありとあらゆるものの並ぶ闇やみ市いちができたとしても不思議はないでしょう。禁断の魔法の品から、薬草・毒草、人身売買など、他の統制のとれた国なら、たちまち出で処どころがわかり、追及されるものでも、ここロマールならどこのだれが売買したともわからず、安全なのです。

　ロマールでもう一つ有名なのは、その闘技場です。諸国からの民が集まることで、かれらに共通した娯ご楽らくを提てい供きようしようと、ここでは冒険者が公衆の面前で生死をかけた戦いを演じる競技が盛んとなりました。これは、もちろん交通の要所にあるため、登場する冒険者や敵となる怪物にもさまざまなものが集まるという利点からでもあります。

　こうしたエキゾチックな魅力をもつ、〝旅人たちの国〟での冒険はどんなものになるのでしょう。これまでのソード・ワールド短編集では、特に場所は限定せず、いろんな地域でいろんな冒険が行なわれるのを、いわば点描してきました。今回は、ひとつ場所を統一して、その背景の魅力も引き出せればと考えてあります。

　あと一つ、この短編集には特徴があります。そうした〝旅人たちの国〟というからには、各作品に登場する主人公たちにも旅をさせてみようじゃないかということです。

　ソード・ワールド短編集はこれでもう五冊になりますが、それぞれを担当した作者に、そろそろきわだった個性を持つ主人公たちが生まれてきています。水野良の羽根頭グループ、山本弘のリプレイに登場する脇わき役やくたち（早く主人公たちの小説も書いてほしいところです）、下村家惠子の「死せる神の島」のヒーローたち、高井信のデュダとリュークのおなじみずっこけコンビ、清松みゆきの五人組たちです。

　もともと冒険者というのは、この世界ではあてのない流れ者みたいなものですから、いろんなところに出しゆつ没ぼつしておかしくありません。それなら、こうしたメンバーがあるとき旅がてら、それぞれの理由で、このロマールに集結してみたならどうなるだろうか。それも御ご都つ合ごう主義的に共同作業をするのではなく、それとなくすれちがっているというのも、いかにも広いアレクラスト大陸らしくていいのじゃないかというのが、この作品集の狙ねらいです。

　ファンタジーというのは〝探索の旅〟だという説があります。たしかにそのとおりなのですが、ときには〝かってきままな旅〟というのも、ソード・ワールドには似合っているかもしれません。




　以下に各作品についての説明を少し。

「ロマールの罠わな」は、ロマール名物の一つ、闘技場での羽根頭たちの冒険を扱ったものです。こうしたところでは、いくら生死をかけた戦いといっても、それなりの慣習というものはあるのですが（例としては「ドラゴンランス伝説２」をごらんください）、ときとして事態がぬきさしならぬものになることもあります。まだしもロマールが強大な秩序国家でなかったぶん、羽根頭だちにとっては幸運だったと思います（これぞチャ゠ザのお恵み！）。

　一方、「サラマンダーの憂ゆう鬱うつ」には、ロマールの闇市がかかわってきます。おっかなびっくりロマールを歩き回るデュダたち一行は、まさしく旅の観光客。この時代の旅は、もちろん情報がそんなにあるわけではなく、そのあやふやさがいろんな冒険につながります。だからこそ賢者がありがたがられるのですが、デュダのセージ技能というのは、どこかピントがずれているようで……

「立ち枯がれの森」では、おなじみのひょうきんエルフ、シラルムがロマールをうろつきます。エルフはリュークやリーライナ（ハーフエルフですが）なども、本書では登場するので、そのちがいを眺ながめるのも愉たのしいことでしょう。この作品での冒険が終わったのち、シラルムはきってもきれない仲間を見つけます。それがさらなる大きな事件へとつながっていることは、読者の皆さんならお気づきでしょう。








ロマールの罠わな







〝鴉からす羽根〟のライス（人間、男、29歳）



器用度19（+3）

敏捷度15（+2）

知力13（+2）

筋力17（+2）

生命力19（+3）

精神力16（+2）

冒険者技能　ファイター２、プリースト２（チャ゠ザ）

冒険者レベル　２

生命力抵抗力　５　精神力抵抗力　４


　武器：バトル・アックス（必要筋力17）




攻撃力５　打撃力　片手17／両手22　追加ダメージ４




　　楯：なし




回避力４




　　鎧：チェイン・メイル（必要筋力17）




防御力17　ダメージ減少２




　魔法：神聖魔法２レベル　魔力４

　言語：（会話）共通語、西方語




（読解）共通語、西方語







〝梟ふくろう羽根〟のチェペル（人間、男、27歳）



器用度10（+1）

敏捷度９（+1）

知力13（+2）

筋力17（+2）

生命力15（+2）

精神力18（+3）

冒険者技能　セージ２、ソーサラー１

冒険者レベル　２

生命力抵抗力　４　精神力抵抗力　５


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力10）




攻撃力０　打撃力15　追加ダメージ０




　　楯：なし




回避力０




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少２




　魔法：古代語魔法１レベル　魔力３

　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語、東方語




（読解）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語、東方語







〝鵡おうむ羽根〟のリーライナ（ハーフ・エルフ、女、38歳）



器用度17（+2）

敏捷度18（+3）

知力20（+3）

筋力14（+2）

生命力14（+2）

精神力16（+2）

冒険者技能　シャーマン２、ファイター１、セージ１

冒険者レベル　２

生命力抵抗力　４　精神力抵抗力　４


　武器：レイピア（必要筋力14）




攻撃力３　打撃力14　追加ダメージ３




　　楯：スモール・シールド（必要筋力１）




回避力５




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少２




　魔法：精霊魔法２レベル　魔力５

　言語：（会話）共通語、エルフ語、精霊語




（読解）共通語、エルフ語、下位古代語







〝燕つばめ羽根〟のオスター（ドワーフ、男、48歳）



器用度14（+2）

敏捷度９（+1）

知力11（+1）

筋力21（+3）

生命力23（+3）

精神力26（+4）

冒険者技能　ファイター２

一般技能　クラフトマン５（ストーンクラフト＝石工）

冒険者レベル　２

生命力抵抗力　５　精神力抵抗力　６


　武器：グレート・アックス（必要筋力21）




攻撃力４　打撃力26　追加ダメージ５




　　楯：なし




回避力３




　　鎧：ブレート・メイル（必要筋力21）




防御力21　ダメージ減少２




　言語：（会話）共通語、ドワーフ語




（読解）ドワーフ語







サラマンダーの憂ゆう鬱うつ







デュダ（ドワーフ、男、28歳）



器用度14（+2）

敏捷度８（+1）

知力９（+1）

筋力14（+2）

生命力18（+3）

精神力20（+3）

冒険者技能　セージ４

一般技能　クラフトマン５

冒険者レベル　４

生命力抵抗力　７　精神力抵抗力　７


　武器：なし




攻撃力０　打撃力０　追加ダメージ０




　　楯：なし




回避力０




　　鎧：クロース（必要筋力３）




防御力３　ダメージ減少４




　言語：（会話）共通語、ドワーフ語、エルフ語、東方語




（読解）共通語、下位古代語、ドワーフ語







リューク（エルフ、男、16歳？）



器用度18（+3）

敏捷度20（+3）

知力21（+3）

筋力３（±0）

生命力10（+1）

精神力19（+3）

冒険者技能　シャーマン３、ソーサラー１

冒険者レベル　３

生命力抵抗力　４　精神力抵抗力　６


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力１）




攻撃力０　打撃力６　追加ダメージ０




　　楯：なし




回避力０




　　鎧：クロース（必要筋力３）




防御力３　ダメージ減少３




　魔法：精霊魔法３レベル　魔力６




古代語魔法１レベル　魔力４




　言語：（会話）共通語、ドワーフ語、エルフ語、精霊語、上位古代語、下位古代語




（読解）共通語、エルフ語、上位古代語、下位古代語







ゲラン（ドワーフ、男、28歳）



器用度18（+3）

敏捷度11（+1）

知力14（+2）

筋力20（+3）

生命力25（+4）

精神力21（+3）

冒険者技能　ファイター４

一般技能　クラフトマン５

冒険者レベル　４

生命力抵抗力　８　精神力抵抗力　７


　武器：バトル・アックス（必要筋力20）




攻撃力７　打撃力25　追加ダメージ７




　楯：なし




回避力５




　鎧：ハード・レザー（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少４




　言語：（会話）共通語、ドワーフ語




（読解）共通語、ドワーフ語







バルン（ドワーフ、男、28歳）



器用度18（+3）

敏捷度12（+2）

知力13（+2）

筋力20（+3）

生命力25（+4）

精神力22（+3）

冒険者技能　シーフ３、ブリースト２（ブラキ）

一般技能　クラフトマン５

冒険者レベル　３

生命力抵抗力　７　精神力抵抗力　６


　武器：ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力６　打撃力８　追加ダメージ６




　　楯：なし




回避力５




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少３




　魔法：神聖魔法２レベル　魔力４

　言語：（会話）共通語、ドワーフ語




（読解）共通語、ドワーフ語







ライラ（ドワーフ、女、23歳）



器用度16（+2）

敏捷度10（+1）

知力15（+2）

筋力16（+2）

生命力21（+3）

精神力24（+4）

冒険者技能　プリースト４（マイリー）

一般技能　クラフトマン５

冒険者レベル　４

生命力抵抗力　７　精神力抵抗力　８


　武器：なし




攻撃力０　打撃力０　追加ダメージ０




　　楯：なし




回避力０




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少４




　魔法：神聖魔法４レベル　魔力６

　言語：（会話）共通語、ドワーフ語




（読解）共通語、ドワーフ語







ビンセント（人間、男、38歳）



器用度13（+2）

敏捷度11（+1）

知力21（+3）

筋力14（+2）

生命力16（+2）

精神力23（+3）

冒険者技能　プリースト５（マーファ）

一般技能　ヒーラー５

冒険者レベル　５

生命力抵抗力　７　精神力抵抗力　８


　武器：なし




攻撃力０　打撃力０　追加ダメージ０




　　楯：なし




回避力０




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少５




　魔法：神聖魔法５レベル　魔力８

　言語：（会話）共通語、西方語、ドワーフ語、エルフ語




（読解）共通語、西方語、下位古代語







立ち枯がれの森







ラダ（人間、男、32歳）



器用度16（+2）

敏捷度19（+3）

知力18（+3）

筋力12（+2）

生命力14（+2）

精神力16（+2）

冒険者技能　シーフ４、セージ５、プリースト２（ラーダ）

冒険者レベル　５

生命力抵抗力　７　精神力抵抗力　７


　武器：ショート・ソード（必要筋力６）




攻撃力６　打撃力６　追加ダメージ６




　　楯：なし




回避力７




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力６）




防御力６　ダメージ減少５




　魔法：神聖魔法２レベル　魔力５

　言語：（会話）共通語、西方語、東方語、エルフ語




（読解）共通語、西方語、東方語、下位古代語、上位古代語







ジーン（人間、女、30歳）



器用度18（+3）

敏捷度16（+2）

知力14（+2）

筋力14（+2）

生命力14（+2）

精神力14（+2）

冒険者技能　シーフ５、レンジャー３、ファイター３

冒険者レベル　５

生命力抵抗力　７　精神力抵抗力　７


　武器：ショート・ソード（必要筋力７）




攻撃力８　打撃力７　追加ダメージ７




　　楯：なし




回避力７




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少５




　言語：（会話）共通語、西方語




（読解）共通語、西方語







「魔法樹」マグナ・ロイ



種別＝植物

モンスターレベル＝７

知名度＝15

敏捷度＝12

移動速度＝０

出現頻度＝きわめてまれ

出現数＝単独

知能＝人間なみ

反応＝友好的

攻撃点＝０（０）

打撃点＝０

回避力＝０（０）

防御点＝９

生命点／抵抗値＝19／16（９）

精神点／抵抗値＝20／17（10）

特殊能力＝７レベルまでの植物に関する精霊魔法（魔法強度＝16、魔力＝９）をすべてあやつれる。

言語＝精霊語

説明＝マグナ・ロイは魔力（マナ）にみちた不思議な植物です。一説には神話に語ららている〝すべての植物の母〟『古代樹』の末まつ裔えいではないかと言われています。

　マグナ・ロイの枝一本、実や花ひとつにいたるまでが豊かな魔力を秘めており、それが故ゆえに古代王国時代に乱らん伐ばつされてしまいました。今の時代では、この魔法の樹木はほとんど見つかることがありません。見つかるとすれば、人のたちいらぬけわしい山地や、エルフの守る森ぐらいのものでしょう。

　マグナ・ロイでつくられた魔法の杖や指輪は、わずかながらも魔力を蓄ちく積せきすることができます。そのことから、マグナ・ロイの実や、杖になるほどの大きな枝や若木は、信じられないような高値で取り引きされます。一いつ攫かく千せん金きんを求めてマグナ・ロイをさがすものが今も絶たえず、マグナ・ロイは減少を続けるばかりです。

　長い年月を生きてきたマグナ・ロイには、意志が宿ると言われています。だがそれについてくわしい話はわかっていません。




　シラルム、ブラムの人物データについては、長編小説『死せる神の島（上）』を、スペクター、プーカについては『ソード・ワールドＲＰＧ上級ルール　分冊２』をごらんください。










ソード・ワールド短たん編ぺん集しゆう




ロマールの罠わな
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